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先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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高 校 版
〈ビュー21〉

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

福岡県・私立筑紫女学園中学・高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

英語　福井県立敦賀高校　牧野剛士

世界史　京都府・京都市立堀川高校　吉谷智美
　
指導変革の軌跡

宮城県涌谷高校
大阪府・私立初芝富田林中学校・高校
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継続的に英語力の伸びが測定できる
「GTEC」は、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を測るスコア型英語４技能検定です。

多くの大学・短期大学の入試で「GT EC」のオフィシャルスコアが活用されています。

また、日常生活で使える英語の育成を目指すテスト設計になっており、大学入試で必要な

英語力だけでなく、大学入学後も使える英語力を育みます。

スコア型英語４技能検定
中学生・高校生対象

2018年検定日

大学
入試

第1回検定日
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第2回検定日
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第3回検定日
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1

GTEC 検 索www.benesse.co.jp/gtec/

第1回検定日
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情熱教師 F i l e 9生 徒 と 紡 ぐ

尾邊英也先生　教職 歴 37 年。
同校に赴任して 14 年目。３学年
主任。ＳＳＨ企画委員。

三重県立松阪高校　全日制／普通科・理数科／共学／１学年 約 320 人／ 2018 年度入試
合格実績（現浪計）国公立大は、東京大、名古屋大、三重大、京都大、大阪大などに145 人
が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大、南山大、同志社大などに延べ 551人が合格。

広い、広い牧場で学ぶ
　　　３年生になって、８月まで部活動を続けて大丈
夫か、勉強に時間を割くのがよいのではないかととて
も悩み、先生に相談しましたよね。先生から「どうす
れば後悔しないのかは、自分で分かっているんでしょ？
自分が納得するようにやりなさい」と言われて、「よし、
どっちもやろう」と決心しました。先生が応援してく
れることが本当にうれしくて、迷いがなくなったんです。
　　　私も、３年生までＳＳＨの活動を続けるかどう
か悩んだ時に先生に相談しました。先生から、「探究
活動も受験勉強も、どちらも諦める必要はないよ」と
励まされたから、３年生でも頑張ろうと決意したんです。
　　　２人とも、「両方やりたい」と思っていること
は明らかだったからね。自分の気持ちを大切にして挑
戦すれば後悔しないでしょ？　勉強は先生たちがフォ
ローするから安心してやり抜けばいいんだよ。
　　　僕は数学が好きで、１年生の頃から授業の内容
だけでなく自分のペースで先の学年の単元まで勉強し
ていました。先生に「数学以外の教科の成績が心配で
す」と話したら、「納得するまで数学をやり切ってみれ
ばいいじゃないか」と言ってくれましたよね。

　　　１つのことを極める経験をした人は、ほかのこ
ともできるようになるものだからね。
　　　先生と話していると、自分はどうしたいのか、
自分の気持ちがはっきりしてくるんです。
　　　先生はただ、君たちの可能性を信じて応援して
いるだけなんだよ。
　　　その応援の力が大きいから、気持ちが落ち込ん
だ時などに「ハッパをかけてもらおう！」って、先生
と話したくなるんです。「最近どうなんや？」って、先
生が私の話を聞いてくれるから、私も先生に自分の思
いを話して……、最後には「今日から私はこうする」と、
やるべきことが引き出されているんです。
　　　僕らはすごく広い牧場にいるんです。とても自
由に動けるけど、はるか遠くには柵があって守られて
いる。どうすればよいか分からなくなった時に先生の
姿を探すと必ずそばにいて、僕らの話を聞いてくれる
んです。広い牧場で、いろいろな可能性を自分で模索
し、選択する力を身につけている気がします。
　　　それこそが自律する力、生きる力なんだと思う
よ。君たちは確かに成長しているね。うれしいよ！

生徒

生徒

先生

先生

生徒

先生

先生

生徒

生徒

生徒

今月の表紙　三重県立松
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阪高校　尾
お べ

英
ひ で

也
や

先生

職４年目、初めて担任を受け持ったクラスは、

その年度で閉科となる商業科の３年生でした。

学力的に厳しく、生活態度にも課題が見られる生徒た

ちとどう向き合えばよいのかと、不安でいっぱいの

私に、「あなたの売りは若さだ。それに加えて、もう

１つ強みをつくらないか」と、教頭から提案されま

した。自己肯定感が持てず、何事も諦めがちな生徒に、

小さなことでも積み重ねれば大きなことを達成でき

ると、「先生自らが継続する姿を示してほし
い」と言われたのです。
　教頭の言葉を自分なりに考え、毎日、学級通信を出

そうと決めました。１枚１枚は薄くても、１年間書き

続ければ相当な量になります。連絡事項や行事予定、

学習のアドバイスなどを書き、毎朝、生徒が登校す

る前に机の上に１枚ずつ置いて、重要なことはＳＨ

Ｒでも話すようにしました。停滞していたクラスの

雰囲気を何とか変えたいと奮闘しましたが、生徒と

の関係は良好と言えるものではありませんでした。

ただ、私にできることはこれしかないと、学級通信

を書き続けたのです。気づけば、１年間で約200枚、

とじると厚さ２㎝程の冊子になりました。そして、

卒業式の日、積み重ねることの大切さを感じてほし

いと願いながら、一人ひとりに冊子を手渡しました。

徒のためにと思って続けていた学級通信でし

たが、それで学んだのは私の方でした。生徒

一人ひとりをよく見ること、どんな行事でもその目

的を理解して取り組むこと、１年間の流れを見通し

て指導を考えることなど、どれも書くという作業を

通じて気づかされたことです。また、仕事の段取り

も改善しました。予定外の仕事が入っても、学級通

信を書く時間を確保するよう意識して進める習慣が、

毎日続けることで身についたからだと思います。

　その後も、担任を持つ度に学級通信を書き続けま

した。生徒の状況を見て、伝えるべき内容や時期を

判断できるようになったからなのか、「小論文のヒン

トを得ました」「自分が学びたいことに気づきました」

などと、生徒から言われるようになりました。また、

「あれは自分に向けた言葉ですよね」と、私のメッセー

ジに気づく生徒もいました。そうすると、生徒をもっ

と触発させたいと思い、外部の研究会に参加して学級

通信のネタを探すなど、一層力が入りました。学級

通信は、生徒とのコミュニケーション方法の１つで

あり、自分の指導力を高める軸にもなっていました。

度初めには、学級通信を床に落としても、そ

のままにする生徒がいます。私はすかさず、「人

が時間をかけて作ったものを大切にできない人間は、

大成しないぞ」と大げさに叱ります。その時はピン

ときていない生徒も、毎日机の上に置かれ続けると

次第に学級通信を読むようになり、継続することの

大切さを説くと深くうなずきます。言葉だけでなく、

行動してこそ伝わることがあるのだと実感します。

　今はＳＳＨ担当者として、週１回のＳＳＨ通信を出し

ています。実験や実習、大学訪問など、盛りだくさ

んの活動を見通して取り組めるように書くのがポイ

ントです。毎日ではなくても、続ければ必ず伝わる

と信じ、自分の姿を示し続けたいと思います。

No. 009
北海道岩見沢農業高校

熊谷孝宏先生
くまがい・たかひろ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴 26年。同校に赴任して５年目。
キャリアガイダンス部長。英語科。

北海道岩見沢農業高校　全日制／農業科・畜
産科・食品科・生活科・森林科・農業土木工学科、
環境造園科／共学／１学年約 280人／2018
年度進路実績（現役のみ）：４年制大は、帯広
畜産大などに45人が合格。短大、大学校、専
門学校進学83人。就職121人（うち公務員25人）。
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改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

２年生２学期　第１志望研究

 24 英語
  福井県立敦

つ る

賀
が

高校　牧野剛士
  生徒に自分の意見を表現させる活動中心の授業で、
  ４技能をバランスよく伸ばす

 28 世界史
  京都府・京都市立堀川高校　吉谷智美
  ペアワークや音読などの言語活動、教科を横断した問いかけで、
  生徒の思考を広げ、深める

 32 宮城県涌
わ く

谷
や

高校
  学力向上・社会意識の醸成
  基礎学力を定着させ、社会への関心を育む指導で、
  生徒の進路意識を高める

 36 大阪府・私立初芝富
とん

田
だ

林
ばやし

中学校・高校
  学校改革
  「チーム初

はつとん

富」の精神とミドルリーダーの力で、
  目指すは第１志望決定率 100％

 4 課題整理
  次期学習指導要領の解説から読み解く「探究」と、データで見る学校現場の状況
 8 座談会
  探究学習における課題設定力を育むために
  ─日々の授業で私たちができること─
  大阪大学　全学教育推進機構　准教授　佐藤浩

ひろあき

章／
  宮城県仙台第三高校　滝井隆太 ／ 長崎県・私立純心中学校・純心女子高校　槌

つち

本
もと

六
むつ

秀
ひで

 14 実践事例 1
  自分の思考状態を客観的に捉え、
  何をどう考えるべきか気づかせる
  新潟県立新

に い

津
つ

高校
 18 実践事例 2
  生徒が自ら発する「問い」を大切にし、
  探究し続ける姿勢を育む
  茨城県・私立聖

せい

徳
とく

大学附属取
とり

手
で

聖徳女子中学校・高校

2

40

24

32

http://berd.benesse.jp
本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます

印刷製本／（株）協同プレス　編集協力／（有）ペンダコ　執筆協力／中丸　満、二宮良太　
撮影協力／荒川　潤、川上一生、高橋龍次、谷口　哲、藤木潤一
＊本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます
＊本誌記載の記事、写真の無断複写、複製及び転載を禁じます
©Benesse Corporation 2018

探究者たれ！
◎今号の特集のテーマは「探究学
習」です。私が『VIEW21』高校版
を担当するようになってから、「探
究学習」を特集で取り上げるのは
今回で３回目になります。回を重ね
るごとに、社会環境の変化や大学
入試改革の進展を受けて、その重
要性が高まる一方、依然として実
践にあたっての課題を抱える学校・
先生は少なくないようです。次期
学習指導要領が公示された今、「探
究学習とは何か」「教師が果たす
べき役割は」という根本の「問い」
に今回は改めて向き合うことにい
たしました。「答えが１つではない
課題」に取り組もうとする生徒をど
う導き、支援すればよいのかと試
行錯誤されている先生方と思いを
同じくするべく、編集部も「探究者」
でありたいと思います。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木 崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  行動変容を促す振り返り
48

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 44 港湾職業能力開発短期大学校神戸校　港湾流通科
  理論と技術の体系的なカリキュラムで
  実践的な港湾・貿易業務を学ぶ
 46 北九州市立大学　地域創生学群
  １年次から複数の実習を同時に行い、
  地域社会のマネジメント力を身につける

44

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

  「先生自らが継続する姿を示せ !」
  北海道岩見沢農業高校　熊谷孝宏

巻末

60

VIEW’S REPORT
  早稲田大学政治経済学部が 2020年度、一般入試改革を実施
  グローバルリーダー育成に向け、
  思考力や主体性等を測る入試へ

50

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

22
 22 福岡県・私立筑

ちく

紫
し

女学園中学・高校
  教育の不易と流行の視点で教育活動全体を見直し、
  指導・評価の改善を起点に改革

「問い」を起点に考える
探究学習

シリーズ　私立中高一貫校に聞く

  「リーダー」を育む６か年デザイン
  東京都・私立豊

としまがおか

島岡女子学園中学校・高校
  大阪府・私立高槻中学校・高校

52
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本誌６月号の特集では、現場の教師の声を基に整理した、
次期学習指導要領を読み解くための視点の１つとして、「探究」が挙げられた。

実際、次期学習指導要領では、「総合的な探究の時間」を始め、
「探究」と付された科目が複数新設される。それに象徴されるように、

今後、探究学習や探究的な活動を取り入れた学びの充実がますます求められることになるだろう。
そこで今号では、探究学習とはどのような学びなのか、改めて整理した上で、

その実践の状況など、高校現場の実態を踏まえ、
探究学習の充実に向けて取り組むべき課題と教師の役割について考えていく。

S p e c i a l  I s s u e 特 集

次期学習指導要領における高校の教科・科目構成
（科目構成等に変更があるものを抜粋）

■…共通必履修　■…選択必履修　赤字…探究と付された科目　※グレーの枠囲みは既存の科目

＊中央教育審議会初等中等教育分科会配布資料（2018 年 5月15日）を基に編集部で作成

問いを起点に考える
探究学習

論理国語

数学Ⅲ

数学Ⅱ 科学と人間生活

数学Ⅰ

国語科

数学科 理科

地理歴史科 公民科

外国語科

家庭科 情報科 理数科 総合的な探究の時間

国語表現 日本史探究 倫理

英語コミュニケーションⅡ・Ⅲ（＊１）

家庭基礎 情報Ⅱ 理数探究 総合的な探究の時間

現代の国語 地理総合言語文化 歴史総合 公共

英語コミュニケーションⅠ（＊１）

情報Ⅰ 理数探究基礎

文学国語

数学Ｃ 物理 化学 生物 地学

数学Ｂ 物理基礎 化学基礎 生物基礎 地学基礎

数学Ａ

地理探究古典探究 世界史探究 政治・経済

論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（＊２）

家庭総合

＊１　「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の統合型
＊２　スピーチやプレゼンテーション、ディベート、ディスカッション等
※英語力調査の結果や CEFRのレベル、高校生の多様な学習ニーズへ
の対応なども踏まえ検討

※実社会・実生活から見いだした
課題を探究することを通じて、自分
のキャリア形成と関連づけながら
探究する能力を育むというあり方を
明確化する。

2 August  2018
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O v e r h e a d  V I E W

本号のテーマ

探究学習とはどのような学びか改めて整理し、
生徒が取り組む上での課題や教師の役割について考える

1

2

探究学習とはどのような学びか、そして現場の実態は？
課題整理【P.4～7】

探究学習における課題にどう取り組むか、教師の役割は？
座談会【P.8～13】

現場の実態は
◎ベネッセの調査によると、７割強の学校が探究学習を実施。
◎探究学習のプロセスにおいて、約４割の学校が「課題の設定」に課題を感じている。
◎推進における主な課題は、「指導の目線合わせ・意識の統一」「指導時間の確保」「指導・コンテンツ準備の負荷軽減」。

生徒が自ら深い課題設定をするための指導とは    
◎課題設定に必要な「問いを立てる力」を生徒に育成するため
には、教師自身にもその力を高めることが求められる。

◎教科学習では、習得すべき知識が科学者の研究等によって導
き出されたプロセスを生徒に追体験させる問いや、授業・単
元の中で一番大事だと思うところを生徒が見つけられるよう

な問いを立て、生徒の気づきを促す。
◎「総合的な学習の時間」や教科の授業において、教師や先輩
の問いの立て方を観察し、その後、教師や先輩に手伝っても
らいながら自分で問いを立ててみることを何度も繰り返すこ
とで、最終的には生徒自ら問いを立てられるようになる。

探究学習とはどのような学びか
◎探究学習とは、生徒が下図の❶～❹のプロセスを通じた学習
活動を発展的に繰り返していく学び。

◎教科・科目における「探究」は、当該教科・科目のより深い
理解を目的とし、教科の内容項目に応じた課題に沿って行う
探究的な活動である。一方、「総合的な探究の時間」等にお
ける「探究」は、課題発見・問題解決に必要な資質・能力の
育成が目的であり、複数の教科・科目等の見方・考え方を組
み合わせるなどして働かせ、探究のプロセスを通して資質・能
力を育成する。以上のような違いはあるが、「探究」はすべて
の教科・科目での展開が求められていると言える。

◎各教科・科目で身につけた資質・能力、探究学習で身につけ
た資質・能力それぞれが既知の特定の状況においてのみ役
に立つのではなく、未知の多様な状況において自在に活用す
ることができるものとなるよう、それぞれを相互に関連づけ、
学習や生活において生かし、それらが総合的に働くようにす
ることが求められる。

探究学習で求められる教師の役割
◎教師は、自分の持つ知識を生徒に効率的に授ける「ナレッジギ
バー」から、生徒が良質の問いを立て、その答えを見つけ出すこ
とを支援する「学びのファシリテーター」への役割転換が必要。

◎探究学習の目的や評価の視点、教師の役割について、自校の
教師と対話を重ねて共通理解を図り、自分事として捉えても
らう機会をつくることが求められる。　

新潟県立新
に い

津
つ

高校　【P.14～17】
自分の思考状態を客観的に捉え、何をどう考えるべきか気づかせる
茨城県・私立聖

せ い

徳
と く

大学附属取
と り

手
で

聖徳女子中学校・高校　【P.18～21】
生徒が自ら発する「問い」を大切にし、探究し続ける姿勢を育む

1

2
実践事例

大阪大学
全学教育推進機構准教授

佐藤浩
ひ ろ

章
あ き

宮城県
仙台第三高校

滝井隆太

長崎県・私立純心中学校・
純心女子高校

槌
つ ち

本
も と

六
む つ

秀
ひ で

＊文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総
合的な探究の時間編」を基に編集部で作成

●❶課題の設定

●❷情報の収集

●❸整理・分析

●❹まとめ・表現

●❷

●❸

●❹
●❶

●❷

●❸

●❹
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文
部
科
学
省
よ
り
２
０
１
８
年
７
月
に

公
表
さ
れ
た
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

解
説 

総
合
的
な
探
究
の
時
間
編
」
に
よ

る
と
、「
問
題
解
決
的
な
学
習
が
発
展
的

に
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
」
こ
と
を
「
探
究

と
呼
ぶ
」と
し
て
い
る
。
そ
し
て
探
究
は
、

生
徒
が
、「
①
日
常
生
活
や
社
会
に
目
を

向
け
た
時
に
湧
き
上
が
っ
て
く
る
疑
問
や

関
心
に
基
づ
い
て
、自
ら
課
題
を
見
つ
け
、 

②
そ
こ
に
あ
る
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て

情
報
を
収
集
し
、
③
そ
の
情
報
を
整
理
・

分
析
し
た
り
、
知
識
や
技
能
に
結
び
つ
け

た
り
、
考
え
を
出
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら

問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
④
明
ら
か
に

な
っ
た
考
え
や
意
見
な
ど
を
ま
と
め
・
表

現
し
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新
た
な
課
題
を
見

つ
け
、
さ
ら
な
る
問
題
の
解
決
を
始
め
る

と
い
っ
た
学
習
活
動
を
発
展
的
に
繰
り
返

し
て
い
く
」
こ
と
と
し
、「
物
事
の
本
質

を
自
己
と
の
か
か
わ
り
で
探
り
見
極
め
よ

う
と
す
る
一
連
の
知
的
営
み
の
こ
と
」
と

定
義
し
て
い
る
（
図
１
）。

　
な
お
、
①
～
④
の
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
は

固
定
的
に
捉
え
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、「
物
事
の
本
質
を
探
っ

て
見
極
め
よ
う
と
す
る
時
、
活
動
の
順
序

が
入
れ
替
わ
っ
た
り
、
あ
る
活
動
が
重
点

的
に
行
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、
当
然
起

こ
り
得
る
こ
と
だ
か
ら
」
だ
。 

　
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
る
学

び
（
以
下
、こ
こ
で
は
原
則
「
探
究
学
習
」

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）

は
、
現
行
の
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
や
次

期
学
習
指
導
要
領
で
新

設
さ
れ
る
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
な
ど
で

の
展
開
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
次
期

学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
の
ほ
か
に
も

「
探
究
」
と
付
さ
れ
た

科
目
が
複
数
新
設
さ
れ

る
（
図
２
）
な
ど
、
各

教
科
・
科
目
の
学
び
に

お
い
て
も
「
探
究
」
が

一
層
重
視
さ
れ
て
き
て

い
る
が
、
両
者
の
「
探
究
」
に
違
い
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
18
年
７
月
公
表
の
文
部

科
学
省
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　

総
則
編
」
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
次
の

次
期
学
習
指
導
要
領
の
解
説
か
ら
読
み
解
く

「
探
究
」と
、デ
ー
タ
で
見
る
学
校
現
場
の
状
況

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
学
び
と
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
高
ま
る
「
探
究
学
習
」。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
実
践
に
お
い
て
は

様
々
な
課
題
を
学
校
現
場
は
抱
え
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
解
説
を
基
に
、
高
校
教
育
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
探
究
学
習
と
は

ど
の
よ
う
な
学
び
な
の
か
改
め
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
践
の
状
況
や
直
面
し
て
い
る
問
題
な
ど
を
調
査
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
探
っ
て
い
く
。

課題整理
探
究
と
は
問
題
解
決
的
学
習
を

発
展
的
に
繰
り
返
す
こ
と

す
べ
て
の
教
科
・
科
目
で「
探
究
」
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

探究における生徒の学習の姿図１

＊文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部で作成。

•日常生活や社会に目を向け、生徒が自ら課題を設定する。

• 探究の過程を経由する。
　❶課題の設定　❷情報の収集　❸整理・分析　❹まとめ・表現

•自らの考えや課題が新たに更新され、探究の過程が繰り返される。

●❶課題の設定

●❷情報の収集

●❸整理・分析

●❹まとめ・表現

●❷

●❸

●❹
●❶

●❷

●❸

●❹
●❶
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て
最
適
解
や
納
得
解
を
見
い
だ
す
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
が
、
各
教
科
・
科
目

に
お
け
る
「
探
究
」
と
異
な
る
点
と
し
て

い
る
。

　以
上
の
よ
う
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
す
べ
て
の
教

科
・
科
目
の
学
び
で
「
探
究
」
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
で
あ
り
、「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
や
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
等

で
行
わ
れ
る
「
探
究
」
と
教
科
の
系
統
の

中
で
行
わ
れ
る
「
探
究
」
の
両
方
が
教
育

課
程
上
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
今
後

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　探
究
的
な
活
動
を
含
む
各
教
科
・
科
目

の
学
び
、
そ
し
て
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
や
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
等
で

行
わ
れ
る
探
究
学
習
そ
れ
ぞ
れ
を
充
実
さ

せ
る
一
方
で
、
両
者
を
つ
な
ぐ
視
点
も
重

要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
教
科
・
科
目

で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
と
、
探
究
学

習
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
相
互
に

関
連
づ
け
、
学
習
や
生
活
に
お
い
て
生
か

し
、
そ
れ
ら
が
総
合
的
に
働
く
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
る
（
P. 
６
図
３
）。
そ
の
点

を
重
要
視
す
る
理
由
と
し
て
、「
高
等
学

校
学
習
指
導
要
領
解
説

　総
合
的
な
探
究

の
時
間
編
」
で
は
、「
身
に
つ
け
た
資
質
・

能
力
は
、
当
初
学
ん
だ
場
面
と
は
異
な
る

新
た
な
場
面
や
状
況
で
活
用
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
層
生
き
て
働
く
よ
う
に
な

る
」
こ
と
、
そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
お
い
て
よ
り
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
は
、
既
知
の
特
定
の
状
況
に
お
い
て
の

み
役
に
立
つ
の
で
は
な
く
、
未
知
の
多
様

な
状
況
に
お
い
て
自
在
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
各
教
科
・

科
目
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
等
で
身
に
つ
け
た

資
質
・
能
力
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
身
に
つ
け

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　「（
各
教
科
・
科
目
に
お
け
る「
探
究
」は
）

当
該
教
科
・
科
目
に
お
け
る
理
解
を
よ
り

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
教
科
の
内
容

項
目
に
応
じ
た
課
題
に
沿
っ
て
探
究
的
な

活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』
や
『
理
数
探

究
』、『
理
数
探
究
基
礎
』
は
、
課
題
を
発

見
し
解
決
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

複
数
の
教
科
・
科
目
等
の
見
方
・
考
え
方

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
働
か
せ
、
探

究
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
も
の
で
あ
る
」

　ま
た
、「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解

説

　総
合
的
な
探
究
の
時
間
編
」
で
は
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
な
ど
で
展
開

さ
れ
る
探
究
学
習
が
、
特
定
の
教
科
・
科

目
に
と
ど
ま
ら
ず
、
横
断
的
・
総
合
的
な

視
点
で
実
社
会
や
実
生
活
に
お
け
る
複
雑

な
文
脈
の
中
に
存
在
す
る
問
題
を
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
問
題
を
、

複
数
の
教
科
・
科
目
等
に
お
け
る
見
方
・

考
え
方
を
総
合
的
・
統
合
的
に
働
か
せ
て
、

様
々
な
角
度
か
ら
俯
瞰
し
て
捉
え
、
考
え

る
こ
と
、
さ
ら
に
生
徒
が
取
り
組
む
課
題

は
、
解
決
の
道
筋
が
す
ぐ
に
は
明
ら
か
に

な
ら
な
い
、
も
し
く
は
唯
一
の
正
解
が
存

在
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
し

各
教
科
・
科
目
の
学
び
と

探
究
学
習
を
つ
な
ぐ

高校の各学科に共通する各教科・科目及び
総合的な探究の時間図２

＊赤い下線は変更のある科目　

教科 科目 標準単位数 必履修科目

国語

現代の国語
言語文化
論理国語
文学国語
国語表現
古典探究

2
2
4
4
4
4

○
○

地理
歴史

地理総合
地理探究
歴史総合 
日本史探究
世界史探究

2
3
2
3
3

○

○

公民
公共
倫理
政治・経済

2
2
2

○

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ

3
4
3
2
2
2

○ 2 単位まで減可

理科

科学と人間生活
物理基礎
物理
化学基礎
化学
生物基礎
生物
地学基礎
地学

2
2
4
2
4
2
4
2
4

「科学と人間生
活」を含む 2 科
目または基礎を
付した科目を 3
科目

保健
体育

体育
保健

7 〜 8
2

○
○

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
音楽Ⅲ
美術Ⅰ
美術Ⅱ
美術Ⅲ
工芸Ⅰ
工芸Ⅱ
工芸Ⅲ
書道Ⅰ
書道Ⅱ
書道Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○

外国語

英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

3
4
4
2
2
2

○ 2 単位まで減可

家庭 家庭基礎
家庭総合

2
4 ○

情報 情報Ⅰ
情報Ⅱ

2
2

○

理数 理数探究基礎
理数探究

1
2 〜 5

総合的な探究の時間 3 〜 6 ○ 2 単位まで減可

＊文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総則編」を基に編集部で作成。
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元
配
列
表
」の
工
夫
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
言
う
単
元
配
列
表
と
は
、各
教
科
・

科
目
等
の
単
元
の
配
置
に
加
え
て
、相
互

の
関
連
を
線
で
結
ぶ
こ
と
で
、
１
年
間
の

流
れ
の
中
で
各
教
科
・
科
目
等
と
の
関
連

を
見
通
せ
る
年
間
指
導
計
画
を
指
す
。そ

の
作
成
に
お
い
て
、「
単
元
名
や
学
習
活

動
だ
け
で
な
く
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
関
連

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
習
活
動
は
一
層
充
実
し
、
資
質
・
能
力

が
確
か
に
育
成
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
等

で
行
わ
れ
る
探
究
学
習
に
お
い
て
、各
教

科
・
科
目
等
で
育
成
さ
れ
た
資
質
・
能
力

が
発
揮
さ
れ
た
り
、逆
に
探
究
学
習
で
育

成
さ
れ
た
資
質
・
能
力
が
各
教
科
・
科
目

等
の
学
習
活
動
で
活
用
さ
れ
た
り
と
い
っ

た
経
験
を
通
じ
て
、生
徒
が
身
に
つ
け
た

資
質
・
能
力
は
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
と

し
て
育
成
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

 

　
で
は
、
学
校
現
場
に
お
け
る
探
究
学
習

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
現
状
な
の

か
。「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
の
探

究
学
習
の
実
施
状
況
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
学
校
が
探
究
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
デ
ー
タ

１
）。
し
か
し
、
そ
の
推
進
上
の
課
題
と

し
て
、
教
師
間
の
目
線
合
わ
せ
の
難
し
さ

た
場
面
と
は
異
な
る
新
た
な
場
面
で
活
用

さ
れ
る
状
況
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
各
教

科
・
科
目
等
で
育
む
資
質
・
能
力
を
教
師

間
で
し
っ
か
り
と
把
握
・
理
解
し
、
各
教

科
・
科
目
等
間
で
の
関
連
を
図
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
具
体
例
の
１
つ
と

し
て
、「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　

総
合
的
な
探
究
の
時
間
編
」
で
は
、「
単

次
期
学
習
指
導
要
領
実
施
を
前
に

自
校
の「
探
究
学
習
」
を
模
索

探究の過程において
発揮され、未知の状
況において活用でき
るものとして身につ
けられるようにする

他教科等及び総合的
な探究の時間で習得
する知識及び技能が
相互に関係づけられ、
社会の中で生きて動
くものとして形成され
るようにする

自分自身に関するこ
と及び他者や社会と
のかかわりに関する
ことの両方の視点を
踏まえる

「総合的な探究の時間」の構造イメージ図３

目
標

学
校
が
設
定

す
る
内
容

学
校
が
設
定
す
る
目
標
及
び
内
容
の
取
り
扱
い

指
導
計
画

内
容
の
取
り
扱
い

学
校
が
設
定

す
る
目
標

総合的な探究の時間の目標

各学校において定める内容

教科等を越えたすべての学習の基盤となる資質・能力

各学校において定める目標

目標を実現するにふさわしい
探究課題

探究課題の解決を通して育成を目指す
具体的な資質・能力

その学校が総合的な探究の時間で育成することを目指す資質・能力

現代的な諸課題に対応する
横断的・総合的な課題
（国際理解、情報、環境、

福祉・健康など）

地域や学校の
特色に応じた課題

生徒の興味・関心に
基づく課題

職業や自己の進路に
関する課題

情報活用能力 言語能力

探 究 の 過 程 に お いて、コン
ピュータや情報通信ネットワー
クなどを適切かつ効果的に活
用して、情報を収集・整理・発
信するなどの学習活動（情報
や情報手段を主体的に選択し
活用できるよう配慮）

他者と協働して課題を解決
しようとする学習活動

言語により分析し、まとめたり
表現したりするなどの学習活動

考えるための技法（比較する、分類する、関連づけるなど）

各学校における教育目標

踏まえて 踏まえて

育まれ、活用されるようにすること

活用されるようにすること

例

知識及び技能
思考力、判断力、
表現力等

学びに向かう力、
人間性等

＊文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部で作成。

他
教
科
等
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力

相
互
に
関
連
づ
け
、
学
習
や
生
活
に
お
い
て
生
か
し
、
そ
れ
ら
が
総
合
的
に
働
く
よ
う
に
す
る

6 August  2018

Q8-577-000 2018 年度 VIEW21 高校版８月号 6 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

08/03
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P004-007_view21koukou-8g.indd   6 18/08/03   14:54



な
ど
を
挙
げ
る
教
師
が
多
く
（
デ
ー
タ

２
）、
さ
ら
に
、
生
徒
に
探
究
学
習
に
取

り
組
ま
せ
る
上
で
、
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
の

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る「
課
題
の
設
定
」

に
課
題
を
感
じ
て
い
る
（
デ
ー
タ
４
）。

　「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
け
る

探
究
学
習
は
、
生
徒
と
教
師
そ
れ
ぞ
れ
が

試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

状
態
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
、

現
場
の
教
師
は
、
取
り
組
み
へ
の
意
欲
や

姿
勢
、
最
終
成
果
物
な
ど
を
通
じ
て
、
生

徒
の
探
究
学
習
へ
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
と
評
価
し
（
デ
ー
タ
５
）、
そ
の
結
果

を
大
学
入
試
と
い
う
生
徒
の
未
来
に
つ
な

げ
よ
う
と
し
て
い
る
（
デ
ー
タ
３
）。
探

究
学
習
の
何
を
評
価
し
、
生
徒
に
ど
の
よ

う
に
そ
れ
を
還
元
し
て
、
進
路
実
現
へ
の

後
押
し
と
し
て
い
く
の
か
、
各
校
に
お
い

て
一
貫
性
の
あ
る
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
を
描

く
そ
の
重
要
性
が
、
今
後
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　「総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
み
な
ら

ず
、
各
教
科
・
科
目
等
の
学
び
に
お
け
る

「
探
究
」
も
一
層
求
め
ら
れ
る
次
期
学
習

指
導
要
領
の
実
施
を
控
え
、
自
校
の
探
究

学
習
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
の

実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
組
織
体
制
が

必
要
な
の
か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
次
ペ
ー
ジ

か
ら
探
っ
て
い
く
。

「総合的な学習の時間」における探究学習の実施状況
データ 1

探究学習の実施状況（％）

データ２

探究学習の推進上の課題 ※複数回答（％）

データ 3

探究学習の成果利用（％）

データ 4

探究学習のプロセスの課題（％）

データ 5

探究学習の評価で実践していること ※複数回答（％）

かなり重視して
取り組んでいる

重視して
取り組んでいる

取り組んでいる

あまり
取り組んでいない

取り組んでいない

16.6

イ
課題の設定39.5

ウ
情報の収集21.9

エ　整理・分析13.1

オ　まとめ・表現11.5

カ　振り返り9.7

ア
オリエンテーション

ア 先生方の指導の目線合わせ・
 意識のバラつき
イ ３年間（あるいは４～６年）で体系化
 された指導実践ができていない

ウ 十分な指導時間が取れない

エ 指導・コンテンツ準備の
 負荷が大きい

オ 外部連携の負担が大きい

カ 進路へのつながりが見えづらい

キ 学習意欲への効果が見えづらい

ク 評価の方法が分からない

ケ 汎用的な資質・能力の育成に
 つながっていない

コ その他

ア 取り組みへの
 意欲や姿勢

イ 最終成果物（論文や
 提出物、プレゼンなど）

ウ 生徒自身による
 自己評価

エ 生徒同士の相互評価

オ 観点別の評価基準
 （ルーブリック等）

カ 外部の
 アセスメントの指標

キ 特に評価は
 行っていない

ク その他

4.2
ア
調査書の
活動履歴として

20.5

イ
入試問題で問われる
資質・能力の
育成として32.8

ウ
生徒が志望理由書を
書く際の材料として

24.3

エ　まだ考えていない17.3

オ　その他5.1

22.5

35.1

16.6

9.1

56.2

33.1

43.9

47.5

22.1

9.4

17.7

16.2

7.8

2.6

64.2

69.9

43.5

36.8

18.3

5.6

12.0

1.6

７割が
探究学習に

取り組んでいる

入試への
成果利用が

多い

プロセス、
アウトプット
ともに重視

注）数値は小数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 
＊ 2018 年 6 月実施「総合的な学習の時間」における探究学習の実態調査。全国の高校約 1,000 校へのアンケート調査結果。
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佐
藤
　探
究
学
習
は
、多
く
の
学
校
で「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
い
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
探
究
学
習
と

呼
べ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
実
態
は

学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
で
す
。ま
た
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
探
究
学
習

を
行
っ
て
い
て
も
、教
科
の
授
業
は
知
識
・

技
能
の
習
得
や
そ
の
活
用
ま
で
で
と
ど

ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
全
体
で
探
究
力
を
育
成
す
る
高
校
は

ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。
次
期
学
習
指
導

要
領
で
は
、
各
教
科
に
お
け
る
探
究
的
な

学
習
活
動
が
一
層
求
め
ら
れ
る
た
め
、
教

科
知
識
と
探
究
力
の
両
方
を
獲
得
で
き
る

授
業
づ
く
り
を
各
教
科
で
進
め
、
各
教
科

と
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
つ
な
ぐ

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

滝
井
　本
校
で
は
す
べ
て
の
教
科
・
科
目

で
、
探
究
的
な
学
習
活
動
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
評
論

の
授
業
で
は
、
新
聞
の
社
説
や
研
究
者
の

論
文
の
一
部
な
ど
を
読
ん
で
評
論
の
テ
ー

マ
に
関
す
る
背
景
知
識
を
得
た
り
、
そ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
先
に
議
論
し
た
り
し
た

上
で
、
教
科
書
に
入
る
と
い
う
単
元
設
計

を
し
ま
し
た
（
授
業
の
詳
細
は
Ｐ
．10
参

照
）。
ま
た
、
古
文
な
ど
で
新
し
い
文
法

事
項
が
出
て
き
た
時
は
、
知
識
と
し
て
教

え
る
前
に
、
既
に
獲
得
し
て
き
た
知
識
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
と
し
て
提
示
し
、

生
徒
が
新
し
い
知
識
を
自
ら
見
つ
け
る
よ

う
に
促
し
ま
す
。
言
わ
ば
謎
解
き
の
よ
う

な
授
業
の
仕
立
て
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒

は
探
究
的
な
学
習
活
動
の
中
で
、
知
識
を

主
体
的
に
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
中
で
、
生
徒
の
課
題
発
見
力
や
問
題

解
決
力
の
乏
し
さ
を
痛
感
し
た
教
師
は
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
探
究

学
習
を
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
だ
け

で
行
お
う
と
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
各
教
科
で
も
探
究
学
習
の
要

素
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
生
徒
に
経
験
さ

せ
る
こ
と
で
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
お
け
る
探
究
学
習
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

槌
本

　私
が
担
当
す
る
化
学
で
は
、
私
が

「
教
え
る
」
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
「
内

容
を
説
明
す
る
」
こ
と
を
中
心
に
授
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
各
単
元
の
最
初
の
授
業

は
、
生
徒
が
教
科
書
を
読
ん
で
理
解
し
た

こ
と
、
そ
の
単
元
で
一
番
大
事
だ
と
思
わ

れ
る
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
同
じ
教
科
書
で
予
習

し
て
も
、
単
元
の
中
で
何
を
一
番
大
事
だ

大阪大学
全学教育推進機構
准教授

佐藤浩章
さとう・ひろあき

出席者 宮城県
仙台第三高校

滝井隆太
たきい・りゅうた

長崎県・私立
純心中学校・
純心女子高校

槌本六秀
つちもと・むつひで

座談会

探
究
の
素
地
を

教
科
学
習
を
通
し
て
養
う

探究学習における
課題設定力を育むために
─日々の授業で私たちができること─

「総合的な学習の時間」はもちろん、各教科でもその実践がますます求められる探究学習。
ただ、実践にあたっては、「どこから着手すればよいのか」「どうすれば生徒に深い課題を設定できるのか」
「何に重点を置いて評価すればよいのか」といった課題を現場は抱えている。探究学習を実践する現場の
教師と大学の研究者が、探究学習における諸課題をどう考え、取り組んでいけばよいかを話し合った。
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と
考
え
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る

の
か
は
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
し
、

最
初
は
教
科
書
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
暗
記

し
た
よ
う
な
説
明
を
す
る
生
徒
も
い
ま

す
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
で
分
か
っ
た
こ

と
を
共
有
し
、
単
元
で
一
番
大
事
な
こ
と

を
話
し
合
う
う
ち
に
、
内
容
を
深
く
理
解

し
、
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
（
授
業
の
詳
細
は
Ｐ
．11
参
照
）。

　
生
徒
は
何
回
も
教
科
書
を
読
み
込
み
な

が
ら
、
１
つ
の
事
項
を
説
明
す
る
た
め

に
は
周
辺
の
事
項
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
徐
々
に
単
元
の

内
容
を
俯
瞰
し
始
め
ま
す
。
教
科
の
中
で

物
事
を
俯
瞰
的
に
理
解
す
る
力
を
身
に
つ

私
が
発
問
す
る
場
面
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、た
だ
問
題
を
解
か
せ
る
よ
う

な
時
間
は
少
な
く
、生
徒
が
実
験
図
だ
け

を
見
て「
こ
の
図
を
基
に
ど
ん
な
入
試
問

題
が
で
き
る
か
」を
話
し
合
い
、問
題
と
解

答
を
つ
く
る
よ
う
な
授
業
を
行
い
ま
す
。

滝
井
　
本
校
で
も
、
学
年
に
よ
る
意
図
的

な
授
業
形
式
の
違
い
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
生
徒
の
実
態
、身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
、

教
材
を
踏
ま
え
て
、
単
元
ご
と
に
教
科
団

で
話
し
合
っ
て
授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
生
徒
が
「
知
識
伝
達
型

の
授
業
で
な
く
て
も
成
績
は
伸
び
る
の
だ

ろ
う
か
」
と
不
安
に
思
わ
な
い
よ
う
に
、

過
去
の
生
徒
の
実
績
を
紹
介
し
、
こ
の
授

業
ス
タ
イ
ル
で
大
丈
夫
な
の
だ
と
初
期
指

導
で
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

佐
藤
　
私
は
、
生
徒
が
探
究
学
習
を
進
め

ら
れ
る
か
ど
う
か
の
鍵
は
、
課
題
設
定
力

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
の

課
題
設
定
力
が
、
不
足
し
て
い
る
と
感
じ

る
高
校
教
師
は
多
い
よ
う
で
す
。

　
私
は
、
探
究
学
習
に
お
け
る
課
題
設
定

力
を
、「
問
い
を
立
て
る
力
」
に
置
き
換

え
た
方
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え

け
る
こ
と
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
お
け
る
探
究
学
習
に
取
り
組
む
上
で
、

必
要
な
資
質
・
能
力
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
先
生
方
は
、
そ
う
し
た
探
究
学
習

を
取
り
入
れ
た
授
業
を
、
３
年
間
通
し
て

実
施
し
て
い
る
の
で
す
か
。

槌
本
　
基
本
的
に
生
徒
の
学
習
活
動
は
３

年
間
同
じ
で
、演
習
問
題
に
取
り
組
む
時

も
、協
働
的
に
教
え
合
う
形
式
で
す
。た
だ

し
、国
公
立
大
学
の
個
別
学
力
検
査
対
策

で
は
、生
徒
が
自
力
で
は
気
づ
か
な
い
よ

う
な
視
点
で
の
考
察
も
必
要
で
す
か
ら
、

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

◎
建
学
の
精
神
は
、「
心
身
の
健
康
」「
真
・
善
・

美
の
追
求
」「
愛
と
知
の
稔み
の

り
」。
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
課
題
研
究
の
深

化
と
グ
ロ
ー
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
注
力
す
る
。

◎
設
立
　
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
理
数
科
・
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
千
葉
大
、

一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
２
３
６
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、

東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

３
５
６
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w
w
.sensan.m

ysw
an.ne.jp/

長
崎
県
・
私
立
純
心
中
学
校
・
純
心
女
子
高
校

◎
「
清
く
・
か
し
こ
く
・
や
さ
し
い
女
性
に
」
を

教
育
方
針
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
に
基
づ

き
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
活
動
を
展
開
。
英

語
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
女
性
を
育
成
す
る
。

◎
設
立
　
１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子

◎
生
徒
数
　
1
学
年
（
高
校
）
約
１
８
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、信
州
大
、広
島
大
、山
口
大
、長
崎
大
、

首
都
大
学
東
京
、
長
崎
県
立
大
な
ど
に
21
人
が
合

格
。
私
立
大
は
、
専
修
大
、
津
田
塾
大
、
明
治
大
、

近
畿
大
、
長
崎
純
心
大
な
ど
に
延
べ
１
６
６
人
が

合
格
。

◎U
RL

　http://w
w
w
.n-junshin.ed.jp/

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

滝
井
隆
太 

た
き
い
・
り
ゅ
う
た

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
授
業
づ
く
り

研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
。教
務
主
任
。国
語
科
担
当
。

大
阪
大
学

　全
学
教
育
推
進
機
構

　准
教
授

佐
藤
浩
章 

さ
と
う
・
ひ
ろ
あ
き

愛
媛
大
学
大
学
教
育
・
学
生
支
援
機
構
教
育
企
画
室
准
教

授
・
副
室
長
を
経
て
、
現
職
。
著
書
に
『
大
学
生
の
主
体

的
学
び
を
促
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
』（
ナ
カ
ニ
シ

ヤ
出
版
、
共
同
編
集
代
表
）、『
講
義
法
（
シ
リ
ー
ズ
大
学

の
教
授
法
２
）』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
編
著
）
な
ど
。
大

阪
大
学
で
開
催
す
る
高
校
教
師
を
対
象
と
し
た
探
究
学
習

の
指
導
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
も
務
め
る
。

長
崎
県
・
私
立
純
心
中
学
校
・
純
心
女
子
高
校

槌
本
六
秀 

つ
ち
も
と
・
む
つ
ひ
で

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。
進
路
指
導
主

事
。
理
科
担
当
。

生
徒
が
自
ら
学
び
を
獲
得
す
る

「
問
い
」を
つ
く
る
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◎仙台第三高校では、生徒が自ら学びたいテーマを発見・設定し、主体的に問題解決に取り組む学習
活動を「非構成的アクティブ・ラーニング」と定義し、「課題研究」、「探究」（教科）で実践。さらに、
学習する分野や教材、活動などを教師が設定し、限定された範囲内で生徒が主体的に学び、探究学習
に必要な力を身につけることを目指す学習活動を「構成的アクティブ・ラーニング」と定義し、各教
科の授業で実践している。探究型の授業の研究・開発組織を編成し、全教師が参加。授業の研究・改
善に協働して取り組んでいる。（詳細は、本誌２０１６年 10月号 P.10 ～ 14参照）

ば
、
探
究
学
習
の
課
題
と
し
て
、「
地
域

の
過
疎
化
」な
ど
が
よ
く
挙
が
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
漠
然
と
し
た
課
題
を
設
定
す

る
と
、
調
べ
学
習
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
探
究
学
習
に
す
る
に
は
、「
私

た
ち
の
住
む
〇
〇
町
が
限
ら
れ
た
予
算
で

で
き
る
過
疎
化
対
策
と
は
」「
若
者
が
住

み
続
け
る
〇
〇
町
と
離
れ
て
い
く
〇
〇
町

の
違
い
は
」
な
ど
、
検
索
サ
イ
ト
で
は
到

底
答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
、
自
分
事
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
問
い
を
生
徒
自
身
が
立
て

る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
問
い

を
メ
タ
化
で
き
る
力
が
必
要
で
す
。一
方
、

私
は
、
探
究
学
習
を
担
当
す
る
高
校
教
師

と
接
す
る
中
で
、
教
師
自
身
が
問
い
を
立

て
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
教
科
書
に
書

か
れ
て
い
る
問
い
の
解
き
方
と
答
え
を
教

え
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
き
た
た
め
、
そ

れ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
教
師
自
身
が
問
い
を
立
て
る
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
、
生
徒
に
問
い
を
立
て

る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
第
一
歩

だ
と
思
い
ま
す
。

滝
井

　教
科
に
お
け
る
探
究
的
な
学
習
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
教
師
が
生
徒
に
、
思
考
を

刺
激
す
る
問
い
を
投
げ
か
け
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、与
謝
野
晶
子
の「
柔

肌
の
熱
き
血
潮
に
触
れ
も
み
で
寂
し
か
ら

ず
や
道
を
説
く
君
」
と
い
う
短
歌
に
関
し

て
、「
時
空
を
超
え
た
革
新
的
短
歌
と
評

さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
問
い
を
生

徒
に
提
示
し
ま
し
た
。
生
徒
は
短
歌
の
意

味
、
時
代
背
景
、
作
者
の
情
熱
的
な
生
き

方
を
調
べ
な
が
ら
、
問
い
に
向
き
合
い
、

こ
の
短
歌
を
よ
り
深
く
学
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
化
学
の
教
師
と
協
働
し
、「
質

量
保
存
の
法
則
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
物
質

は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
、
物
質
の

特
定
と
原
因
を
探
究
す
る
中
で
、
別
の
知

識
の
適
用
に
気
づ
く
授
業
を
つ
く
り
ま
し

た
。
生
徒
は
与
え
ら
れ
た
問
い
に
向
き
合

う
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
知
識

を
使
い
、
実
験
で
試
行
錯
誤
し
ま
す
。
生

徒
の
思
考
を
刺
激
し
、
既
習
の
知
識
を
整

理
し
た
り
、
新
た
な
知
識
を
自
分
で
獲
得

し
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
受
験
学

仙台第三高校　滝井隆太先生
３年生「国語（現代文）」の例

　評論「グローバル化のゆくえ」（山崎正和）

を教材に、「グローバル化する社会の中で、

どのような心構えの下で生きていくべきか」

を、硬派で論理性の高い文章を丁寧に読み解

いていく中で生徒に考えさせる。全８時間の

単元における学習目標として次の２項目を設

定している。

❶論理的で緻密な分析に基づいた現代社会に
対する認識と、それに続く社会のあり方への

提示を基にした思索の深化。

❷現代社会に混沌としながら存在するグロー
バル化やナショナリズム化という流れを理解

し、その中でどのように生きるべきかという

指針の獲得。

•トランプ大統領の就任宣言、中国の「一帯一路
構想」、イギリスの「ＥＵ脱退」などの報道記事や
論文を黙読し、要点を説明できるようになる。

•前時の内容を踏まえて、さらにグローバリズムの
進行が世界経済に与える影響について経済学者が
語った文章を読み、「世界が進んでいく（進んでい
る）方向」について、自分の考えをまとめる。

•「グローバル化の功罪」をテーマにディスカッショ
ンを行う。

•「グローバル化に伴って表出するであろう問題を
どのように解決できるか」という問いに対する自分
の考えを書き、ほかの生徒と共有し、考えを深める。
そして、教科書を通読し、さらに筆者の考えにつ
いて賛成の立場で小論文を書く。

•グローバル化社会における「文化」について考
察した文章とともに出題された大学入試問題を実
際に解いてみる。そして、世界のグローバル化の
潮流について教師が解説し、単元のねらいについ
て深い理解を促す。

１
〜
３
時
間
目

４
〜
６
時
間
目

７
・
８
時
間
目

〈
私
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
を
認
識
す
る
〉

〈
自
分
の

考
え
を
持
つ
〉

〈
問
題
演
習
に

取
り
組
む
〉

単元で扱う教材に関
連する複数の資料
を読んで内容を整理
し、自分の考えをま
とめたり、他者の考
えに触れたりする

４時間目で初めて教
科書本文の全体を
通読し、設定された
立場で小論文を書く

１時間目

４〜6時間目

７・８時間目

２時間目

３時間目

単元の流れ
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◎槌本先生は、生徒がグループになって単元の内容を話し合い、発表し、その内容を受けて教師が最小限の説
明や演習を行うという生徒主導のアクティブ・ラーニングを実践している。生徒が単元の内容を説明する際の
鍵となる「課題」は、生徒自身が設定する場合もあれば、槌本先生がいくつかの選択肢を提示し、そこから生
徒自身が選ぶ場合もある。生徒には単元全体の内容を俯瞰する力、自分が理解したことを他者に分かりやすく
伝える力など、様々な資質・能力が授業で求められる。（詳細は、本誌２０１６年８月号 P.26 ～ 29参照）

力
と
探
究
力
を
同
時
に
担
保
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

佐
藤
　
高
校
の
教
科
学
習
で
は
、「
正
解

が
１
つ
し
か
な
い
問
い
」「
答
え
が
無
数

に
あ
る
問
い
」
の
ど
ち
ら
の
問
い
を
立
て

る
こ
と
も
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

重
要
な
の
は
、
研
究
者
が
具
体
的
事
象
か

ら
普
遍
を
見
い
だ
す
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を

生
徒
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
本
人
が
知
識
創
造
活
動
に
興
味
を
持
て

る
よ
う
に
促
す
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
特
に
「
質
量
保
存
の
法
則
」
の
事
例

は
、
問
い
を
起
点
に
し
た
科
学
者
の
探
究

の
追
体
験
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

槌
本
　
教
科
に
お
け
る
探
究
的
な
学
習
を

進
め
る
際
、
教
師
間
で
力
量
の
差
が
出
る

の
が
、
教
師
が
立
て
る
生
徒
の
思
考
を
刺

激
す
る
問
い
の
質
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

若
い
教
師
に
、「
教
科
で
探
究
的
な
学
習

を
行
う
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
そ

の
単
元
や
そ
の
日
の
授
業
の
中
で
、
一
番

大
事
だ
と
思
う
と
こ
ろ
を
生
徒
自
身
が
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
問
い
を
立
て
る
こ
と

だ
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
一
番
大
事
な
こ

と
を
教
師
が
「
ど
う
だ
！
」
と
ば
か
り
に

語
る
授
業
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
分
で
発

見
す
る
授
業
が
教
科
に
お
け
る
探
究
的
な

学
習
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
が

問
い
の
追
究
で
す
。
授
業
で
一
番
大
事
な

と
こ
ろ
が
何
か
は
教
師
は
分
か
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
な
問
い
を
立
て
る
こ
と
は
、

本
来
、ど
の
教
師
に
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
、
生
徒
が
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
に

た
ど
り
着
き
、「
分
か
っ
た
か
も
！
」
と

い
う
表
情
を
見
せ
た
瞬
間
に
、「
じ
ゃ
あ
、

こ
れ
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
？
」
と
次
の
問

い
を
投
げ
か
け
れ
ば
、
生
徒
は
「
分
か
っ

た
！
」
と
い
う
喜
び
と
と
も
に
、
さ
ら
に

深
く
次
を
考
え
始
め
ま
す
。

佐
藤
　
一
番
大
事
な
こ
と
に
生
徒
自
身
で

純心中学校・純心女子高校　槌本六秀先生
１年生「化学基礎」の例

　１年生「化学基礎」では、最初の授業で、中心

に「原子」とだけ書いたプリントを１人１枚配布

し、原子について知っていることやイメージを書

かせる。その後、数時間かけて、生徒は教科書や

参考書を基に単元の内容をグループでまとめ、ク

ラスで発表する。そうして単元の内容を深めなが

ら、再度、「原子」とだけ書いたプリントに自分

が理解したことを書いていく。１つの単元でプリ

ントの作成は全３回行われ、プリントは生徒に

とって学びの深化を自覚させるポートフォリオと

なる。この授業での特徴は、単元の内容をどのよ

うにプリントにまとめ、どのようにグループで説

明するかを生徒自身が考える（説明課題の設定を

生徒自身が行う）ことにある。

単元（第１編「物質の構成と化学結合」）の流れ

❶最初の授業で、15 ～20 分かけて、原子について思いつくイメージや知って
いることを何も見ずに自由に書かせる。グループで書いた内容を共有し、原子
について説明するにあたって鍵になると思われる説明課題を生徒が設定し、そ
れに従ってグループでの発表を複数回行っていく。生徒が設定した説明課題は、
その後の学習を通してグループ内で適宜修正される。

❷単元の途中、槌本先生が説明課題を設定し、生徒にその説明を求めることも
ある。教師が生徒の状況を見ながら、生徒が気づかない問いを与えることで、
それまでのグループ内での学習内容がつながり、広がっていく。この段階で多
くの生徒が単元について「理解した」と手応えを感じている。

❸ 15 時間ほどかけて説明課題を練り直しながら発表を繰り返し、１単元が終
了。その後、定期考査が実施されるが、考査後に最初の授業で配布したプリン
トをＢ４判に拡大したものを配布。最初の授業と同じ時間で、知っていることを
自由に書かせる。ここで生徒は自身の成長を実感する。

❹さらに１週間後、Ａ３判の用紙を配布し、45 分間をすべて使って、何も見ず
に課題レポート風に書かせる。生徒自身が、理解したことを何も見ずに言語化
して紙面上に書き込むことで、さらなる成長を自覚する。

「理解した」と思わせることで、その後の定期考査で思い通りの成績が取れ
なかった生徒が点数に一喜一憂せず、「授業では理解したはずなのに、な
ぜテストができなかったのか」を考え、自分の学習を見直すことにつながる。

1
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気
づ
く
よ
う
な
授
業
づ
く
り
は
、「
答
え

は
相
手
に
あ
る
」
と
い
う
コ
ー
チ
ン
グ
の

基
本
原
則
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
す
。
教

師
が
答
え
を
教
え
た
方
が
効
率
的
に
思
え

ま
す
が
、生
徒
に
気
づ
き
を
委
ね
た
方
が
、

深
く
定
着
す
る
学
び
に
な
り
ま
す
。

槌
本
　「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お

け
る
探
究
学
習
で
生
徒
主
体
の
課
題
設
定

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
日
々

の
授
業
の
中
で
教
師
の
課
題
設
定
か
ら
学

ん
だ
り
、
生
徒
同
士
の
対
話
か
ら
自
分
た

ち
で
課
題
を
設
定
し
た
り
す
る
経
験
が
不

可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
答
え

が
１
つ
で
は
な
く
、
実
社
会
、
実
生
活
に

お
け
る
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
深
い
課
題

を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

課
題
設
定
だ
け
に
１
年
間
か
け
て
も
よ
い

く
ら
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

滝
井
　「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お

け
る
探
究
学
習
の
課
題
設
定
で
は
、
上
級

生
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
重
要
で

す
。
本
校
の
理
数
科
の
課
題
研
究
で
は
、

先
輩
が
取
り
組
ん
だ
研
究
を
受
け
継
ぐ

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
が
、
先
輩
の
研
究

を
参
考
に
、
新
し
い
仮
説
を
立
て
た
り
、

別
の
視
点
で
分
析
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

課
題
が
洗
練
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

生
徒
が
設
定
し
た
課
題
や
取
り
組
み
事
例

を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

佐
藤
　
認
知
的
徒
弟
制
と
呼
ば
れ
る
、
見

習
い
修
行
の
過
程
を
理
論
化
し
た
学
習
モ

デ
ル
は
、モ
デ
リ
ン
グ（m

odeling

）、コ
ー

チ
ン
グ（coaching

）、
ス
キ
ャ
フ
ォ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
（scaffolding

）、
フ
ェ
ー

デ
ィ
ン
グ
（fading

）
と
い
う
４
段
階
で

習
得
の
過
程
を
説
明
し
て
い
ま
す
。ま
ず
、

熟
練
者
の
や
り
方
を
観
察
し
、
次
に
熟
練

者
か
ら
や
り
方
を
丁
寧
に
教
わ
り
、
そ
し

て
困
難
な
と
こ
ろ
だ
け
手
伝
っ
て
も
ら

い
、
徐
々
に
熟
練
者
が
少
し
ず
つ
支
援
を

減
ら
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
、
多

く
の
職
業
技
能
は
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

探
究
学
習
に
は
こ
の
モ
デ
ル
が
使
え
ま

す
。
つ
ま
り
、
探
究
者
の
自
立
の
プ
ロ
セ

ス
を
た
ど
ら
せ
ま
す
。
ま
ず
、
生
徒
が
教

師
や
先
輩
の
問
い
の
立
て
方
を
観
察
し
、

そ
の
後
、
教
師
や
先
輩
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
自
分
で
問
い
を
立
て
て
み
る
。

そ
れ
を
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
教

科
の
授
業
に
お
い
て
、
何
度
も
繰
り
返
す

こ
と
で
、
最
終
的
に
は
生
徒
自
ら
問
い
を

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

滝
井
　
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
に
生
徒
が
気

が
つ
く
よ
う
な
授
業
づ
く
り
は
、
や
は
り

一
人
の
教
師
の
力
で
は
難
し
く
、
教
科
団

な
ど
で
単
元
の
指
導
計
画
、
１
コ
マ
の
授

業
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
そ
の
中
で
の
問
い

の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が
ら
行

う
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。本
校
で
も
、

今
で
は
１
つ
の
授
業
を
教
科
団
で
練
り
上

げ
る
風
土
が
か
な
り
で
き
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
で
ど
の

よ
う
な
問
い
が
生
徒
の
思
考
を
刺
激
す
る

の
か
は
、
教
師
に
と
っ
て
は
「
答
え
が
１

つ
で
は
な
い
問
い
」
で
あ
り
、
不
安
を
抱

く
先
生
も
い
ま
し
た
が
、「
こ
れ
か
ら
の

教
師
は
教
科
知
識
を
授
け
る
プ
ロ
で
あ
る

と
同
時
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
す
る

環
境
を
整
え
る
プ
ロ
で
あ
り
た
い
」
と
、

こ
れ
か
ら
の
教
師
像
に
つ
い
て
対
話
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
　
教
師
の
間
に
探
究
学
習
が
広
が
っ

て
い
く
様
子
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
の
広
が
り
に
似
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
使
命
感
を
感
じ
た
人
が
イ
ノ
ベ
ー

学
習
す
る
組
織
へ
の
脱
皮
が

今
、
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る

佐藤浩章准教授から高校現場の先生方へ

ナレッジギバーを脱し、
教師自身が探究学習者へ
　探究学習が広がることで、これからの学校には、教師が答えを

持ち合わせない問いを設定し、答えを自らつくり上げる生徒が増

えていくことでしょう。その時教師には、自分の持っている知識

を生徒に効率的に授ける「ナレッジギバー」から、生徒が良質の

問いを立て、その答えを見つけ出すことを支援する「学びのファ

シリテーター」へと役割転換が求められます。

　私は大学で、どのような教員の授業が学生の満足度が高いかを調

査しました。そこで明らかになったことは、「分からないことは分

からない」と言う教員の授業の満足度が高いということです。大

学教員は確かにある分野の専門家ですが、学習内容が横断的にな

るほど、答えられないことも出てきます。そんな時に満足度の高

い教員は、「それは分からないから来週までに調べておく」「別の専

門家に聞いておく」などと回答をします。「分からないことは分か

らない」と正直に言えるのは、知的に誠実な証拠ですし、それは

探究学習者の条件です。高校の先生方には、自らが探究学習者の

生きたモデルになることが求められているのではないでしょうか。
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タ
ー
と
な
っ
て
着
手
し
、
興
味
を
持
っ
た

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
が
巻
き
込
ま
れ
、

さ
ら
に
追
随
者
へ
と
徐
々
に
広
が
る
…
…
。

探
究
学
習
も
一
気
に
普
及
す
る
こ
と
は
な

く
、
最
初
は
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
が
孤
軍
奮
闘

か
ら
始
め
て
、
少
し
ず
つ
仲
間
を
増
や
す

し
か
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

同
士
が
職
場
を
越
境
し
て
つ
な
が
り
、
悩

み
や
喜
び
、
課
題
の
克
服
方
法
や
成
果
を

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

槌
本
　
探
究
学
習
に
対
す
る
校
内
の
目
線

合
わ
せ
、
特
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
で
「
課
題
設
定
」「
情
報
の
収
集
」「
整

理
・
分
析
」「
ま
と
め
・
表
現
」
な
ど
の

ど
の
プ
ロ
セ
ス
に
重
き
を
置
く
の
か
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
答
え

が
１
つ
で
は
な
い
よ
う
な
課
題
の
設
定
を

生
徒
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
確

な
答
え
や
結
論
を
出
す
こ
と
よ
り
も
、「
課

題
設
定
」
そ
の
も
の
や
論
理
的
な
試
行
錯

誤
と
い
っ
た
、
途
中
の
プ
ロ
セ
ス
に
重
き

を
置
く
の
が
よ
い
と
個
人
的
に
は
思
い
ま

す
。評
価
の
視
点
を
明
確
に
し
て
お
け
ば
、

教
師
も
安
心
し
て
「
課
題
設
定
」
に
時
間

を
か
け
て
取
り
組
め
る
は
ず
で
す
。

滝
井
　
生
徒
が
生
き
る
未
来
を
考
え
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
の
ま
ま
で
は
不
十

分
な
こ
と
は
誰
も
が
認
め
て
い
て
、
探
究

学
習
の
必
要
性
も
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ

な
の
に
、
自
分
の
学
校
、
自
分
の
授
業
だ

け
は
変
え
た
く
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し

い
で
す
よ
ね
。
探
究
学
習
に
不
安
を
抱
い

て
い
る
教
師
に
こ
そ
、
探
究
学
習
を
自
分

事
と
し
て
考
え
ら
れ
る
機
会
が
必
要
で

す
。
本
校
で
は
、
す
べ
て
の
教
師
が
探
究

学
習
の
あ
り
方
と
授
業
改
善
に
つ
い
て
考

え
る
「
授
業
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に

所
属
し
、
全
員
で
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
生

徒
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

や
特
定
の
教
科
だ
け
で
の
探
究
学
習
の
導

入
で
あ
れ
ば
、
今
の
よ
う
に
全
校
規
模
で

は
定
着
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

槌
本
　
探
究
学
習
の
目
的
に
つ
い
て
も
改

め
て
学
校
で
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
は
、
探
究
学
習
を
通
し
て
こ
れ
ま
で

の
各
教
科
の
学
び
の
意
味
を
感
じ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
１
つ
の
課
題
に
取
り
組
む

に
し
て
も
、
様
々
な
分
野
の
知
識
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
、
合
教
科
・
合

科
目
的
な
学
習
理
解
を
促
す
た
め
の
活
動

で
す
。
教
科
学
習
の
重
要
性
に
気
づ
い
た

生
徒
が
、
不
得
意
教
科
・
科
目
で
あ
っ
て

も
主
体
的
な
学
び
を
始
め
る
の
は
、「
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
科
・
科
目
」
か

ら
「
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
教
科
・
科
目
」

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
自
校
の
探
究
学
習

は
大
学
で
の
研
究
に
接
続
し
て
い
く
タ
イ

プ
の
も
の
な
の
か
、
地
域
の
企
業
や
自
治

体
と
協
働
し
、
地
域
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は

本
校
の
よ
う
な
学
び
へ
の
意
味
や
理
解
を

深
め
る
た
め
の
も
の
な
の
か
、
共
通
認
識

を
図
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

佐
藤
　
学
校
は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
学
習

す
る
場
で
す
が
、
教
師
に
と
っ
て
学
校
と

い
う
組
織
が
『
学
習
す
る
組
織
』
で
あ
る

か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
の
教
師
は
、
担
当
教
科
に
つ
い
て
研
究

し
、
授
業
を
改
善
し
て
き
た
け
れ
ど
、
組

織
全
体
と
し
て
「
未
来
の
学
校
と
は
」「
探

究
学
習
と
は
」
と
い
っ
た
大
き
な
問
い
に

向
き
合
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
探
究

学
習
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、
大
き

な
問
い
に
組
織
と
し
て
向
き
合
う
と
い
う

こ
と
で
、探
究
者
と
し
て
の
教
師
の
資
質
・

能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
大
学
も

同
じ
で
す
。
高
校
の
授
業
は
着
実
に
探
究

学
習
へ
と
移
行
し
始
め
て
い
る
の
に
、
大

学
１
、
２
年
次
の
授
業
の
多
く
は
依
然
と

し
て
知
識
伝
達
型
で
す
。
最
近
は
高
校
で

探
究
学
習
を
経
験
し
た
学
生
か
ら
不
満
の

声
が
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
将

来
、
研
究
を
す
る
た
め
に
は
ま
ず
知
識
が

必
要
」
と
授
業
を
変
え
る
こ
と
を
拒
む
教

員
も
い
ま
す
。
ま
さ
に
高
校
と
同
じ
課
題

を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
今
日
先
生
方
か
ら
聞
い
た
話
を

大
学
に
持
ち
帰
っ
て
、「
高
校
も
変
わ
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
大
学
は
も
っ
と
変
わ

ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
訴
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
大
学
入
試
を
探
究
型
に

変
え
る
だ
け
で
、
大
学
は
満
足
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
大
学
、
高
校
、
さ
ら
に
は
中

学
校
、
小
学
校
と
も
連
携
し
な
が
ら
探
究

学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
教

師
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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新
潟
県
立
新
津
高
校
は
、
２
０
１
７
年

度
３
学
期
か
ら
、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
（
以
下
、
総
合
学
習
）」
で
、
３
年
間

の
体
系
的
な
探
究
学
習
を
始
め
た
。
受
け

身
の
学
習
姿
勢
や
自
己
表
現
が
苦
手
と
い

う
生
徒
が
多
い
と
い
っ
た
課
題
に
対
応

し
、
大
学
入
試
改
革
や
次
期
学
習
指
導
要

領
に
向
け
た
指
導
の
転
換
を
図
る
の
が
ね

ら
い
だ
。
17
年
４
月
、
校
長
の
発
案
に
よ

り
、
校
長
、
教
頭
、
教
務
主
任
、
学
年
主

任
、
進
路
指
導
主
事
な
ど
に
よ
る
検
討
委

員
会
「
総
学
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
設
置
し
、
半

年
以
上
を
か
け
て
内
容
を
検
討
し
た
。
進

路
指
導
部
（
総
合
担
当
）
の
平
野
深み

雪ゆ
き

先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
総
合
学
習
は
、
そ
れ
ま
で
学
年
主
導

で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
根
本
か
ら
見
直

し
、
学
校
全
体
で
展
開
す
る
３
年
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
教
育

活
動
全
体
に
お
け
る
総
合
学
習
の
位
置
づ

け
を
捉
え
直
し
、
教
科
学
習
や
課
外
活
動

と
関
連
さ
せ
て
資
質
・
能
力
を
伸
ば
し
て

い
く
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
（
図
１
）」

　
総
合
学
習
の
進
め
方
を
具
体
的
に
見
て

い
こ
う
（
図
２
）。

　
１
年
次
は
「
探
究
の
作
法
を
知
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
、
各
種
活
動
を
通
し
て

探
究
学
習
に
必
要
な
思
考
力
や
協
働
学
習

の
技
法
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
例
え

ば
、
①
思
考
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
小
論

文
の
作
成
を
通
し
て
論
理
的
思
考
の
型
を

新
潟
県
立
新に

い

津つ

高
校

自
分
の
思
考
状
態
を
客
観
的
に
捉
え
、

何
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
気
づ
か
せ
る

新
潟
県
立
新
津
高
校
で
は
、
大
学
入
試
改
革
や
次
期
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
、
２
０
１
７
年
度
３
学
期
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
探
究
学
習
を
始
め
た
。

課
題
設
定
の
手
法
で
あ
る
「
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
に
課
題
を
設
定
さ
せ
る
な
ど
、
生
徒
の
主
体
性
を
大
切
に
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
教
師
が
、
生
徒
に
思
考
状
態
を
客
観
的
に
捉
え
さ
せ
る
働
き
か
け
を
し
て
、
思
考
力
を
高
め
て
い
る
。

実践事例 1
３
年
間
で
資
質
・
能
力
を
育
む

探
究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

教科学習、「総合的な学習の時間」、その他の活動の位置づけ図１

＊学校資料を基に編集部で作成

進路指導

論理的思考力・判断力・表現力／
学びに向かう力／自己肯定感

教
　
　
　
　
　
科

総
合
的
な
学
習
の
時
間

部
活
動
・
生
徒
会
活
動
・
ク
ラ
ス
活
動
等

3 年

2年

1年

主体的学習

探究的学習

基礎的学習

知識・
技能

主体性
多様性
協働性

知力 人間力応用力・汎用力
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学
び
、
②
社
会
人
講
話
・
出
前
講
座
で
は
、

企
業
や
地
域
か
ら
招
い
た
外
部
講
師
に
よ

る
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
社
会
の
課
題
を

捉
え
る
力
を
養
う
。
さ
ら
に
、
③
課
題
解

決
学
習
で
、
課
題
を
見
つ
け
た
り
解
決
し

た
り
す
る
学
習
を
グ
ル
ー
プ
で
行
う
。

　

２
年
次
に
は
、「
課
題
研
究
」
を
行
う
。

課
題
研
究
は
、日
本
、国
際
、地
域
、生
活
、

環
境
、
医
療
・
健
康
、
数
学
、
理
科
の
８

分
野
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
〜
３
人

の
教
師
が
担
当
す
る
。
生
徒
は
、
各
分
野

の
担
当
教
師
か
ら
説
明
を
受
け
た
上
で
希

望
分
野
を
選
び
、
自
身
が
探
究
し
た
い
こ

と
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
提
出
。
そ
の

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
に
応
じ
て
、
研
究
分
野

が
割
り
振
ら
れ
る
。
次
に
、「
大
学
講
義

体
験
」
で
、
分
野
ご
と
に
大
学
教
員
に
よ

る
出
前
授
業
を
受
講
す
る
。
講
師
に
は
、

大
学
に
お
け
る
研
究
・
探
究
の
位
置
づ
け

や
進
め
方
を
生
徒
に
説
明
し
て
か
ら
、
専

門
分
野
の
講
義
に
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

依
頼
し
て
い
る
。
大
学
で
の
探
究
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
、
生
徒
の
課
題
研
究
へ
の
意

識
を
高
め
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

　

そ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
１
年
間
を
通

し
て
探
究
す
る
課

題
を
設
定
す
る
。

担
当
教
師
は
、
自

分
の
専
門
分
野
を

踏
ま
え
た
１
〜
２

つ
の
テ
ー
マ
を
設

定（
Ｐ
．16
図
３
）。

進
路
指
導
主
事
の

齊
藤
恭や

す
ひ
ろ広
先
生

は
、
教
師
側
が
枠

組
み
を
決
め
る
理

由
を
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

　
「
学
校
と
し
て

の
継
続
性
を
考

え
、
教
師
に
あ
ま

り
負
担
が
か
か
り

過
ぎ
な
い
よ
う
、

課
題
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
教
師
自
身
の
専

門
の
範
囲
内
で
設
定
し
ま
し
た
」

　

同
じ
テ
ー
マ
の
下
に
集
ま
っ
た
生
徒
た

ち
は
、そ
の
中
で
深
く
掘
り
下
げ
た
い
こ

と
、
解
決
し
た
い
こ
と
、
証
明
し
た
い
こ

と
な
ど
を
話
し
合
い
、共
通
の
関
心
事
や

キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
え
、「
リ
サ
ー
チ
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
」に
落
と
し
込
む
。さ
ら
に
、そ

れ
ら
を
基
に
、
５
Ｗ
１
Ｈ
の
視
点
で
疑

問
文
を
作
る
な
ど
し
て
考
え
を
広
げ
、グ

ル
ー
プ
で
研
究
テ
ー
マ
を
探
っ
て
い
く
。

　
「
最
初
、
生
徒
の
考
え
は
漠
然
と
し
て

い
ま
し
た
が
、『
い
つ
だ
ろ
う
』『
何
だ
ろ

う
』『
な
ぜ
だ
ろ
う
』
と
い
っ
た
疑
問
に

置
き
換
え
る
中
で
、『
自
分
が
考
え
た
い

の
は
、
こ
れ
か
も
し
れ
な
い
』
と
気
づ
く

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
」（
平
野
先
生
）

　

ど
の
よ
う
な
進
め
方
で
リ
サ
ー
チ
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
を
立
て
さ
せ
る
か
は
、
担
当
教

師
に
よ
っ
て
異
な
る
。
日
本
分
野
担
当
の

小
松
彰
先
生
は
、
大
学
の
卒
業
論
文
の
よ

う
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
新
た
な
事
実
を

新
潟
県
立
新
津
高
校

◎
校
訓
に
「
學
ぶ
は
髙
き
人
の
道
」
を
掲
げ
、「
し

な
や
か
な
心
」「
あ
た
た
か
い
心
」
を
持
つ
こ
と
を

大
切
に
す
る
。
生
徒
の
自
己
実
現
の
支
援
と
し
て

部
活
動
の
指
導
を
含
め
て
人
間
形
成
に
力
を
入
れ

る
ほ
か
、
進
学
者
数
の
目
標
は
「
新
潟
大
学
50
人

以
上
、
国
公
立
大
学
１
０
０
人
以
上
、
難
関
大
10

人
以
上
」
を
掲
げ
る
。

◎
設
立　

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
７
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、

新
潟
大
、
大
阪
大
、
首
都
大
学
東
京
な
ど
に
88
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央
大
、
津
田
塾
大
、
東

京
理
科
大
、
明
治
大
、
立
命
館
大
、
同
志
社
大
な

ど
に
延
べ
４
２
０
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.niitsu-h.nein.ed.jp/

新
潟
県
立
新
津
高
校

小
松
彰
　

こ
ま
つ
・
あ
き
ら

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
２
学
年
副
任
。
進
路
指

導
部
。

新
潟
県
立
新
津
高
校

西
條
和
久
　
に
し
じ
ょ
う
・
か
ず
ひ
さ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
２
学
年
副
任
。
進
路
指

導
部
。

新
潟
県
立
新
津
高
校

齊
藤
恭
広
　
さ
い
と
う
・
や
す
ひ
ろ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

新
潟
県
立
新
津
高
校

平
野
深
雪
　

ひ
ら
の
・
み
ゆ
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
１
学
年
特
進
ク
ラ
ス
副

担
任
。
進
路
指
導
部（
総
合
担
当
）。

５
Ｗ
１
Ｈ
の
疑
問
文
を
つ
く
り
、

疑
問
を
明
確
に
し
て
い
く

＊学校資料を基に編集部で作成

「総合的な学習の時間」の３年間の流れ（案）図２

学年 目標・内容 具体的方策

１
学
年

社
会
を
つ
な
ぐ

①思考トレーニング
②社会人講話、出前講座
③課題解決学習〜社会的
視点から課題発見・課題
解決へ〜
④表現トレーニング

探
究
の
作
法
を
知
る

①論理的思考の型を練習する
②課題発見の方法を学ぶ
③協働でのアイデアの出し方、絞り方
を実践する。情報収集の方法を知る。
情報整理・分析の方法を知る
④論文の書き方を学ぶ

２
学
年

学
問
を
拓
く

課題研究〜学問的視点か
ら〜
①大学講義体験
②課題設定
③研究活動
④発表
⑤論文

探
究
の
道
を
知
る

①「研究・探究」とは何かを知る
②課題発見の方法を実践する
③研究の手法、論理的思考の方法を
学ぶ。希望分野・専攻を選択し、グルー
プで課題研究を実践する
④発表する（プレゼンテーション、ポ
スターセッション）
⑤個人論文を作成する

３
学
年

進
路
を
創
る

自己実現のための進路選
択へ

探
究
を
応
用
す
る

進路探究レポート作成
志望理由書作成
論理的思考・表現実践等
※内容も含め今後検討

特集 問いを起点に考える探究学習
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が
、
自
分
の
力
だ

け
で
は
前
に
進
め

な
い
生
徒
も
い
る
。

そ
こ
で
、
生
徒
に

メ
タ
認
知
を
促
し
、

自
分
の
力
で
考
え

る
よ
う
支
援
す
る
。

　「
課
題
設
定
が
な

か
な
か
で
き
な
い

生
徒
に
考
え
る
視

点
を
与
え
る
と
、

『
そ
う
考
え
れ
ば
よ

い
の
か
』
と
気
づ

い
て
思
考
が
動
き

出
す
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
生
徒

は
考
え
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

く
、『
考
え
方
』
が
分
か
ら
ず
に
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
自
分
の
状

況
を
客
観
的
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
思
考

す
れ
ば
よ
い
の
か
に
気
づ
か
せ
る
働
き
か

け
を
心
が
け
て
い
ま
す
」（
平
野
先
生
）

　
ま
た
、
生
徒
に
は
考
え
る
上
で
必
要
な

知
識
が
ま
だ
十
分
に
な
い
た
め
、
教
師
が

あ
る
程
度
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
も
必
要

だ
と
捉
え
て
い
る
。

　「
自
分
の
意
思
で
課
題
を
設
定
す
れ
ば
、

探
究
の
意
欲
が
高
ま
り
ま
す
か
ら
、
生
徒

が
自
由
に
発
想
で
き
る
よ
う
、
教
師
が
話

し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

た
だ
、
生
徒
の
発
想
が
実
を
結
び
そ
う
か

ど
う
か
を
見
極
め
、
時
に
は
『
そ
れ
を
調

べ
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

こ
う
考
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
』
な
ど
と
探

究
の
方
向
づ
け
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
」（
小
松
先
生
）

　
課
題
研
究
の
結
果
は
、
年
度
末
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
り
発
表
す
る
。
そ
の
際
、
生
徒
た

ち
に
必
ず
し
も
「
答
え
」
を
発
表
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
な
い
と
言
う
。

　「
研
究
は
本
来
、
答
え
を
見
つ
け
る
も

客
観
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
問

い
を
設
定
さ
せ
た
。
　

　「
生
徒
同
士
が
自
由
に
グ
ル
ー
プ
を
組

み
、テ
ー
マ
に
関
し
て
話
し
合
わ
せ
る
と
、

生
徒
か
ら『
こ
ん
な
問
い
は
ど
う
だ
ろ
う
』

と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
数
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
調
べ
る
内
容

が
明
確
か
』『
実
際
に
調
べ
ら
れ
そ
う
か
』

と
私
が
質
問
し
、
生
徒
に
再
び
話
し
合
わ

せ
て
問
い
を
深
め
て
い
く
と
い
う
方
法
で

進
め
ま
し
た
」（
小
松
先
生
）

　
調
べ
学
習
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

検
索
が
主
要
な
方
法
と
な
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
答
え
が
分
か
ら
な
い
問
い
に
な
る

よ
う
導
く
こ
と
も
意
識
し
た
と
い
う
。

　「
例
え
ば
、
地
元
の
方
言
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
限
ら
れ
た
小
さ
な
エ
リ
ア
で
の

事
象
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
な
か
な

か
調
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
問
い
に

対
し
、
い
か
に
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
を
集

め
て
探
究
す
る
か
を
経
験
さ
せ
た
い
と
考

え
ま
し
た
」（
小
松
先
生
）

　
一
方
、
数
学
分
野
で
「
折
り
紙
を
折
っ

て
多
面
体
を
作
る
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し

た
西に

し

條じ
ょ
う

和
久
先
生
は
、
最
初
に
土
台
と
な

る
知
識
を
与
え
て
か
ら
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
を
設
定
さ
せ
た
。

　「
こ
の
テ
ー
マ
で
は
、
数
学
の
一
定
の

知
識
が
な
い
と
何
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

課
題
を
設
定
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
ら
な

い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
最
初
に
基

本
的
な
正
多
面
体
の
折
り
方
を
習
得
さ
せ

て
か
ら
、『
も
っ
と
簡
単
な
折
り
方
は
な

い
か
』『
半
正
多
面
体
の
場
合
は
ど
の
よ

う
に
折
る
の
か
』
と
い
っ
た
問
い
の
立
て

方
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
、
リ
サ
ー

チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
考
え
さ
せ
ま
し
た
」

　
期
限
内
に
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を

設
定
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
が
、

無
理
に
設
定
さ
せ
な
か
っ
た
。

　「
課
題
発
見
の
難
し
さ
を
体
験
さ
せ
る

こ
と
も
、
課
題
研
究
の
大
き
な
ね
ら
い
で

す
か
ら
、
設
定
で
き
な
い
こ
と
も
経
験
の

１
つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
、
時

間
を
か
け
て
も
よ
い
の
で
、
と
こ
と
ん
自

分
た
ち
な
り
の
問
い
を
見
つ
け
る
努
力
を

す
る
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
」（
平
野
先
生
）

　
課
題
研
究
で
、
教
師
は
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
生
徒
を
指
導
し
て
い
る
の
か
。
生

徒
の
主
体
性
を
大
切
に
す
る
の
が
原
則
だ

系 分野 テーマ

人
文
社
会

日本
日本語に興味を持って辞書を使って調べてみよう
言葉の変化を探る（地域・時代）
外国人が見た日本　日本人が見た外国

国際
英語の文型について考えよう
外国の文化や社会、日本とのかかわりについて

地域
身近な地域の歴史や自然環境について考えよう
少子・超高齢社会を考える〜安楽死・年金・医療・働き方〜

生
活
環
境
医
療

生活

鉄道の街・新津駅の発車メロディーを考える
子どもにとってよい絵本とは何か
すぐにやる気を出すにはどうしたらよいか
日本人は働き過ぎか？

環境 プラスチックの研究
医療・
健康

ニュースポーツを考えよう
医療技術の進歩と生命の尊厳について

自
然
科
学

数学
テニス・スマートセンサーを活用したデータ分析
折り紙を折って多面体を作る

理科 近未来技術として実現可能なものを考える　

＊学校資料を基に編集部で作成

自
分
を
客
観
的
に
捉
え
て

ど
う
考
え
る
べ
き
か
に
気
づ
か
せ
る

課
題
発
見
の
難
し
さ
を

体
験
さ
せ
る
こ
と
も
大
き
な
成
長

「課題研究」のテーマ図３
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の
で
は
な
く
、
新
た
な
問
い
を
見
つ
け
る

こ
と
が
目
的
だ
と
、
大
学
講
義
体
験
で
話

さ
れ
た
先
生
が
い
ま
し
た
。『
こ
の
リ
サ
ー

チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
調
べ
た
ら
、
新
た
な

問
い
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
２
つ
め
の
問

い
を
調
べ
始
め
た
が
、
こ
の
段
階
で
期
限

が
来
て
し
ま
っ
た
』
と
、
自
分
た
ち
の
思

考
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
発
表
で
あ
れ

ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
平
野
先
生
）

　
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
設
定
に
苦

労
し
た
り
、
当
初
の
計
画
か
ら
ず
れ
て
し

ま
っ
た
り
と
、「
失
敗
」
と
言
え
る
よ
う

な
結
果
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
意
義
の
あ

る
課
題
研
究
と
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。

　
進
路
指
導
の
面
で
は
、
各
活
動
の
振
り

返
り
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
１
冊
の
フ
ァ
イ

ル
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄
積
し
、

◎「日本」分野

得た知識を基に仮説を立て、
考えを広げる重要性を実感

２年　佐藤日
ひ な の

向野さん（左）　吉田奈未さん（右）

佐藤さん　日本文学や日本史に興味があり、この分野を選びま
した。自分で調べて整理し、どうすれば伝わりやすいかを考え
るのが好きなので、課題研究はとても楽しみでした。グループ
で話し合ううちに、ゲームを行う際のチーム分けでかけ声に地
域差があることが話題になり、探究してみようと考えました。
大変だったのは、何をどのように調べれば分かるのか、研究の
道筋を考えることです。「これを調べると、こんな結論が出るの
では」といった仮説を何度も立てたことで、得た知識を基に考
えを広げる力がついたと思います。
吉田さん　最初のリサーチクエスチョンを「チーム分けについ
て～新津高校を中心に」としたところ、先生から疑問文にする
ようアドバイスをいただきました。どのような疑問文が適切か
悩みながら試すうちに、「チーム分けのかけ声の違いには何がか
かわっているか～地域ごとの違いに着目して」とすると、自分
たちが研究したいことがはっきり見えました。１つの考えで満
足せず、いろいろな仮説を立てると考え方が広がることを体験
しました。ニュースを見る時など、日常生活の中でも仮説を立
てるよう心がけて、深く考える習慣を身につけたいと思います。

◎「数学」分野

多面体について探究し、
数学的思考への関心が高まった

２年　黑谷友
ゆうすけ

宥さん（左）　落合隆
りゅう

斗
と

さん（右）　

黑谷さん　課題研究はグループで行うので、1人で考えるより
も楽しく、助け合いながら進められて効率的でした。多面体を
作る上で大切なのは、「こうしたら、こうなる」と、論理的に根
気強く考えることだと学びました。例えば、12面体は5角形を
組み合わせて作りますが、5面体の段階でつまずいて諦めたら、
12面体は作れません。地道にステップを踏み、成果につなげて
いくことを体験できました。今後、そうした考え方を他教科の
学習などにも生かしていきたいと思います。
落合さん　多面体の折り方を学んでから、「どうしたら半正多面
体を折ることができるか」をリサーチクエスチョンとしてグルー
プで研究を進めています。様々な多面体は全く異なる形に見え
ますが、最初にパーツとなる形を考え、それを組み合わせてい
くという、基本的な作り方は共通しています。思いつきで折り
進めるのではなく、最初に仮説を立て、結果を予測してから取
り組むことが大切になります。私は文系で数学があまり得意で
はありませんでしたが、もっと数学的な思考力を高めていきた
いという気持ちになりました。

私の探究学習

指
導
に
生
か
し
て
い
る
。

　「
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う
資
料
と
し

て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
管
理
し
、
３
年

間
で
自
分
に
ど
の
よ
う
な
成
長
や
変
化
が

あ
っ
た
の
か
を
、
自
分
自
身
で
語
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
効
率
的

に
蓄
積
す
る
た
め
に
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
導
入
も
検
討
中
で
す
」（
齊
藤
先
生
）

　
ま
た
、
探
究
学
習
と
進
路
学
習
を
つ
な

げ
る
た
め
に
、ベ
ネ
ッ
セ
の「
進
路
サ
ポ
ー

ト
」（
＊
１
）
も
活
用
し
て
い
る
。

　「
課
題
研
究
で
は
、『
こ
う
い
う
手
段
を

講
じ
、
こ
ん
な
努
力
を
し
た
』
と
い
っ
た

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
汎
用

的
な
力
の
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
徒

の
そ
う
し
た
姿
を
き
ち
ん
と
評
価
し
、
伸

ば
す
こ
と
で
、
進
路
学
習
に
向
か
う
姿
勢

も
主
体
的
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
発

表
の
場
な
ど
を
通
し
て
、
生
徒
の
成
長
を

後
輩
に
伝
え
る
こ
と
も
大
事
に
し
、
学
校

全
体
で
取
り
組
み
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」（
齊
藤
先
生
）

＊１　ベネッセの教材の１つで、生徒一人ひとりの視野を広げ、将来の進路について考えるきっかけを与える教材。

生
徒
の
探
究
心
を

進
路
指
導
に
つ
な
げ
る

特集 問いを起点に考える探究学習
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茨
城
県
南
部
の
取
手
市
に
位
置
す
る
聖

徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高

校
は
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
、
文
部
科
学

省
の
「
教
育
課
程
特
例
校
」
の
指
定
を
受

け
、
女
子
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
女
性
キ
ャ

リ
ア
」
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
女

性
と
し
て
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
中
学
１
年
次
〜
高
校

３
年
次
の
週
２
時
間
、
自
己
や
社
会
へ
の

理
解
を
深
め
る
探
究
学
習
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
高

校
３
年
次
に
は
、
そ
れ
ら
の
集
大
成
と
し

て
、
生
徒
個
々
に
自
分
で
課
題
を
設
定
し

て
調
査
・
考
察
を
行
い
、
Ａ
４
判
２
枚
程

度
の
「
卒
業
レ
ポ
ー
ト
」
に
ま
と
め
る
。

湯
澤
義
文
副
校
長
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入

後
の
生
徒
や
教
師
の
変
化
を
こ
う
語
る
。

　「『
女
性
キ
ャ
リ
ア
』
で
の
多
様
な
体
験

を
通
し
て
、
自
分
の
関
心
を
深
く
追
究
し

た
こ
と
が
お
そ
ら
く
影
響
し
た
の
だ
と
思

い
ま
す
が
、
理
系
学
部
を
選
ぶ
生
徒
や
、

全
国
の
国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
が

増
え
、
進
学
先
は
一
気
に
多
様
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
の
関
心
を
授
業
外
で
も
探
究

す
る
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、元
々
、

放
課
後
な
ど
に
個
別
指
導
を
熱
心
に
行
う

文
化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
一
層
熱

を
帯
び
て
い
き
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
生
徒
の
変
容
に
応
じ
て
、
授

業
で
も
探
究
的
な
学
び
を
取
り
入
れ
よ
う

と
い
う
動
き
が
現
れ
、
同
様
の
考
え
を
持

つ
教
師
た
ち
が
互
い
の
実
践
を
共
有
す
る

輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

学
校
運
営
と
し
て
、
大
学
入
試
改
革
や
次

期
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
が
検
討
事
項

に
挙
が
っ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、18
年
度
、「
探
究
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」「
協
働
」を「
新
　

取
手
聖

徳
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
」
と
し
て
掲
げ
、
あ
ら
ゆ

る
教
育
活
動
に
お
い
て「
探
究
の
心
」
を

育
成
す
る
指
導
を
、全
校
体
制
で
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。「
自
ら
探
究
す

る
生
徒
を
育
む
」
と
い
っ
た
観
点
で
、
授

業
や
定
期
考
査
、「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」、
学

校
行
事
、課
外
活
動
な
ど
の
改
革
を
進
め

て
い
る
。そ
の
中
心
を
担
う
教
育
開
発
部

長
の
小
林
慎
太
郎
先
生
は
こ
う
強
調
す
る
。

　「『
女
性
キ
ャ
リ
ア
』
で
は
成
果
も
得
ら

れ
ま
し
た
が
、
動
機
づ
け
が
う
ま
く
で
き

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
自
分
が
設
定
し
た

課
題
で
も
深
め
ら
れ
ず
、
レ
ポ
ー
ト
提
出

が
目
的
化
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
今
の
指
導
で
生
徒
が
真
に
探
究
す
る

姿
勢
を
本
当
に
育
め
て
い
る
の
か
と
い
う

問
題
意
識
が
、
今
回
の
改
革
の
出
発
点
に

あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
問
い
で
あ
っ
て

も
、
自
分
の
内
面
か
ら
出
て
き
た
問
い
だ

か
ら
こ
そ
、
生
徒
は
自
ら
追
究
し
、
そ
こ

で
の
学
び
や
経
験
が
生
き
た
資
質
・
能
力

に
な
る
と
、全
教
師
で
共
有
し
て
い
ま
す
」

　
改
革
の
柱
の
１
つ
は
教
科
指
導
だ
。
す

茨
城
県
・
私
立
聖せ

い

徳と

く

大
学
附
属
取と

り

手で

聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
校

生
徒
が
自
ら
発
す
る「
問
い
」を
大
切
に
し
、

探
究
し
続
け
る
姿
勢
を
育
む

文
部
科
学
省
の
「
教
育
課
程
特
例
校
」
の
指
定
を
受
け
、
８
年
前
か
ら
女
子
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
き
た
聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
校
。

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
生
徒
に
「
探
究
の
心
」
を
育
も
う
と
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
改
革
を
進
め
て
い
る
。

「
問
い
」
と
「
協
働
性
」
の
重
要
性
を
全
教
師
で
共
有
し
、
生
徒
が
自
由
に
問
い
や
考
え
を
発
言
で
き
る
よ
う
、
指
導
を
工
夫
し
て
い
る
。

実践事例 2
「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」の
成
果
と

課
題
を
踏
ま
え
て
改
革
を
推
進

大
切
な
の
は
、

成
果
で
は
な
く
「
プ
ロ
セ
ス
」
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べ
て
の
教
科
の
授
業
で
探
究
的
な
学
び
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
重
視
す

る
の
は
、「
問
い
」
と
「
協
働
性
」
だ
。
　

　「
探
究
学
習
と
い
う
と
、
成
果
物
を
出

す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
が
ち
で
す
が
、

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
な
く
て
も
質
の

高
い
成
果
物
を
出
す
生
徒
は
い
ま
す
。
成

果
物
は
重
要
で
す
が
、
そ
れ
が
目
標
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
探
究
す
る
姿
勢
を
育

む
た
め
に
、
生
徒
が
自
ら
問
い
を
持
ち
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
必
要
と
な
る
他
者
と

の
協
働
性
を
育
む
こ
と
を
、
最
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
」（
小
林
先
生
）

　
授
業
例
を
見
て
い
く
。進
路
指
導
部
副

部
長
の
亀
川
か
す
み
先
生
は
、担
当
す
る

高
校
２
年
次
の
国
語
の
授
業
で
、『
山
月

記
』
の
本
文
を
読
ん
だ
後
、
グ
ル
ー
プ
で

疑
問
を
出
し
合
い
、そ
の
中
か
ら
１
つ
を

選
ん
で
話
し
合
い
を
行
っ
た
。疑
問
は「
言

葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
レ

ベ
ル
で
も
よ
い
と
、
生
徒
に
伝
え
た
。

　「
例
え
ば
、『
な
ぜ
「
虎
」
な
の
か
』『
袁

傪
は
虎
に
な
っ
た
李
徴
を
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
』
と
い
っ
た
疑
問
が
上
が
る
と
、

自
分
の
考
え
を
出
し
合
っ
て
、
物
語
を
深

く
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。
教
科
書
を
読

め
ば
分
か
る
こ
と
が
疑
問
に
挙
が
っ
て

も
、
教
科
書
を
再
度
読
み
、
答
え
が
書
い

て
あ
る
こ
と
に
生
徒
が
気
が
つ
け
ば
よ
い

写真１　協働学習を進めやすいよう、空き教室の机や椅
子の配置を変え、静電気で貼れるホワイトボードも用意。
対話がしやすい教室にした。

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル

で
も
自
分
で
問
い
を
持
っ
て
読
み
進
め
る

こ
と
が
、
深
い
思
考
、
読
み
解
き
に
つ
な

が
る
か
ら
で
す
」

　
生
徒
自
ら
が
考
え
を
深
め
て
い
く
た
め

に
は
、
自
由
に
発
言
で
き
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
、
高
校
１
年
次
か
ら
協
働
学
習

の
進
め
方
を
工
夫
す
る
（
写
真
１
）。
教

育
開
発
部
副
部
長
の
栗
原
太
郎
先
生
は
、

担
当
す
る
世
界
史
の
授
業
で
、
ま
ず
教
科

書
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
自
分
の
言
葉
で

分
か
り
や
す
く
説
明
し
合
う
ペ
ア
ワ
ー
ク

を
行
う
。
そ
し
て
、
発
言
に
慣
れ
て
き
た

ら
、４
人
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
移
行
す
る
。

　「
最
初
か
ら
４
人
に
す
る
と
沈
黙
す
る

生
徒
が
出
て
く
る
た
め
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
か

ら
始
め
、
安
心
し
て
発
言
で
き
る
場
な
の

だ
と
実
感
さ
せ
ま
す
。
そ
う
し
た
雰
囲
気

が
で
き
る
と
小
さ
な
疑
問
で
も
率
直
に
質

問
し
、
周
り
の
生
徒
も
真
剣
に
答
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
」

　
授
業
と
連
動
し
て
定
期
考
査
も
変
え
よ

う
と
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を

総
合
的
に
評
価
す
る
問
題
を
配
点
の
３
割

程
度
含
め
る
こ
と
を
全
教
科
の
目
標
に
し

た
。
授
業
が
探
究
的
で
も
、
テ
ス
ト
が
知

識
を
問
う
も
の
ば
か
り
で
あ
れ
ば
、
生
徒

は
知
識
を
た
だ
暗
記
す
れ
ば
よ
い
と
捉
え

て
し
ま
う
。
指
導
と
評
価
の
一
体
化
は
重

要
だ
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
例
え
ば
、
亀
川
先
生
は
、
前
述
の
『
山

月
記
』
を
扱
っ
た
考
査
で
、「
授
業
で
生

徒
か
ら
出
て
き
た
問
い
の
中
か
ら
１
つ
を

選
び
、
選
ん
だ
理
由
と
自
分
の
考
え
を
述

べ
よ
」
と
い
う
記
述
式
問
題
を
出
し
た
。

　「
自
分
に
と
っ
て
そ
の
問
い
が
ど
う

い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
か
を
考
え
、
問
い

に
価
値
づ
け
を
す
れ
ば
、
問
い
を
出
す
時

に
、単
に
疑
問
を
列
挙
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
に
価
値
の
あ
る
問
い
を
出
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」（
亀
川
先
生
）

　
そ
れ
ら
の
問
題
の
評
価
は
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
し
て
行
う
が
、
そ
の
際
、
探
究

学
習
の
評
価
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
ベ

ネ
ッ
セ「GPS-A

cadem
ic

」（
＊
１
）の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
が
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
。

茨
城
県
・
私
立
聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳

女
子
中
学
校
・
高
校

◎
教
育
理
念
は
、「
思
い
や
る
力
」「
か
な
え
る
力
」

「
助
け
合
う
力
」。「
和
」
の
精
神
の
下
、
マ
ナ
ー
や

所
作
を
学
ぶ
礼
法
、
日
本
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
る
書
道
の
授
業
の
ほ
か
、
全
校
生
徒
・
教

師
が
一
堂
に
会
し
て
昼
食
を
摂
る
会
食
が
あ
る
。

◎
設
立
　
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
音
楽
科
／
女
子

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
教
育
大
、
福
島
大
、
茨
城
大
、

東
京
藝
術
大
に
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
獨
協

医
科
大
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
津
田
塾
大
、

東
京
女
子
大
、
日
本
女
子
大
、
法
政
大
、
早
稲
田
大
、

関
西
大
な
ど
に
延
べ
１
０
６
人
が
合
格
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.seitoku.jp/toride/

同
校
の
取
り
組
み
の
様
子
が
分

か
る
動
画
や
資
料
等
を
、
Ｈ
Ｐ

で
随
時
公
開
予
定
。
下
記
の
２

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中

学
校
・
高
校

亀
川
か
す
み
か
め
が
わ
・
か
す
み

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
進
路
指
導
部
副
部
長
。

聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中

学
校
・
高
校

小
林
慎
太
郎
こ
ば
や
し
・
し
ん
た
ろ
う

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
教
育
開
発
部
長
。

聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中

学
校
・
高
校
副
校
長

湯
澤
義
文
　ゆ
ざ
わ
・
よ
し
ふ
み

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

32
年
目
（
姉
妹
校
勤
務
を
含
む
）。

聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中

学
校
・
高
校

栗
原
太
郎
く
り
は
ら
・
た
ろ
う

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
教
育
開
発
部
副
部
長
。

＊１　ベネッセの教材の１つ。問題発見・解決に必要な３つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）を記述式、記述・論述式、質問紙で多面的に測るテスト。
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各
講
座
を
複
数
の
教
師
で
担
当
し
、
講
座

の
内
容
を
参
加
者
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

例
え
ば
、「
探
究
導
入
」
の
１
回
目
に
は

高
校
１
〜
３
年
生
の
約
20
人
が
参
加
。
ア

イ
ス
ブ
レ
ー
ク
の
段
階
で
異
学
年
同
士
で

も
協
働
学
習
が
で
き
る
と
感
じ
、
予
定
し

て
い
た
場
づ
く
り
の
活
動
を
せ
ず
、「
浦

島
太
郎
」
の
ア
ナ
ザ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ

く
る
活
動
を
行
っ
た
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
導
入
と
し
て
、
生
徒
の

自
由
な
発
想
を
引
き
出
す
の
が
ね
ら
い
だ
。

　「
毎
回
、
担
当
教
師
で
振
り
返
り
を
行

い
、次
回
の
活
動
計
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
計
画
も
、
生
徒
が
意
欲
的
に
活
動
で

き
る
よ
う
、
講
座
中
に
も
担
当
者
で
話
し

て
柔
軟
に
変
え
て
い
ま
す
。
協
働
し
な
が

ら
講
座
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
は
純
粋
に

楽
し
い
で
す
し
、
指
導
力
を
高
め
る
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
」（
亀
川
先
生
）

　
教
員
研
修
も
「
問
い
」
と
「
協
働
性
」

を
重
視
し
た
内
容
に
転
換
し
た
。例
え
ば
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
テ
ー
マ
に

し
た
研
修
で
は
、事
前
に
悩
み
を
調
査
し
、

同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
教
師
同
士
を
１

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
し
て
、
悩
み
や
実
践
内

容
を
出
し
合
っ
て
解
決
策
を
議
論
し
、
そ

れ
ら
を
ま
と
め
て
全
体
で
共
有
し
た
。

　
ま
た
、
職
員
室
に
教
師
用
の
学
び
合
い

の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
（
写
真
２
）。

　「
学
び
続
け
る
生
徒
を
育
て
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
教
師
自
身
も
学
び
続
け
る
存

在
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
員
室
で

　「
問
い
」
と
「
協
働
性
」
は
、
あ
ら
ゆ

る
教
育
活
動
で
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
中
高
の
入
学
時
に
行
う
「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
（
＊

２
）」
で
は
、
中
高
で
の
学
習
方
法
の
指

導
に
加
え
、
構
成
的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
（
＊
３
）
な
ど
を
行
い
、
自
分
の

考
え
を
は
っ
き
り
言
う
こ
と
が
全
員
の
成

長
に
つ
な
が
る
と
い
う
協
働
学
習
の
意
識

を
持
た
せ
る
。
そ
の
後
、
授
業
や
面
談
な

ど
で
も
教
師
が
何
を
発
言
し
て
も
よ
い
と

繰
り
返
し
伝
え
、生
徒
の
発
言
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
る
こ
と
で
、
生
徒
は
次
第
に

自
由
に
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
、
互
い
の

発
言
を
認
め
合
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」
で
も
、
各
学
年
で

学
級
の
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
を
行
い
、
協

働
性
を
高
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
高
校
３

年
次
で
行
う
「
テ
ー
マ
別
ゼ
ミ
」
の
前
段

と
し
て
、
高
校
２
年
次
３
学
期
に
約
10
時

間
、
各
自
が
関
心
の
あ
る
分
野
へ
の
考
え

を
深
め
る
場
を
設
け
た
。
そ
こ
で
は
、
心

理
、教
育
、理
工
な
ど
、関
心
が
あ
る
分
野

が
同
じ
生
徒
同
士
で
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

例
え
ば
、
そ
の
分
野
に
関
す
る
疑
問
を
、

疑
問
に
思
う
理
由
や
疑
問
と
社
会
と
の
関

係
な
ど
と
と
も
に
出
し
、そ
れ
に
対
し
て

メ
ン
バ
ー
が
質
問
や
意
見
を
出
し

合
う
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
た
。

　「
そ
れ
ま
で
協
働
学
習
を
繰
り

返
し
て
き
た
生
徒
た
ち
で
す
か

ら
、
疑
問
や
意
見
を
出
し
合
い
、

出
さ
れ
た
側
も
し
っ
か
り
受
け
止

め
、『
テ
ー
マ
別
ゼ
ミ
』
で
の
探

究
課
題
を
何
度
も
練
り
直
し
て
い

ま
し
た
。例
え
ば
、
演
劇
教
育
か

ら
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
に
テ
ー
マ
を

変
え
た
生
徒
は
、
志
望
学
部
も
変

更
し
て
い
ま
し
た
。
探
究
学
習
で

重
視
す
る
の
は
、
生
徒
自
ら
が
意
欲
的
に

取
り
組
む
こ
と
で
す
。『
な
ぜ
そ
れ
を
選

ん
だ
の
か
』『
関
連
す
る
こ
と
に
は
何
が

あ
る
か
』
な
ど
、
省
察
に
つ
な
が
る
よ
う

な
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
」（
栗
原
先
生
）

　
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
期
限
は
高
校
３
年
次

２
学
期
半
ば
だ
が
、途
中
で
中
間
発
表
を

行
い
、
生
徒
同
士
で
相
互
評
価
を
行
う
。

そ
の
意
見
を
受
け
て
調
べ
直
し
た
り
、再

考
し
た
り
す
る
た
め
、レ
ポ
ー
ト
提
出
は

例
年
12
月
に
な
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
。

　
18
年
度
か
ら
開
講
し
た
「
探
究
補
講
」

は
、自
由
参
加
の
放
課
後
講
座
（
図
）
だ
。

写真２　数年前に職員室内に設けた生徒の学び合
いのスペースは、連日、大勢の生徒が訪れて盛況だ。
それを受けて、教師の学び合いのスペースも設け
た。

＊２　聖徳フレッシュメンズ・キャンプ。中学１年生と高校１年生が対象。　＊３　生徒同士が自己を開示し合う活動を通して、互いを認め合う意識を育むカウンセリング手法。

教
科
を
越
え
て
実
践
や
課
題
を

共
有
す
る
教
員
研
修
に
転
換

生
徒
た
ち
の
様
子
を
見
て
、

柔
軟
に
活
動
を
変
え
て
い
く

生
徒
同
士
の
や
り
取
り
で

探
究
学
習
の
課
題
を
練
り
上
げ
る

＊学校資料を基に編集部で作成

「探究補講」の講座図

中
１

中
２

中
３

高
１

高
２

高
３ 表現探究

探究入門Ⅰ

探究入門Ⅱ

探究導入

探
究
開
拓
理

探
究
開
拓
文
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教
師
同
士
で
話
し
込
む
こ
と
も
多
く
な
っ

た
の
で
、
腰
を
据
え
て
話
し
合
え
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
」（
栗
原
先
生
）

　
指
導
改
革
の
成
果
は
生
徒
の
姿
に
表
れ

て
い
る
。
授
業
後
も
話
し
合
い
を
続
け
る

生
徒
た
ち
の
姿
は
日
常
的
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
授
業
に
関
係
な
く
テ
ー
マ
を

決
め
、
論
文
や
書
籍
を
読
ん
だ
り
、
関
係

者
に
話
を
聞
き
に
行
っ
た
り
し
て
、
自
分

で
探
究
を
深
め
る
生
徒
も
い
る
。
学
び
の

目
的
を
つ
か
ん
だ
生
徒
は
、
学
力
が
加
速

度
的
に
向
上
す
る
と
、小
林
先
生
は
言
う
。

　「
私
た
ち
が
思
い
描
く
の
は
、
入
学
時

か
ら
正
比
例
で
学
力
が
上
が
る
の
で
は
な

く
、
自
分
で
ド
ラ
イ
ブ
を
か
け
て
グ
ン
と

伸
び
て
い
く
生
徒
で
す
。
問
い
や
協
働
性

を
重
視
す
る
と
授
業
進
度
が
遅
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
後
で
生
徒
た
ち
自
身

自分とは違う意見があるからこそ
理解を深められて面白い

３年　豊
とよしま

島すみれさん

　「女性キャリア」のテーマ別ゼミで、私がテーマに決めたのは
古文の中で最も好きな『とりかへばや物語』です。ストーリー
の軸であるトランスジェンダーについて、時代ごとの受け入れ
られ方の変化を研究したいと考えました。しかし、この物語の
研究はほかの古典文学に比べて進んでいないため、文献が少な
く、テーマが成り立たない可能性が出てきました。そうした時
には、周りの友人からのアドバイスがとても参考になりました。
　実は、中学校でも協働学習をしていましたが、周りと違う意
見を言うと反論されると思い、だんだん発言しなくなりました。
でも、この学校ではどんな意見も尊重されます。１年生の頃は皆、
どこまで言ってよいのか様子をうかがっていましたが、先生方
が「思ったことを率直に発言していいんだよ」と言われるので、
誰もが自分の思うことを発言するようになりました。私も自由
に発言しますし、友だちから指摘をされても、その度に別の視
点を得られるので、「意見が違うことが面白い」と思うようにな
りました。得た視点で再度読むと、新たな気づきがあり、物語
の魅力をさらに知ることができます。いろいろな解釈があり、
答えが１つではないことを考えるのは面白いと感じています。

在学中に課題に取り組みきれなくても
学校のために今、動きたい

３年　山口真央さん

　高校１年生の時、文化祭の出し物が実現の可能性を十分検討
しないまま賛成多数で決まりそうになり、多数決という方法に
疑問を持ち始めました。中学校時代から裁判を題材にしたドラ
マが好きだったこともあり、政治哲学者のハンナ・アーレント
を中心に民主主義や全体主義などの本や論文を読み、たどり着
いたのが「公共性」です。先生と裁判員制度について話してい
く中で、私の関心の共通点は多様性の受容や情報の透明性など
の「公共性」にあるのではないかと気づきました。最近では、
公共性の観点から、刑事裁判傍聴プログラムについて、法務省
の方に話を聞きに行きました。大学でも、公共性の実現に向け、
関連分野を探究する予定です。
　今の課題は、明和会（生徒会）会則の改正です。明和会副会
長を務めていますが、現在の選挙では、唯一の判断材料である
立会演説から約１時間で投票しなければならず、公共性に欠け
ると思いました。選挙の変更には、生徒総会で明和会会則改正
の賛成を得なければなりません。私と同じように考える後輩と、
来年の生徒総会で議案を出せるよう準備を進めています。私の
在学中には実現しなくても、後輩たちのために今、行動しなけ
ればと思いますし、公共性にもつながることだと考えています。

私の探究学習

が
ば
ん
回
し
て
い
き
ま
す
」

　
今
後
は
、
生
徒
が
成
長
を
実
感
し
、教

師
が
指
導
に
生
か
せ
る
よ
う
、
探
究
学
習

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
進
め
る
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
探
究
学
習
を
支
え
る
有
効

な
ツ
ー
ル
だ
と
考
え
、授
業
後
も
議
論
で

き
る
チ
ャ
ッ
ト
や
学
習
成
果
を
蓄
積
す
る

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
の
環
境
を
整
備

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
上
で
、
生
徒
の

様
々
な
取
り
組
み
も
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
林
先
生
）　

　
同
校
で
は
、
生
徒
の
９
割
が
推
薦
・
Ａ

Ｏ
入
試
を
受
験
す
る
。
探
究
学
習
を
教
育

活
動
の
軸
と
し
、
希
望
進
路
の
実
現
に
結

び
つ
け
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
る
。

　「
18
年
度
の
入
学
生
か
ら
、
選
択
科
目

を
増
や
し
、
各
自
の
関
心
に
応
じ
て
学
び

を
進
め
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
改
訂
し

ま
し
た
。
卒
業
後
も
自
分
で
目
標
や
課
題

を
決
め
て
学
び
を
進
め
て
い
く
、
そ
う
し

た
探
究
の
心
を
育
ん
で
い
き
ま
す
」（
湯

澤
副
校
長
）　

探
究
学
習
を
支
え
る
ツ
ー
ル

と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
有
効
活
用
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創
立
以
来
、
福
岡
の
地
で
理
想
の
女
子

教
育
を
追
い
求
め
て
き
た
筑
紫
女
学
園
中

学
・
高
校
は
、
こ
の
数
年
、
教
育
活
動
全

体
の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
。
松
尾
圭
子

校
長
は
、そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「『
自
律
・
和
平
・
感
恩
』
の
校
訓
に
示

さ
れ
る
本
校
の
教
育
の
不
易
は
、
こ
れ
か

ら
も
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
も
の
で
す
。
そ

の
一
方
で
、
国
の
教
育
改
革
を
受
け
て
進

め
る
べ
き
、
言
わ
ば
教
育
の
流
行
に
つ
い

て
は
、
本
校
の
教
育
活
動
の
中
に
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
ど
の
よ
う
な
資

質
・
能
力
を
生
徒
に
育
む
の
か
、
必
ず
し

も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
本
校
の
教
育
活
動
全
体
を
総
点
検
し

て
、
本
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

を
明
確
に
し
、
社
会
で
自
立
で
き
る
生
徒

を
育
て
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
同
校
は
、
２
０
１
６
年
度
に
育
成
を
目

指
す
生
徒
像
の
議
論
を
始
め
た
が
、
様
々

な
生
徒
像
が
挙
が
り
、
１
つ
に
定
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
イ
メ
ー
ジ

し
た
の
が
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生
だ
。

彼
女
た
ち
の
共
通
点
は
何
か
を
議
論
し
、

そ
の
結
果
、育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を「
自

己
及
び
他
者
を
理
解
す
る
こ
と
に
努
め
、

し
た
「
創
”Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
“プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
作
成
し
た
。
進
路
指
導
部
長
の
友
重
雄

一
郎
先
生
は
、そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
話
す
。

　「
こ
れ
ま
で
単
発
的
に
行
っ
て
い
た
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
活
動
や
指
導
の
ね
ら
い
を

根
本
か
ら
見
つ
め
直
し
、
理
想
の
生
徒
を

育
て
る
と
い
う
明
確
な
目
的
の
下
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
な
が
り
を
持
た
せ
て
１
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
集
約
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
」

　
例
え
ば
、高
校
１
年
次
４
月
に
行
う「
新

入
生
研
修
」（
２
泊
３
日
）
で
は
、
18
年

度
か
ら
、
高
校
生
活
や
学
習
に
関
し
て
説

明
す
る
従
来
の
内
容
に
加
え
、
高
校
３
年

間
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

ど
の
よ
う
に
身
に
つ
け
て
い
く
の
か
を
実

感
さ
せ
る
た
め
、
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、
Ａ
Ｐ
）
を
読
み

解
く
グ
ル
ー
プ
活
動
を
取
り
入
れ
た
。
そ

の
活
動
で
は
、
生
徒
は
大
学
名
が
伏
せ
ら

れ
た
状
態
で
複
数
の
大
学
の
Ａ
Ｐ
を
比
較

し
、
各
大
学
の
特
徴
や
共
通
点
な
ど
の
分

析
を
通
じ
て
、
広
く
求
め
ら
れ
る
人
材
像

や
自
分
が
伸
ば
す
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
話
し
合
っ
て
ま
と
め
、
発
表
。
さ
ら

に
、
18
年
度
、
全
教
科
で
導
入
し
た
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
同
活
動
で
も
用
い
て
、
各
自

で
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
自
己
評
価
を

行
っ
た
。
進
路
指
導
部
の
毛
利
祐
貴
先
生

は
こ
う
説
明
す
る
。

人
と
社
会
に
寄
り
添
う
こ
と
の
で
き
る
人

間
」
と
定
め
た
。
そ
の
上
で
、
社
会
の
変

化
や
次
期
学
習
指
導
要
領
の
内
容
、
同
校

が
抱
え
る
課
題
な
ど
を
加
味
し
、
生
徒
に

育
む
資
質
・
能
力
を
策
定
し
た
（
図
１
）。

　
教
育
の
軸
を
明
確
に
し
た
上
で
、
17
年

度
、
教
育
活
動
を
「
学
習
指
導
」「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」「
人
間
性
の
育
成
」
の
３
本

柱
で
整
理
し
、３
年
間
の
流
れ
と
と
も
に
、

各
取
り
組
み
や
指
導
の
関
連
性
を
明
確
に

図１

育成を目指す生徒像と資質・能力

本校教育の目指す筑女生像
自己及び他者を理解することに努め、人と社会に寄り添うこと
のできる人間

筑女生として身につけさせる資質・能力
身近なところに問題を見つけ、
自他を見つめ（他を思いやり、
自分が何ができるかを考える）、
知識を用いて皆と協力して問題
解決へと向かうことのできる力
＊学校資料を基に編集部で作成

資質・能力の詳細　知識・理解、
思考力・判断力・創造力、表現力・
発信力、協働力・傾聴力、計
画力・実行力、主体性・積極性、
振り返りを次につなげる力

社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生
か
ら

育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
定
め
る

新
入
生
研
修
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
を
体
験

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６～ 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

教育の不易と流行の視点で
教育活動全体を見直し、

指導・評価の改善を起点に改革
福岡県・私立筑

ち く

紫
し

女学園中学・高校

改革事例C A S E

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現を通じて実現

評価・検証

カリキュラム・マネジメント

カリキュラム
・指導計画

カリキュラム・マネジメント

授業・
指導改善

今回

授業・
指導実践

学校教育
目標
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導
か
れ
た
道
標

　「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
示
し
た
各
資
質
・

能
力
の
到
達
目
標
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

で
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
振
り
返
ら
せ
ま

し
た
。
各
教
科
の
授
業
で
も
、
そ
れ
と
同

じ
よ
う
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク（
図
２
）を
使
っ

て
評
価
し
、
学
習
・
活
動
履
歴
を
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
を
説
明

し
、
３
年
間
の
学
習
や
生
活
の
見
通
し
を

持
た
せ
ま
し
た
」

　
そ
の
よ
う
に
し
て
、
３
年
間
の
目
標
と

評
価
の
手
法
を
入
学
直
後
か
ら
意
識
さ
せ

る
こ
と
で
、
生
徒
は
身
に
つ
け
る
べ
き
資

質
・
能
力
を
意
識
し
な
が
ら
学
習
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
、
自
己
評
価
の
記
入
欄

に
は
「
〇
〇
は
で
き
た
が
、
△
△
が
ま
だ

苦
手
」
な
ど
、
自
分
自
身
を
客
観
視
で
き

て
い
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
評
価
は
、
指

導
と
評
価
の
一
体
化
を
進
め
る
た
め
、
全

教
科
で
単
元
ご
と
に
行
う
が
、
実
際
に
導

入
し
、
授
業
の
改
善
と
表
裏
一
体
の
関
係

に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
、
高
校
１
学

年
主
任
の
小
森
あ
ず
さ
先
生
は
語
る
。

　「
資
質
・
能
力
を
し
っ
か
り
伸
ば
そ
う
と

考
え
る
と
、各
単
元
の
授
業
の
構
成
を
見

直
す
必
要
が
出
て
き
ま

す
。
以
前
と
同
じ
教
材

を
使
う
場
合
で
も
、
活

動
内
容
や
発
問
が
生
徒

の
思
考
な
ど
を
促
す
も

の
に
変
わ
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
18
年
度
中
に

「Classi

」（
＊
１
）
の

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

導
入
す
る
予
定
で
あ

り
、
目
的
達
成
の
手
段

と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

推
進
し
て
い
く
。

　
今
後
は
課
外
活
動
の

見
直
し
も
進
め
る
と
、

教
務
部
長
の
藤
井
哲て

つ
ふ
み史

先
生
は
語
る
。

　「
学
校
行
事
や
部
活

動
な
ど
の
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
た
上
で
、
そ

れ
ら
の
活
動
の
あ
り
方

を
捉
え
直
し
、
教
育
活

動
全
体
で
効
果
的
に
資

質
・
能
力
を
伸
ば
す
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
現
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

福
岡
県
・
私
立
筑
紫
女
学
園
中
学
・
高
校

◎
浄
土
真
宗
の
教
え
に
基
づ
く
人
間
教
育
を
建
学
の
精
神

と
し
、
そ
れ
を
象
徴
的
に
表
し
た
「
自
律
・
和
平
・
感
恩
」

を
校
訓
と
し
て
掲
げ
る
。
一
貫
し
て
知
と
心
を
育
て
る
女

子
教
育
を
実
践
し
、
１
９
９
１
年
に
中
高
一
貫
教
育
を
開

始
し
た
。

◎
設
立
　
1
9
0
7
（
明
治
40
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
5
0
0
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
九
州
大
、
佐
賀

大
、
長
崎
大
な
ど
に
52
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
筑
紫
女
学

園
大
な
ど
に
延
べ
６
２
７
人
が
合
格
。

◎ U
RL

　https://w
w

w
.chikushi.ac.jp/hsc/j/

図２

単元ごとのルーブリック（例）　高校１年次「化学基礎」の「酸と塩基の反応」

＊学校資料をそのまま掲載

指
導
と
評
価
を
一
体
化
さ
せ
、
そ
れ
を
生
徒
と
教
師
が

共
有
す
る
こ
と
で
、
授
業
改
善
が
進
む

筑
紫
女
学
園
中
学
・
高
校

友
重
雄
一
郎

　

と
も
し
げ
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

23
年
目
。
進
路
指
導
部
長
。

筑
紫
女
学
園
中
学
・
高
校

毛
利
祐
貴
　も
う
り
・
ゆ
う
き

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

13
年
目
。
進
路
指
導
部
キ
ャ
リ
ア

課
長
。

筑
紫
女
学
園
中
学
・
高
校

藤
井
哲
史
　ふ
じ
い
・
て
つ
ふ
み

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

15
年
目
。
教
務
部
長
。

筑
紫
女
学
園
中
学
・
高
校

小
森
あ
ず
さ
　こ
も
り
・
あ
ず
さ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

27
年
目
。
高
校
１
学
年
主
任
。
生

徒
指
導
部
。

筑
紫
女
学
園
中
学
・
高
校
校
長

松
尾
圭
子
　ま
つ
お
・
け
い
こ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービ
ス。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
導
入
で

授
業
改
善
が
さ
ら
に
進
む
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　初
め
は
小
学
校
の
教
師
だ
っ
た
牧
野
剛
士
先
生
は
、

高
校
の
英
語
科
教
師
に
転
身
し
た
直
後
、
自
身
が
高
校

時
代
に
受
け
て
い
た
講
義
形
式
で
訳
読
中
心
の
授
業
を

行
っ
て
い
た
。「
そ
う
し
た
授
業
で
、
生
徒
が
実
践
的
な

英
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
手
探
り
の

福井県立敦賀高校
◎敦賀高等女学校、敦賀商業補修学校、県
立敦賀中学校等を母体に創立。文部科学省
「スーパーグローバルハイスクール」アソシエイ
ト校、OECD「地域創生イノベーションスクー
ル2030」の福井クラスターとして、環境・エ
ネルギー分野の探究学習に力を入れる。
◎設立　1948（昭和 23）年
◎形態　全日制／普通科・商業科・情報経理
科／共学
◎生徒数　１学年約 210人
◎ 2018 年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、東京大、福井大、大阪大、神戸
大、広島大、福井県立大などに88人が合格。
私立大は、慶應義塾大、同志社大、立命館大、
関西大、関西学院大などに延べ202 人が合格。
◎ URL

福井県立敦
つる

賀
が

高校
牧野剛士　まきの・たけし　

教職歴 15 年。同校に赴任して９年目。
進学指導部。英語科担当。
小学校教員としてキャリアをスタート。
５年前の大学院進学が転機となり、
アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善に取り組む。

http://www.tonkou.ed.jp/

15:05 導入 授業
ハイライト

生
徒
に
自
分
の
意
見
を
表
現
さ
せ
る

活
動
中
心
の
授
業
で
、

４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
ば
す

まず、牧野先生は、大きな蛇口の横にある粗末な蛇口を
使う黒人の写真をプロジェクターに映し、黒人が粗末な
蛇口の方を使う理由を生徒にペアで話し合わせた。先生
に指名された生徒が「大きな水道は白人しか使えないか
ら」など、英語で述べた。次に、人種差別を表す看板を映し、
20世紀前半のアメリカにおける差別の実態を伝えた。

●
２
年
生「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
」で
、人
種
差
別

を
テ
ー
マ
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る「The Fight for 

Rights

」の
全
７
時
間
の
う
ち
の
１
時
間
目
。
本
文
を
読
み
、

人
権
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
持
つ
。授
業
で
は
教
師
も
生
徒

も
す
べ
て
英
語
を
使
う
。（
P. 

27
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

英語

実践

大
学
院
進
学
を
機
に
、

自
身
の
指
導
を
見
直
し
た

牧
野
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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状
態
で
し
た
」
と
、
牧
野
先
生
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　
活
動
主
体
の
授
業
を
模
索
す
る
中
、
転
機
と
な
っ
た

の
は
５
年
前
、
大
学
院
生
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
１
年
間

休
職
し
、
母
校
の
福
井
大
学
で
恩
師
か
ら
英
語
の
指
導

法
を
学
び
直
し
た
。
さ
ら
に
、
先
進
校
の
授
業
を
見
学

し
、
外
部
の
英
語
指
導
の
研
究
会
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
、
知
見
を
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
大
学
院
生

２
年
目
は
、
教
壇
に
立
ち
な
が
ら
論
文
を
書
い
て
修
士

課
程
を
修
了
し
た
。

　
大
学
院
時
代
に
牧
野
先
生
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
授
業

で
生
徒
に
自
分
の
意
見
や
思
い
を
表
現
さ
せ
れ
ば
、
自

然
に
英
語
力
が
身
に
つ
き
、そ
し
て
、授
業
だ
か
ら
で
き

る
学
習
を
さ
せ
て
こ
そ
、
思
考
力
を
高
め
ら
れ
る
と
い

う
指
導
だ
っ
た
。
大
学
院
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
４

技
能
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
習
得
と
生
徒
の
意
見
や
思
い

を
大
切
に
す
る
、
現
在
の
授
業
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
た
。

　
生
徒
の
思
考
力
を
高
め
る
た
め
に
牧
野
先
生
が
最
も

重
視
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
に
自
分
の
意
見
を
持
た
せ

る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
毎
回
必
ず
、
授
業
の
最
初
と
最

後
に
、
生
徒
が
自
分
の
意
見
を
表
現
す
る
時
間
を
設
け

て
い
る
。
今
回
の
授
業
で
は
、
導
入
時
に
人
種
差
別
を

象
徴
す
る
写
真
を
見
せ
て
生
徒
同
士
で
話
し
合
わ
せ
、

授
業
の
後
半
で
は
自
分
が
本
文
に
登
場
し
た
黒
人
女
性

の
立
場
な
ら
ど
う
す
る
の
か
を
、
ま
ず
個
人
で
考
え
、

次
に
３
人
１
組
で
交
互
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
た
。
自
分

の
言
葉
で
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践
的
な
力
を
身
に

つ
け
、
併
せ
て
人
種
差
別
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
感

性
を
養
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

　「
日
本
語
に
お
い
て
も
、
人
は
自
分
の
意
見
や
思
い
を

言
葉
に
す
る
こ
と
で
言
語
能
力
を
獲
得
し
て
き
た
は
ず

で
す
。
英
語
で
も
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と

で
実
践
的
な
語
学
力
が
身
に
つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
牧
野
先
生
）

　
そ
う
し
た
活
動
の
鍵
は
、
生
徒
か
ら
多
様
な
意
見
が

出
て
く
る
問
い
を
投
げ
か
け
る
こ
と
だ
。
今
回
も
、
差

別
に
対
す
る
怒
り
、
悲
し
み
と
い
っ
た
感
情
の
ほ
か
に
、

人
種
差
別
は
当
時
の
常
識
（Com

m
on Sense

）
だ
か

ら
何
も
感
じ
な
い
（N

othing

）
と
い
っ
た
意
見
が
挙

が
っ
た
。そ
う
し
た
多
様
な
意
見
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
徒
が
自
身
の
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
、
授

業
の
ね
ら
い
だ
。

　
授
業
の
最
後
に
、
問
い
に
つ
い
て
の
自
身
の
意
見
を

英
文
で
改
め
て
書
か
せ
る
こ
と
も
、
思
考
を
深
め
る
た

め
の
工
夫
だ
。
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
踏
ま
え

て
、
最
終
的
に
は
自
分
で
考
え
る
こ
と
で
、
洗
練
さ
れ

た
英
文
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　
そ
の
際
に
使
う
の
は
、
Ａ
４
判
の
ノ
ー
ト
を
半
分
に

裁
断
し
た
「think &

 w
rite

ノ
ー
ト
」
だ
。
Ａ
４
判
で

は
英
文
を
た
く
さ
ん
書
い
て
も
余
白
が
生
ま
れ
、
物
足

り
な
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
ノ
ー
ト
を
小
さ

15: 17 15:10黙読、True or False 本文のリスニング

生徒全員が起立し、各自で本文を黙読し、読み終わった生徒
から着席した。次に、ワークシートにある True or False の３
問にペアで取り組んだ。解答者はジャンケンで決める。答え
る際には「最初の文章はＴ、なぜなら……」と、T or F の根
拠を本文の中から示すのがルールだ。そして、先生に指名され
た数人の生徒が３つの問いの答えを英語で発表した。

牧野先生は、今のアメリカは多様な人種が同じ社会に共存す
ると説明し、「きっかけをつくったのは誰か」と問いかけてから、
本文のリスニングを行った。本文の内容は、バスに座っていた
黒人女性が運転手から白人に席を譲る（stand）よう言われて
拒否し、刑務所に入れられたという話だ。生徒は CD から流
れる音声を２回聞いた後、本文の内容をペアで確認し合った。

授
業
の
最
初
と
最
後
に

必
ず
英
語
で
意
見
を
述
べ
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

家
で
で
き
る
こ
と
は
家
で
や
る
、

授
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
学
習
を
重
視
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く
し
、
そ
こ
に
ぎ
っ
し
り
書
か
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
が

達
成
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
徒
が
英
語
を
使
う
時
間
を
多
く
す
る
た
め
、

牧
野
先
生
は
授
業
で
使
う
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
事
前
に
配

布
し
、
本
文
の
通
読
や
新
出
単
語
の
確
認
、
ペ
ア
ワ
ー

ク
で
行
う
Ｔ
or
Ｆ
の
準
備
な
ど
、
生
徒
に
予
習
を
さ
せ

て
い
る
。
新
出
単
語
や
イ
デ
ィ
オ
ム
の
解
説
は
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
書
い
て
お
き
、
授
業
で
の
説
明
は
５
分
程
度

で
終
わ
ら
せ
、
時
間
が
な
け
れ
ば
割
愛
す
る
。

　「
１
人
で
も
で
き
る
学
習
は
自
分
自
身
で
行
い
、
授

業
で
は
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
１
人

で
は
で
き
な
い
学
習
に
時
間
を
充
て
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」

　
今
で
は
、
生
徒
は
自
然
に
英
語
を
話
し
た
り
書
い
た

り
し
て
い
る
が
、
入
学
当
初
は
積
極
的
に
英
語
を
使
う

姿
勢
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
牧
野
先
生
は
、

生
徒
が
文
法
の
間
違
い
や
発
音
の
良
し
あ
し
を
気
に
せ

ず
、
積
極
的
に
英
語
を
使
え
る
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

て
き
た
。

　
そ
の
工
夫
の
１
つ
が
、
発
話
語
数
へ
の
意
識
を
持
た

せ
る
こ
と
だ
。
３
人
１
組
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う

際
、
１
人
目
は
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
、

２
人
目
は
そ
れ
を
聞
く
リ
ス
ナ
ー
、
３
人
目
は
ス
ピ
ー

カ
ー
の
発
話
の
語
数
を
数
え
る
カ
ウ
ン
タ
ー
と
す
る
。

リ
ス
ナ
ー
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
発
言
を
聞
き
、
言
葉
に

詰
ま
っ
た
時
に
は
質
問
を
投
げ
か
け
て
、
話
が
続
く
よ

う
に
す
る
。
そ
し
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー

が
１
分
間
に
話
す
英
文
の
語
数
を
数
え
る
。

　「
語
数
を
数
え
る
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
を
も
っ

と
高
め
よ
う
、
内
容
の
濃
い
意
見
を
言
お
う
と
い
う
意

欲
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
１
年
次
か
ら
オ
ー
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
話
す
よ

う
促
し
て
き
た
こ
と
も
、
工
夫
の
１
つ
だ
。
生
徒
が
話

し
や
す
い
よ
う
、
難
し
い
単
語
や
文
法
を
使
わ
ず
、
自

分
の
知
っ
て
い
る
英
語
で
話
す
よ
う
に
と
言
い
続
け
て

き
た
。
そ
し
て
、
生
徒
の
発
言
が
た
ど
た
ど
し
く
、
単

語
の
羅
列
で
あ
っ
て
も
、
牧
野
先
生
は
細
か
な
文
法
の

間
違
い
を
指
摘
せ
ず
、
生
徒
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
く
み
取
り
、
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
そ
れ
ら
の
支
援

を
地
道
に
繰
り
返
す
こ
と
で
、
生
徒
は
抵
抗
な
く
英
語

を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
最
大
の
成
果
は
、
生
徒
が
積
極
的
に
英
語
を
使
っ
て

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
の
語
数
が
増
え
、
１
年
生
か
ら
牧
野

先
生
の
授
業
を
受
け
て
き
た
生
徒
の
多
く
が
、
４
技
能

す
べ
て
が
伸
び
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
牧
野
先
生

が
以
前
に
担
当
し
た
学
年
で
は
、
１
年
次
か
ら
２
年
次

に
か
け
て
の
１
年
間
で
、「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
グ
レ
ー
ド
５

15:42

授業の最後に、本時の活動について、①オピニオン、②発音・
声量、③コミュニケーション、④会話のそれぞれについて３段
階で自己評価を記入。そして、何を感じ、どう行動したかの
問いについて、全体発表の意見も参考にしながら、自分の意
見をノートに書いた。ノートは牧野先生に提出。後日、牧野
先生は添削して返却する。

15:30

自分が黒人女性の立場だったら、何を感じ、どう行動したか。
理由を含め、個人で１分間考えた後、３人１組になり、１人１分
間で意見を述べ合った。そして、牧野先生に指名された数人が
発表。感じたことは「sad」「angry」「nothing」が挙げられ、
行動については全員が「stand」と回答。その理由は「刑務所
に入るのは嫌だから」「当時の常識だから」と英語で説明した。

オピニオンをノートにまとめる オピニオンをグループでシェア

語
数
を
増
や
す
こ
と
を
意
識
さ
せ
、

発
話
へ
の
積
極
性
を
引
き
出
す

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

生
徒
主
導
で
学
び
を
深
め
る
活
動
を

取
り
入
れ
て
い
き
た
い

成
果
と
課
題
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以
上
が
33
人
増
加
し
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
主
体
の
活
動
を
一
層
増
や
す

こ
と
だ
。

　「
教
師
主
導
の
場
面
が
ま
だ
多
い
の
で
、
例
え
ば
、
４

人
１
組
と
な
り
、
生
徒
が
役
割
を
分
担
し
て
、
探
究
的

な
学
び
を
進
め
た
り
、
生
徒
主
導
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
思
考
を
深
め
た
り
す
る
活
動
を
取
り
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
態
」
と
牧
野
先
生
は
言
う
。

４
技
能
の
向
上
と
思
考
力
を
育
む
た
め
の
試
行
錯
誤
は

続
く
。

石
原
尚な
お
あ
き昌

さ
ん

　英
語
力
が
伸
び
た
の

は
、
毎
回
授
業
で
自
分
の
考
え
を
英
語

で
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
文
法
の
正
確
さ
が
気
に
な
っ
て
英
語

を
話
せ
な
い
時
が
あ
る
の
で
、
自
信
を
持
っ
て
思
い
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
文
法
力
も
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

松
葉
康こ
う
す
け佑
さ
ん

　無
理
に
難
し
い
表
現

を
使
わ
ず
、
自
分
が
伝
え
や
す
い
よ
う

に
話
し
た
り
書
い
た
り
す
れ
ば
よ
い
と

い
う
牧
野
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
英
語
を
使
う

こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
減
り
ま
し
た
。
中
学
時
代
と
比
べ
、

４
技
能
の
す
べ
て
が
伸
び
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

松
本
聖
矢
さ
ん

　ペ
ア
ワ
ー
ク
で
は
意

見
を
述
べ
合
う
こ
と
が
多
く
、
自
分
と

は
異
な
る
考
え
方
に
触
れ
ら
れ
る
の
が

面
白
い
で
す
。
発
表
の
時
に
は
、
英
語
が
た
ど
た
ど
し

く
て
も
、
牧
野
先
生
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、

失
敗
を
恐
れ
ず
に
英
語
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

単元の指導計画

【教科・科目】英語・コミュニケーション英語Ⅱ 　【単元・作品】Chapter 4 『The Fight for Rights』　【設定時数】全７時間の中の１時間目
【単元目標】 人種差別についての歴史を理解し、「人権」について自分の意見・考えを英語で表現できる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

Part1 アメ
リ カ で 人
種 差 別 が
なくなって
いったきっ
かけ 

①リスニング・リーディングを通し
て、Part1 の内容を理解できる。

【知識、技能】　②ローザの立場に
なって考え、自分の意見を表現で
きる。【技能、思考力、表現力、
協働性】　

①アメリカでは人種差別が行われ
ていた事実を知り、差別解決の
きっかけをつくった人物について
学習することを知る。②リスニン
グ・リーディングを通して、Part1
の内容を理解する。③自分がロー
ザの立場だったらどうしたのかを
話し合う。④自分の意見を「think 
& write ノート」に書く。

【主体的な学び】画像を用いた導入で、人種差別の
歴史について興味・関心を持たせる。コミュニケー
ション活動後の自己評価シートへの記入。【対話的
な学び】ペアワークを多く取り入れ、スピーキング・
リスニングの機会を増やす。コミュニケーション活
動では、自己評価シートの項目を意識させる。【深
い学び】登場人物の立場になって考えさせる。様々
な意見を発表させ、それを教師が板書し、多様な
考え方があることを学ぶ。

・ワード
カ ウ ン
ター
・ワーク
シート
・think 
& write
ノート

2

Part1と、
Part2 ロー
ザの事件と
黒 人 解 放
運動の始ま
り

① Part1 で出てきた表現を理解
できる。【知識】②本文の意味を
意識しながら、音読活動ができ
る。【技能、表現力】③ローザが
バスの席を立たなかった理由に
ついて、自分の意見を表現できる。

【技能、思考力、表現力】　

① Part1 で用いられている新出の
英語表現の解説を聞く。②意味
を意識しながら、音読活動を行
う。③ Part2 の前段階として、ロー
ザがバスの席を立たなかった理由
を考え、意見を発表し合う。

【対話的な学び】ペアワークを多く取り入れ、スピー
キング・リスニングの機会を増やす。コミュニケー
ション活動では、自己評価シートの項目を意識させ
る。【深い学び】登場人物の立場になって考えさせ
る。様々な意見を発表させ、それを教師が板書し、
多様な考え方があることを学ぶ。

・ワーク
シート

3

Part2 ロー
ザの事件と
黒 人 解 放
運動の始ま
り

①リスニング・リーディングを通し
て、Part2 の内容を理解できる。

【知識、技能】②当時の黒人の
立場になって考え、自分の意見を
表現できる。【技能、思考力、表

①リスニング・リーディングを通し
て、Part2 の内容を理解する。
②自分が当時の黒人だったら、ボ
イコットに参加したかについて話
し合う。③ Part2 で用いられてい

【主体的な学び】コミュニケーション活動後の自己
評価シートへの記入。【対話的な学び】ペアワーク
を多く取り入れ、スピーキング・リスニングの機会
を増やす。コミュニケーション活動では、自己評価
シートの項目を意識させる。【深い学び】登場人物

・ワーク
シート

６

Part4 ロー
ザ か ら 若
者へのメッ
セージ

①リスニング・リーディングを通し
て、Part4 の内容を理解できる。

【知識、技能】②「差別をなくす
ために自分たちができること」に
ついて考え、自分の意見を表現
できる。【技能、思考力、表現力、
協働性】③ Part4 で用いられた
表現を理解できる。【知識】④本
文の意味を意識しながら、音読
活動ができる。【技能、表現力】

①リスニング・リーディングを通し
て、Part4 の内容を理解する。
②「差別をなくすために自分たち
ができること」について考え、話
し合う。③ Part4 で用いられてい
る新出の英語表現についての解
説を聞く。④意味を意識しなが
ら、音読活動を行う。

【主体的な学び】コミュニケーション活動後の自己
評価シートへの記入。【対話的な学び】ペアワーク
を多く取り入れ、スピーキング・リスニングの機会
を増やす。コミュニケーション活動では、自己評価
シートの項目を意識させる。【深い学び】「人種差
別の歴史」から「身近に存在する差別」に話を移し、

「差別」を自分たちの問題として考えさせる。様々
な意見を発表させ、それを教師が板書し、多様な
考え方があることを学ぶ。

・ワード
カ ウ ン
ター
・ワーク
シート
・think 
& write
ノート

７ まとめの
英作文

①「差別をなくすために自分たち
ができること」について、クラス
メートの意見を理解できる。【技
能、多様性、協働性】②「差別
をなくすために自分たちができる
こと」について、自分の意見を
80 語程 度で書くことができる。

【技能、思考力、表現力】

①ペアワーク→グループワーク→
クラス全体での発表（グループ代
表者）といった流れで、前時に考
えた「差別をなくすために自分た
ちができること」を共有する。
②「差別をなくすために自分たち
ができること」について、自分の
意見を 80 語程度で書く。

【主体的な学び】「差別をなくすために自分たちがで
きること」について多様な考え方があることを知る。

【対話的な学び】ペアワーク→グループワーク→ク
ラス全体での発表（グループ代表者）といった流れ
で意見を共有し、自分の意見を話したり、他者の
意見を聞いたりする機会を増やす。【深い学び】「差
別」を自分たちの問題として考えさせる。様々な意
見を発表させ、それを教師が板書し、多様な考え
方があることを学ぶ。様々な意見を参考に自分の
考えをまとめ、書くことで自分の意見を整理する。

・英作文

＊牧野先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全７時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウン
ロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

生
徒
の
声
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吉
谷
先
生
が
自
身
の
授
業
改
善
に
取
り
組
み
始
め
た

の
は
、
教
職
４
年
目
の
こ
と
だ
。
以
前
の
授
業
で
は
、

生
徒
が
教
師
の
解
説
や
板
書
を
ノ
ー
ト
に
写
す
こ
と
が

中
心
で
、
集
中
が
続
か
ず
、
私
語
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　
「
生
徒
の
心
に
残
る
授
業
を
目
指
し
て
、
先
輩
の
先

生
方
の
指
導
を
ま
ね
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り

京都府・京都市立堀川高校
◎学校の最高目標は「自立する18 歳の育成」。
1999 年度に専門学科「探究科」が設置され、
普通科・探究科ともに基礎的な探究能力の育
成と、進路実現に向けた確かな学力を培う独
自の教育活動を展開する。
◎設立　1908（明治 41）年
◎形態　全日制／普通科・人間探究科・自然
探究科／共学
◎生徒数　１学年約 240人
◎2018年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、東京大、名古屋大、京都大、大
阪大、神戸大、九州大などに 204人が合格。
私立大は、慶應義塾大、早稲田大、同志社大、
立命館大、関西大などに延べ 345人が合格。
◎URL

京都府・京都市立堀川高校
吉谷智美　よしたに・ともみ　

教職歴 16 年。同校に赴任して９年目。
地理歴史・公民科担当。
現在の形式での授業の実践は、約12 年目となる。

http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/horikawa/

15:20 授業開始 授業
ハイライト

ペ
ア
ワ
ー
ク
や
音
読
な
ど
の
言
語
活
動
、

教
科
を
横
断
し
た
問
い
か
け
で
、

生
徒
の
思
考
を
広
げ
、
深
め
る

授業前の休み時間に、生徒が学習の舞台となる北アメリカ
の地図を黒板に描き、生徒同士で正確かどうかを指摘し
合った。地図の板書は輪番制だ。次に、ペアとなるよう
机をつけ、その真ん中に資料等を置いた。授業が始まると、
吉谷先生は「教科書と資料集は何ページから？」と質問し、
「素早く答えられると、参照の力がつくよ」と励ました。

●
人
間
探
究
科
３
年
生
の
学
校
設
定
科
目「
世
界
史
実
践
」

の「
イ
ギ
リ
ス
の
覇
権
と
欧
米
の
国
民
国
家
建
設
」を
学
ぶ
全

９
時
間
の
８
時
間
目
後
半
〜
９
時
間
目
前
半
。
ペ
ア
ワ
ー
ク

を
主
体
に
、フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
民
国
家
の
形

成
に
つ
い
て
学
ん
だ
。（
P. 

31
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

世界史

実践

世
界
史
を
心
か
ら
楽
し
み
、

歴
史
を
俯
瞰
し
て
考
え
る
視
野
を
育
む

吉
谷
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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し
て
、
授
業
改
善
を
進
め
て
き
ま
し
た
」

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
現
任
校
へ
の
赴
任
だ
。同
校
で

は「
自
立
す
る
18
歳
の
育
成
」を
学
校
の
最
高
目
標
に
掲

げ
、３
年
間
の
全
教
育
活
動
で
生
徒
を
成
長
さ
せ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
注
力
す
る
。吉
谷
先

生
は
そ
の
中
で
世
界
史
が
果
た
す
役
割
を
考
え
た
。

　
「
世
界
史
の
授
業
を
通
し
て
、
先
人
の
決
断
の
積
み

重
ね
が
歴
史
を
形
作
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
こ

と
で
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
決
断
の
大
切
さ
に
気

づ
き
、
自
分
の
言
動
に
責
任
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
授
業
で
は
『
だ
か
ら
、
今
の
世

界
は
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
』
と
、
納
得
で
き
る
体
験

を
多
く
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
異
文
化
や
多
様
性
を
理
解
し
て
受
け
入
れ
る

姿
勢
の
涵
養
や
考
え
を
的
確
に
伝
え
る
言
語
活
用
能
力

の
育
成
も
、世
界
史
の
役
割
と
捉
え
、力
を
入
れ
て
い
る
。

　

授
業
は
、
教
科
書
の
読
解
を
ベ
ー
ス
に
展
開
す
る
。

　
「
以
前
は
、私
が
整
理
し
た
内
容
の
解
説
だ
け
を
し
て

い
ま
し
た
が
、先
輩
の
先
生
か
ら『
そ
れ
で
は
生
徒
が
復

習
し
づ
ら
い
と
思
う
』と
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、
生

徒
が
自
分
１
人
で
も
考
え
な
が
ら
学
習
で
き
る
よ
う
、

教
科
書
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

授
業
で
は
、
生
徒
が
教
科
書
を
音
読
す
る
場
面
が
何

度
も
あ
る
。
授
業
冒
頭
で
授
業
の
全
体
像
を
把
握
す
る

た
め
に
学
習
範
囲
の
す
べ
て
を
読
ん
だ
り
、
途
中
で
重

要
な
箇
所
を
読
ん
で
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
さ
せ
て
か
ら

解
説
を
し
た
り
と
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
は
様
々
だ
。

　
「
声
に
出
す
こ
と
で
頭
が
働
き
や
す
く
な
り
、
最
初

に
概
要
を
把
握
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
解
説
も
生

徒
の
深
い
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
難
解
な
漢

字
や
長
い
カ
タ
カ
ナ
の
語
句
は
、
ス
ラ
ス
ラ
読
め
る
よ

う
に
な
る
と
、
知
識
の
定
着
も
し
や
す
い
よ
う
で
す
」

　

そ
し
て
、
解
説
に
は
生
徒
の
思
考
を
活
性
化
さ
せ
る

様
々
な
発
問
を
織
り
交
ぜ
、
授
業
中
、
ず
っ
と
考
え
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
回
の
授
業
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
第
２
帝
政
の
学
習
に
入
る
際
、「
１
８
４
８
年
に
起

こ
っ
た
革
命
は
？
」「
そ
の
時
に
で
き
た
政
治
の
体
制

は
？
」な
ど
、復
習
の
質
問
を
投
げ
か
け
、
ま
ず
既
習
内

容
を
思
い
起
こ
さ
せ
、次
の
学
習
内
容
に
つ
な
い
で
い
っ

た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
主
義
で
は
「
ど
ん
な

人
が
自
由
主
義
者
に
な
っ
た
と
思
う
？
」
と
発
問
し
、

事
象
の
背
景
を
考
え
さ
せ
て
か
ら
解
説
し
た
。

　

同
校
で
は
、
普
段
か
ら
教
科
を
問
わ
ず
、
教
師
間
で

授
業
内
容
や
生
徒
の
様
子
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、
そ

れ
を
授
業
に
還
元
す
る
な
ど
、
教
科
間
の
関
連
を
意
識

し
た
指
導
を
展
開
し
て
い
る
。
今
回
の
授
業
で
登
場
し

た
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
、
同
時
期
に
現
代
文
の
授
業
で

扱
う
丸
山
眞
男
の
評
論
に
も
出
て
く
る
と
現
代
文
の
教

師
か
ら
聞
き
、
吉
谷
先
生
は
現
代
文
の
授
業
で
も
教
科

書
を
し
っ
か
り
読
む
よ
う
に
働
き
か
け
た
。
さ
ら
に
、
ア

メ
リ
カ
の
南
北
の
産
業
構
造
を
地
理
の
気
候
条
件
に
結

び
つ
け
て
説
明
し
た
。
他
の
教
科
の
授
業
で
も
、
同
様

に
教
科
を
横
断
し
た
発
問
が
頻
繁
に
あ
る
た
め
、
生
徒

15:35 15:30フランス第３共和政 フランス第２帝政

続いて、フランス第３共和政についての学習。吉谷先生は、
資料を見せたり、歴史のエピソードを紹介したりしながら、テ
ンポよく解説。さらに、既習内容を思い出させたり、資料や
地図を確認させたりする質問をこまめに投げかけ、ペアで確
認させた。生徒の視線は、先生やペアの相手、教科書など、
常に動いている状態だった。

前時の復習後、フランス第２帝政の学習に入った。授業は毎
回、生徒が教科書の段落や一文を音読し、吉谷先生が該当
箇所を解説する流れで進む。音読は、先生が代表者を指名し
たり、ペアでじゃんけんに勝った生徒が読んだりと、形態は
様々だ。先生は、ナポレオン三世が登場する現代文の評論に
ついて触れるなど、他教科と結びつけて解説した。

教
科
書
の
読
解
を
ベ
ー
ス
に

思
考
を
促
す
発
問
を
こ
ま
め
に
入
れ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

 August  201829



は
自
分
た
ち
で
学
習
内
容
の
関
連
性
を
見
つ
け
始
め
る

と
言
う
。
言
語
活
用
能
力
の
育
成
に
向
け
、
個
別
の
論

述
指
導
に
も
力
を
注
ぐ
。
定
期
考
査
前
、
生
徒
は
数
十

の
問
題
の
中
か
ら
10
題
を
選
ん
で
論
述
し
、
特
に
力
を

入
れ
た
３
題
に
マ
ー
ク
を
つ
け
て
提
出
す
る
。
吉
谷
先

生
は
そ
れ
ら
を
添
削
し
て
返
却
す
る
。

　
「
史
実
の
正
確
さ
に
加
え
、
設
問
の
意
図
を
捉
え
た
記

述
か
ど
う
か
も
重
視
し
ま
す
。例
え
ば
、『
ル
タ
ー
の
宗

教
改
革
の
展
開
を
説
明
せ
よ
』と
い
う
設
問
で
は
、
宗

教
改
革
で
は
な
く
、ル
タ
ー
の
し
た
こ
と
を
答
え
た
た

め
に
論
旨
が
ず
れ
た
記
述
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
」

　

１
年
次
の
「
世
界
史
Ａ
」
の
授
業
か
ら
、
そ
の
よ
う

に
論
述
問
題
に
取
り
組
ま
せ
、「
世
界
史
は
暗
記
科
目
」

と
い
う
生
徒
の
思
い
込
み
を
ぬ
ぐ
い
去
る
。

　
「
知
識
は
説
明
で
き
な
け
れ
ば
役
立
た
な
い
こ
と
を
、

生
徒
は
次
第
に
理
解
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、『
中
学

校
で
覚
え
た
内
容
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
』

と
気
づ
き
、
世
界
史
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
き
ま
す
」

　

吉
谷
先
生
は
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
主
体
に
授
業
を
進
め

る
。
ペ
ア
の
生
徒
同
士
で
机
を
つ
け
、
そ
の
真
ん
中
に

教
科
書
や
資
料
を
置
い
て
一
緒
に
見
な
が
ら
話
す
。　

　
「
１
人
で
音
読
す
る
よ
り
も
聞
く
相
手
が
い
る
方
が
、

明
瞭
に
読
も
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
考
え
る

場
面
で
も
、
相
手
に
伝
え
た
い
と
い
う
意
識
が
あ
る
と

一
生
懸
命
に
考
え
ま
す
。
相
手
の
意
見
を
参
考
に
考
え

を
広
げ
、
新
し
い
見
方
に
気
づ
く
よ
さ
も
あ
り
ま
す
」

　

生
徒
は
、
先
生
か
ら
の
指
示
が
な
く
て
も
、
ペ
ア
の

相
手
と
相
談
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
た
。
先
生
の

解
説
を
聞
き
逃
し
た
り
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
し
て

も
、
ペ
ア
で
補
い
合
え
る
た
め
、
授
業
に
つ
い
て
い
け

な
い
と
い
う
生
徒
が
少
な
く
な
る
。
教
師
が
生
徒
の
学

習
活
動
に
よ
り
広
く
目
配
り
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
授

業
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
ら
れ
る
点
も
利
点
だ
と
言
う
。

　

そ
の
よ
う
な
授
業
に
し
て
か
ら
、
生
徒
の
知
識
の
定

着
が
高
ま
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、吉
谷
先
生
は
多
様
な
場

面
で
生
徒
の
思
考
の
深
ま
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
３
年
生
に
な
る
と
、
多
く
の
生
徒
は
教
科
書
を
う

の
み
に
せ
ず
、『
こ
こ
は
さ
ら
っ
と
書
か
れ
て
い
る
け
れ

ど
、
具
体
的
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
ど
う
い
う

廊下にあるホワイトボードを活用し、
生徒が世界史の発展的な内容につい
て自由に議論。この日は、ナポレオ
ン三世に関して、現代文の授業で学
んだ丸山眞男の評論との関連を解説
していた。

16:00

アメリカで国民国家が形成された経緯について学習した。吉
谷先生が考える視点を提示し、ペアで意見を交換して考えを
深め合った。例えば、「ペアで教科書を読み、米英戦争が経
済的独立につながったと判断できる箇所を探して」と、学び
合いを促した。生徒たちは教科書の内容を整理し、説明し合っ
た。そうした活動が授業時間の終わりまで続いた。

15:45

アメリカの地域における産業構造に関する学習に移行。吉谷
先生は、「アメリカの統合を象徴するものは何だと思う？」と
質問し、アメリカ民謡「線路は続くよどこまでも」をカセット
から流して、学習のイメージを持たせた。アメリカの学習に
関するプリントが配布され、生徒は先生の解説を聞きながら、
プリントに重要事項とメモを適宜書きとっていった。

アメリカの国民国家の成立 アメリカの産業構造

ペ
ア
で
補
い
合
い
な
が
ら

新
た
な
気
づ
き
や
考
え
の
広
が
り
を
得
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

多
面
的
な
思
考
力
を
伸
ば
し
、

事
実
の
背
景
に
目
が
向
く
よ
う
に

成
果
と
課
題
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こ
と
な
の
だ
ろ
う
』
と
、
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
て
捉

え
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。
自
分
な
り
に
考
え
て
理
解

し
よ
う
と
す
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
す
」

　

廊
下
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
、
吉
谷
先
生
が

授
業
に
関
連
し
た
発
展
的
な
問
い
を
書
き
、
生
徒
が
自

由
に
議
論
す
る
場
と
し
て
い
る
。
想
定
外
の
考
え
が
書

か
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
、
生
徒
が
世
界
史
を
楽
し
み
、

自
ら
深
く
考
え
よ
う
と
す
る
姿
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。

　
「
世
界
史
の
授
業
で
身
に
つ
け
た
知
識
や
思
考
力
・

判
断
力
が
、世
界
に
羽
ば
た
き
、世
界
を
動
か
す
勇
気
と

力
の
１
つ
と
な
る
よ
う
、
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

喜
多
章
成
さ
ん
　
吉
谷
先
生
の
解
説
は
、

事
象
の
背
景
に
あ
る
意
味
の
説
明
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
覚
え
な
が
ら

考
え
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
物
事
を

批
判
的
に
捉
え
た
り
、
過
去
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
未
来
を

展
望
し
た
り
す
る
考
え
方
が
身
に
つ
い
て
き
た
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
授
業
を
通
し
て
世
界
史
が
好
き
に
な

り
、
大
学
で
も
専
門
的
に
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
奈
津
美
さ
ん
　
吉
谷
先
生
の
授
業

は
テ
ン
ポ
が
よ
く
、
音
読
、
既
習
内
容

の
振
り
返
り
、
面
白
い
小
話
な
ど
、
メ

リ
ハ
リ
が
あ
っ
て
集
中
で
き
ま
す
。
授
業
内
容
を
す
べ

て
吸
収
し
よ
う
と
、
必
死
に
食
ら
い
つ
い
て
い
ま
す
。

ペ
ア
の
相
手
に
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
こ
と
が
、
大
き

な
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
３
年
生
に
な
り
、
縦
と
横

の
つ
な
が
り
の
中
で
歴
史
的
事
項
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
立
体
的
に
物
事
を
捉
え

る
学
習
が
、
吉
谷
先
生
の
授
業
に
は
あ
り
ま
す
。

単元の指導計画

【教科・科目】人間探究・世界史実践　（学校設定科目） 　【分野・単元】イギリスの覇権と欧米の国民国家建設
【テーマ・作品】「国民」とは誰のことか、「自由」とは誰の自由か　【設定時数】全９時間中の８時間目の後半〜９時間目の前半
【単元目標】 18 〜19 世紀の欧米の経済的・政治的変革から産業社会と国民国家の形成を理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
イギリスの
覇 権と自
由主義

イギリスが産 業 革命で
形成した競 争力を基盤
に、経 済・政 治面で自
由主義改革を行ったこ
と、アイルランド人はそ
のイギリスの労働力の一
部となり、発言権を得て
いったことを理解してい
る。【知識、思考力】

①ナポレオン戦争の影
響、及び「国民」「自由」
を考える単元であるこ
とも確認する。②兄弟
げんかを例に、重商主
義と自由主義の違いに
ついて考え、理解する。
③イギリスによるアイル
ランド併 合を、「国 民
国家」形成の観点から
考える。

【主体的な学び】①全体音読では、誤読や読みづらい語句がないか
に留意。②年度当初に、音読や地図描画には生徒の弱点を把握でき
るメリットがあることを共有。【対話的な学び】①音読やダイアローグ
をペアで行う。②生徒が輪番で黒板に地図を描く。③ペア及び全体
交流の時、ほかの生徒の発言を楽しめているか。④音読時、相手に
読んで聞かせるように留意。⑤人物の図像や地図などをペアで確認
する時、協力する姿勢があるように留意。【深い学び】①「自分より
強い相手とけんかする時、ルールはほしい？　その逆なら？」②自由
主義を強く志向する者は、その分野における優位を確信している傾
向があるという点に留意させ、身近な例や現代の貿易交渉などにその
事例があることに気づかせる。重商主義との比較にも留意。

・小テスト
・定期考査
・論述課題
・授業の感
想

2

ウィー ン
体制の成
立、ラテ
ンアメリカ
の 独 立、
ギリシ ア
独立戦争

19 世紀前半、ヨーロッ
パをフランス革命前の状
況に戻そうとするウィー
ン体 制 が 成 立した が、
その 体 制 は自由 主 義・
国民主義運動と大国間
利害対立によって揺らい

①ナポレオン戦争の影
響を確認する。②ウィー
ン議定書の内容を資料
集・ 地 図で確 認する。
③ラテンアメリカの社会
構造と独立運動の関係
を整理する。④オスマン

【主体的な学び】①年号はしつこく発問する（年号比較は歴史的思考
の必要条件）　②必要に応じてプリントの構成について説明し、１人
で復習する時に迷わないようにガイドしておく。【深い学び】「自由主
義と国民主義が、なぜウィーン体制にとって都合が悪いのか」を捉え
させる。

8

イタリアと
ドイツ の
統 一、フ
ランス第
２帝 政 か
ら 第３共
和政

ウィーン体 制 崩壊 で独
伊で上からの国家統一
の動きが加速し、プロイ
セン中心のドイツ統一も
普仏戦争の勝利で完成
したこと、またフランス
第２帝 政による対外 戦
争の失敗と第３共和政
成立の流れについて理
解している。【知識、技
能、思考力、判断力】

① 1848 年までの独伊
における自由主義・国
民 主 義 運 動を振り返
る。②地名が出てくる
ごとに地図上で確認す
る。③ビスマルク外交
とその結果を地図上で
確認する。④第３共和
政下の政治的不安定さ
を「思想の定規」と教
科書読解で理解する。

【主体的な学び】①「今日もいろいろややこしい。でも人間が面白い。
頑張ろう」と確認。②「美しく青きドナウ」を聞かせ、文化史を歴史
の事件と関連づけられるよう留意する。【深い学び】①「なぜオース
トリア、ローマ教皇がイタリア統一に反対するのか」②「なぜ大ドイ
ツ主義と小ドイツ主義が対立するのか」③「ビスマルク外交にとって
最も大切な相手はどこか」

・小テスト
・定期考査
・論述課題
・授業の感
想

9
ア メリカ
の拡 大と
国家統合

領土拡張が続くアメリカ
で移民による西部開拓
が進む一方、先住民へ
の迫害が起きたこと、南
北戦争が黒人奴隷制の
是非や貿易政策を争点
に発 生し、その 後、工
業国として成長していく
流れを理解する。【知識、
技能、思考力、判断力】

①自然条件からアメリ
カ北部と南部で産業構
造に違いがあったこと
を振り返る。②西部開
拓の進展を地図上で確
認する。③南北戦争の
死者数などを資料集を
用いて確認する。④「国
民」とは誰かを考える。

【主体的な学び】①「ここからずっとややこしい。でも、そろそろ慣れ
てきたよね」。②単元の最後に出てくるアメリカは、歴史上特異な成
立経緯を持つ国である点を押さえ、「国民国家形成」のまとめとして、
これまでの学習を振り返り、整理させる。【対話的な学び】「アメリカ
の国民が国民意識を感じると思われるもの」について、その根拠をペ
アで話し合い、全体でも共有。【深い学び】①アメリカ民謡「線路は
続くよどこまでも」を流し、「この歌を明るく歌える人は誰だろう」と
問いかける。②参考資料として「なめらかな社会とその敵」の定期考
査で出題した問題文を再度配布する。

＊吉谷先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全９時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダ
ウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

生
徒
の
声
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１
０
０
年
近
い
歴
史
を
持
つ
宮
城
県
涌わ

く

谷や

高
校
は
、

同
県
中
北
部
に
位
置
す
る
遠と

お

田だ

郡
内
唯
一
の
共
学
の
普

通
科
高
校
だ
。
生
徒
の
多
様
な
希
望
進
路
の
実
現
に
応

え
る
学
校
と
し
て
、
地
域
の
信
頼
を
得
て
い
る
。

　
生
徒
は
明
る
く
素
直
だ
が
、
学
力
に
は
課
題
が
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
基
礎
的
な
内
容
で
つ
ま
ず
く
と
、
そ

れ
以
降
の
学
習
に
前
向
き
に
な
れ
な
い
生
徒
が
見
ら
れ

た
。
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
課
外
学
習
を

実
施
し
た
が
、
組
織
的
な
制
度
と
し
て
定
着
し
て
こ
な

か
っ
た
。
学
年
や
ク
ラ
ス
単
位
の
取
り
組
み
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
難
し

く
、
思
う
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま

宮城県遠
とお

田
だ

郡立涌谷実科高等女
学校として開校。校訓に「質実・
謙譲・自律」「勤敏・優雅・協同」
を掲げる。ボランティア活動に
力を入れ、２０１４年度には「キャ
リア教育優良学校文部科学大臣
表彰」を受けた。

設立 １９１９（大正８）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約１３０人

２０１８年度進路実績（現役のみ）　私立大は、東北学院大、東北生活
文化大、東北福祉大、宮城学院女子大、国士舘大などに延べ 19 人が
合格。短大・専門学校進学 41 人。就職 74 人。

住所 〒９８７ー０１２１　宮城県遠田郡涌谷町涌谷字八方谷３ー１

電話 ０２２９ー４２ー３３３１

Web site  http://wakuya-h.blogspot.com

No.247

P R O F I L E

学
力
と
社
会
へ
の
意
識
を
高
め
、

生
徒
の
主
体
的
な
自
己
実
現
を
支
援

基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
、

社
会
へ
の
関
心
を
育
む
指
導
で
、

生
徒
の
進
路
意
識
を
高
め
る

宮
城
県
涌わ

く

谷や

高
校

学
力
向
上
・
社
会
意
識
の
醸
成

変革のステップ

• 学力に課題がある生徒や、進路選択において積極
的に自己実現を図ろうとしない生徒が目立った

背景と課題

実践内容

• 多くの生徒に学力の伸びが見られる

•自分のやりたいことを見つけ、積極的に挑戦する生
徒が増加

•朝学習における学び直しの徹底　朝学習に全校で
統一した指導方針を設け、学び直しの専用教材を
活用しながら、基礎学力の定着を図る

•「総合的な学習の時間」のカリキュラムの刷新　生
徒の社会への関心を高めようと、進路学習が中心
だった「総合的な学習の時間」（以下、総合学習）
のカリキュラムを、地域や国際社会の課題をテーマ
にした探究学習を主軸とするものに改めた

•研究企画部の新設　さらなる指導改善を図れるよ
う、校内研修を企画・推進する専門部署を新設。Ｉ
ＣＴを活用したアクティブ・ラーニングの推進を始め
とする以前からの取り組みと、総合学習での取り組
みの強化を図った

成果と展望
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た
、
進
学
・
就
職
先
を
安
易
な
理
由
で
決
め
て
し
ま
う

な
ど
、
進
路
選
択
に
消
極
的
な
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
２
０
１
７
年
度
、
全
校
を
挙
げ

て
指
導
改
善
に
着
手
し
た
。
そ
の
推
進
者
の
１
人
で
あ

る
研
究
企
画
部
の
三
浦
学
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
学
力
を
高
め
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
選
択
肢
の
中

か
ら
進
路
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本

当
に
進
み
た
い
道
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
へ

の
視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
学
力
の
基
礎
・
基
本
を
固
め
る
と
と

も
に
、
主
体
的
な
進
路
選
択
に
向
け
、
社
会
へ
の
関

心
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
よ

う
と
考
え
ま
し
た
」

　
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
、
毎
日
の
始
業
前
に
行
っ

て
い
る
10
分
間
の
朝
学
習
で
取
り
組
む
国
語
・
数
学
・

英
語
の
問
題
を
見
直
し
た
。
以
前
は
教
科
団
が
作
成
し

た
問
題
を
用
い
て
い
た
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
力

に
応
じ
た
作
問
が
難
し
か
っ
た
た
め
、ベ
ネ
ッ
セ
の
「
マ

ナ
ト
レ
」（
＊
１
）
を
導
入
。
１
・
２
年
次
で
基
礎
編
、

３
年
次
で
標
準
編
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
。
１

回
の
朝
学
習
で
マ
ナ
ト
レ
の
プ
リ
ン
ト
に
１
枚
以
上
取

り
組
み
、
自
己
採
点
を
行
う
と
い
う
全
学
年
共
通
の
方

針
を
設
け
た
が
、
そ
れ
以
外
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
担

任
や
学
年
団
が
自
由
に
決
め
る
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、

教
科
を
毎
日
替
え
る
学
年
が
あ
る
一
方
、
同
じ
教
科
を

１
週
間
続
け
る
学
年
も
あ
る
な
ど
、
生
徒
の
実
態
に
応

じ
て
工
夫
し
て
い
る
。
ま
た
、
週
末
課
題
と
し
て
、
マ

ナ
ト
レ
の
プ
リ
ン
ト
を
出
す
学
年
も
あ
る
。

　
１
学
年
担
任
の
大だ

い

久き
ゅ
う

千
賀
子
先
生
は
、こ
う
述
べ
る
。

　「
私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
朝
学
習
の
時
間
に
解
き
き

れ
な
か
っ
た
プ
リ
ン
ト
は
、
そ
の
日
の
放
課
後
ま
で

に
解
い
て
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
毎
日

コ
ツ
コ
ツ
と
継
続
し
て
取
り
組
む
習
慣
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
３
年

間
の
伸
び
が
大
き
く
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
生
徒

の
答
案
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
、
ど
の
生
徒
が
ど

こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
が
分
か
り
、
生
徒
把
握

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
」

　
定
期
考
査
で
は
、
各
教
科
・
科
目
10
点
分
、
マ
ナ
ト

レ
と
同
じ
問
題
を
出
す
こ
と
で
、
朝
学
習
へ
の
意
欲
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
内
容
の
定
着
に
向

け
、
マ
ナ
ト
レ
の
問
題
を
抜
粋
し
て
作
成
し
た
テ
ス
ト

を
定
期
的
に
実
施
。
基
準
に
満
た
な
か
っ
た
生
徒
に
は
、

補
習
を
行
っ
た
り
、
宿
題
を
出
し
た
り
し
て
い
る
。
研

究
企
画
部
の
鈴
木
雅
也
先
生
は
、
担
当
す
る
英
語
に
つ

い
て
、
朝
学
習
に
よ
る
生
徒
の
変
化
を
こ
う
語
る
。

　「
以
前
は
、
定
期
考
査
で
は
よ
く
で
き
て
い
て
も
、

模
擬
試
験
に
な
る
と
、
初
見
の
問
題
に
焦
っ
て
し
ま

う
の
か
、
動
詞
に
三
人
称
単
数
現
在
の
ｓ
を
つ
け
忘

れ
た
り
、
現
在
形
と
過
去
形
を
混
同
し
て
解
答
し
た

り
す
る
と
い
っ
た
不
注
意
ミ
ス
を
す
る
生
徒
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
、
模
擬
試

験
に
も
落
ち
着
い
て
取
り
組
み
、
し
っ
か
り
結
果
を

残
せ
る
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ナ

ト
レ
を
活
用
し
た
学
び
直
し
を
続
け
る
中
で
、『
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
う
実
感
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
が
自
信
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」

　
生
徒
に
社
会
へ
の
関
心
を
醸
成
す
る
取
り
組
み
と
し

て
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
学
習
）

の
改
善
を
進
め
て
い
る
。
以
前
は
、
職
業
や
志
望
校
を

調
べ
た
り
、
志
望
理
由
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書

き
方
な
ど
を
学
ん
だ
り
す
る
進
路
学
習
が
中
心
だ
っ
た

が
、
17
年
度
１
年
次
か
ら
は
、
課
題
の
発
見
や
問
題
の

解
決
を
図
る
探
究
学
習
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

地
域
の
課
題
か
ら
国
際
的
な
課
題
へ
と
、
探
究
す
る

生
徒
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、

幅
広
い
テ
ー
マ
で
の
探
究
学
習
を
推
進

全
校
体
制
で
の
学
び
直
し
に
よ
り
、

学
習
に
自
信
を
つ
け
る
生
徒
た
ち

宮
城
県
涌
谷
高
校

髙
橋
　唯
　た
か
は
し
・
ゆ
い

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指

導
部
。理
科
担
当（
化
学
）。「『
現
状
不
満
足
』
の
精

神
で
、生
徒
の
さ
ら
な
る
成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
」

宮
城
県
涌
谷
高
校

鈴
木
雅
也
　す
ず
き
・
ま
さ
や

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
研
究
企

画
部
。
英
語
科
担
当
。「『
聞
き
上
手
で
あ
れ
』『
一

生
勉
強
』を
モ
ッ
ト
ー
に
生
徒
と
接
し
て
い
き
た
い
」

宮
城
県
涌
谷
高
校

三
浦
　学
　み
う
ら
・
ま
な
ぶ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
研
究
企

画
部
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
担
当
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理
念

に
共
感
し
、
生
徒
の
未
来
を
変
え
る
教
育
を
目
指
す
」

宮
城
県
涌
谷
高
校

大
久
千
賀
子
　だ
い
き
ゅ
う
・
ち
か
こ

教
職
歴
１
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
研
究

企
画
部
。
音
楽
科
担
当
。「
常
に
生
徒
に
寄
り
添
い
、

生
徒
と
と
も
に
成
長
で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

＊１　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲の学び直し専用プリント。
＊２　ベネッセの小論文・表現学習教材。表現力の向上・社会で生きるコミュニケーション力の育成を促進する教材。
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テ
ー
マ
を
段
階
的
に
広
げ
て
い
き
、
多
様
な
視
野
か
ら

進
路
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を
進
め
る
べ
く
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
増
や
そ
う
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
っ
た
。

　
１
年
次
に
は
、
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
設
定
し
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
取
り
組
み
を

進
め
た
（
図
１
）。
ま
ず
１
学
期
に
は
、
涌
谷
町
の
魅

力
を
探
る
グ
ル
ー
プ
学
習
を
行
い
、
町
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
の
方
法
を
話
し
合
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
各
自
の
発

言
内
容
の
整
理
に
は
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
や
Ｋ

Ｊ
法
を
用
い
た
が
、
そ
う
し
た
ス
キ
ル
の
習
得
に
は
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
「
表
現
サ
ポ
ー
ト
」（
Ｐ
．33
＊
２
）
な
ど

を
活
用
し
た
。
２
学
期
に
は
、
職
場
探
究
と
し
て
、
同

町
の
役
場
や
企
業
を
訪
問
し
、
職
業
に
つ
い
て
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
。
各
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
内
容

を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
、
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
３
学

期
に
は
、
町
役
場
の
職
員
に
よ
る
講
話
な
ど
か
ら
、
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
た
。

　
取
り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
に
気
づ

い
た
り
、
人
口
減
少
の
切
実
さ
を
実
感
し
た
り
す
る
中

で
、
次
第
に
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
き
、
ど
の
グ

ル
ー
プ
で
も
、
率
先
し
て
行
動
す
る
メ
ン
バ
ー
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
課
題
も
あ
る
と
い
う
。

　「
総
合
学
習
で
は
、
正
解
や
よ
い
意
見
を
出
す
こ

と
よ
り
も
、
テ
ー
マ
に
対
し
て
頭
を
働
か
せ
て
考
え

た
の
か
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
意
図
が
浸

透
せ
ず
、『
答
え
が
分
か
ら
な
い
』
と
言
っ
て
手
を

止
め
て
し
ま
っ
た
り
、
評
価
を
気
に
し
て
優
等
生
的

な
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
結
果
よ

り
も
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
指
導
を
工
夫
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
大
久
先
生
）

　　
２
・
３
年
次
の
総
合
学
習
で
は
、
自
分
と
世
界
の
つ

な
が
り
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
、国
連
が
掲
げ
る
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
以
下
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」（
＊
３
）

を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
18
年
度
３
年
次
の
１

学
期
に
は
、「
こ
ど
も
国
連
環
境
会
議
推
進
協
会
（
以
下
、

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」（
＊
４
）
の
講
師
を
招
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
３
学
年
担
任
の
髙
橋

唯
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
推
薦
入
試
の
志
望
理
由
書
の
内
容
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
研
修
会
で

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
社
会
の
課
題
と
自
身
の
将
来
を

結
び
つ
け
て
考
え
る
視
野
を
育
む
こ
と
が
重
要
だ
と

学
び
ま
し
た
。
そ
う
し
た
折
、
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
研
修

に
参
加
し
、
私
自
身
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
生
徒
が
当
事
者
意
識
を
持

っ
て
社
会
と
進
路
を
結
び
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
考

え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
ま
し
た
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
生
徒
が
強
い
刺
激
を
受
け
て
い

た
の
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
だ
。
そ
れ
は
、

教
室
を
地
球
に
見
立
て
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
１
国

の
代
表
と
し
て
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
経
済
・
環

境
・
社
会
と
い
っ
た
分
野
ご
と
に
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
い
、
自
国
の
発
展
を
目
指
す
と
い
う
も
の
。
例

え
ば
、
収
益
性
を
優
先
す
る
政
策
ば
か
り
に
力
を
入
れ

る
と
、
経
済
的
に
は
豊
か
に
な
る
半
面
、
環
境
破
壊
が

進
む
と
い
っ
た
、
社
会
変
化
を
仮
想
体
験
で
き
る
。

　「
複
数
の
要
因
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
社
会
が
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
、生
徒
は
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

社
会
の
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
自
分
は
何
が

１年次の「総合的な学習の時間」の取り組み（例）図１

社
会
の
出
来
事
を
自
分
事
化
す
る

た
め
に
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」を
活
用

＊３　「Sustainable Development Goals」の略称。２０１５年９月の国連総会で採択された、環境保全や経済格差の解消といった１７の国際目標であり、「誰１人取り残さない」
というスローガンの下、３０年までの達成を目指している。
＊４　国際連合大学（国連大学）と連携し、持続可能な社会を実現する人材を育成するために設立されたＮＧＯ。国連大学とは、日本に本部を置く唯一の国連機関。

ブレーンストーミングやＫＪ法は、思考力の基礎となる「ベーシックスキル」として位置づけ、しっか
り育成できるようグループワークを充実させている。また、地域でのフィールドワークに力を入れ、
職場研究などに取り組む。 ＊学校資料を基に編集部で作成

テーマ 内容

自他理解
地域の人を始めとする「身近な人」へのインタビューを通して、
職業観を養う。事前学習として、「表現サポート」を参照しながら
質問項目をグループでまとめる。

ベーシックスキルの習得
涌谷町の魅力をグループで話し合い、ブレーンストーミングやＫＪ
法を用いてメンバーの発言を整理・集約。

職業と私

グループで地域の企業などを訪問し、職業についてのインタ
ビュー調査を行う。その結果や感想などについてメンバー同士で
話し合いを重ね、地域の仕事の課題をまとめたポスターを作成。
クラスで発表する。

涌谷町役場の職員の講話を聞き、地域の課題について考える。
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し
た
い
の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
、
考
え
を
深
め
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
髙
橋
先
生
）

　
そ
う
し
て
高
ま
っ
た
生
徒
の
社
会
意
識
を
さ
ら
に
伸

ば
せ
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
に
は
、
自
分
の
担

当
す
る
授
業
で
国
際
問
題
を
取
り
上
げ
る
教
師
が
増
え

て
い
る
。
例
え
ば
、
三
浦
先
生
が
担
当
す
る
地
理
歴
史

の
授
業
で
は
、
民
族
紛
争
や
貧
困
と
い
っ
た
課
題
に
つ

い
て
問
い
か
け
、
必
要
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
生

徒
が
考
え
る
場
を
設
け
た
。

　
同
校
は
、
15
年
度
、
宮
城
県
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
授

業
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
全
学
年
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
に
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
県
の
教
育
長
や
学
校
関
係
者
ら

を
招
き
公
開
授
業
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。

　
17
年
度
か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
Ａ
Ｌ
の
取
り

組
み
、
総
合
学
習
の
取
り
組
み
、
校
内
研
修
を
３
本
柱

と
し
て
位
置
づ
け
、
組
織
再
編
を
行
っ
た
。
教
務
部
や

進
路
指
導
部
と
い
っ
た
各
分
掌
が
縦
割
り
で
指
導
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
が
多
か
っ
た
体
制
を
変
え
、
教
師
間

の
連
携
を
強
化
し
た
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
各
分
掌

や
各
学
年
団
を
横
断
し
、
３
本
柱
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
の
部
署
と
し
て
、「
研
究
企
画
部
」
を
新
設
。
外

部
講
師
を
招
い
た
講
習
を
含
め
、
年
間
を
通
し
て
、
計

画
的
に
校
内
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　
総
合
学
習
の
支
援
も
、
同
部
の
重
要
な
役
割
だ
。
17

高
校
生
コ
ー
ス
」
や
大
学
の
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

に
参
加
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
醸
成
で
き
る
よ
う
、
指

導
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
す
。

　
一
方
、
課
題
も
あ
る
と
三
浦
先
生
は
語
る
。

　「
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
か
ら
効
果
が
表
れ
、

生
徒
の
対
話
力
や
表
現
力
、
主
体
性
が
向
上
し
て
い

る
の
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
半
面
、
取
り
組
み
相
互
の

つ
な
が
り
が
浅
く
、
今
行
っ
て
い
る
こ
と
が
次
に
ど

の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
の
か
、
教
師
・
生
徒
と
も
に

見
え
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
外
部
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
生
徒
の
探
究
心
を
刺
激
し
、
資

質
・
能
力
を
高
め
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

年
度
は
１
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
企
画
の
立
案
を

始
め
、
指
導
案
の
作
成
で
も
中
心
役
を
担
っ
た
。

　「
年
度
当
初
に
作
成
し
た
年
間
計
画
に
沿
っ
て
、

１
週
間
ご
と
に
指
導
案
を
作
り
、
担
任
の
先
生
に
示

し
ま
し
た
。『
表
現
サ
ポ
ー
ト
（
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）』
の
教
師
用
の
指
導
書
も
参
考
に
、
三
浦
先
生

や
担
任
の
先
生
方
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
実

践
的
な
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
」

（
鈴
木
先
生
）

　
指
導
改
善
に
着
手
し
て
１
年
半
だ
が
、
そ
の
成
果
は

早
く
も
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
。
マ
ナ
ト
レ
に
熱
心
に
取

り
組
み
、ベ
ネ
ッ
セ
の
「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
５
）

の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
６
）
の
ゾ
ー
ン
を
上
げ
る
生
徒
が
増

え
、基
礎
学
力
の
着
実
な
定
着
が
う
か
が
え
る
（
図
２
）。

ま
た
、
総
合
学
習
で
の
探
究
学
習
を
通
し
て
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
に
目
を
向
け
、
積
極
的
に
そ
の
実
現
を

図
る
生
徒
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
自
分
の
考
え
を
過
不
足
な
く
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
表
現
力
の
向
上
も
著
し
い
。

　
生
徒
の
そ
う
し
た
成
果
に
手
応
え
を
感
じ
た
こ
と

で
、
教
師
の
意
識
も
よ
り
高
ま
り
、
率
先
し
て
Ａ
Ｌ
に

取
り
組
む
教
師
が
増
え
て
い
る
。
18
年
度
か
ら
は
、
年

１
回
、
全
教
師
が
指
導
案
を
作
成
し
、
Ａ
Ｌ
の
推
進
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
公
開
を
実
施
す
る

予
定
だ
。
今
後
は
、文
部
科
学
省
の
留
学
支
援
制
度
「
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

宮城県涌谷高校

■Ｃ３以上
■Ｄ１
■Ｄ２
■Ｄ３

100

80

60

40

20

0

（％）

１年次第２回 ２年次第１回 ２年次第２回

Ｄ３の生徒が減少

Ｃ３以上の生徒が増加

＊５　ベネッセの教材「進路マップ」の１つ。GTZ（学習到達ゾーン）という指標で、生徒一人ひとりの基礎学力の定着度と学習力、コミュニケーション特性（自我同一性）
を測る、生活・学習指導用テスト。　＊６　ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの１５段階で評価される。基
礎力診断テストでは、そのうち「Ａ２」～「Ｄ３」の１１段階で評価される。

教
師
間
の
連
携
の
強
化
を
目
指
し
、

指
導
改
善
の
中
心
を
担
う
部
署
を
新
設

高
い
目
標
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る

生
徒
の
意
欲
を
、よ
り
高
め
て
い
き
た
い

「基礎力診断テスト」のＧＴＺの推移（２０１６年度入学生）図2

＊学校資料を基に編集部で作成
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大
阪
南
部
に
位
置
す
る
私
立
初
芝
富と

ん

田だ

林ば
や
し

中
学
校
・

高
校
で
は
、
２
０
１
８
年
４
月
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

ま
で
の
学
校
改
革
で
定
評
の
あ
る
平
井
正
朗
氏
を
校
長

に
迎
え
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
抜
本
的
に
見
直
す
大

改
革
に
踏
み
切
っ
た
。

　
１
９
８
４
年
に
開
校
し
た
同
校
の
歴
史
は
、
波
乱
の

連
続
だ
っ
た
と
い
う
。
通
学
の
利
便
性
の
影
響
も
あ
り
、

生
徒
募
集
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
創
立
後
数
年
は
学

力
に
課
題
が
あ
る
状
況
が
続
い
た
が
、
規
律
を
重
ん
じ

る
生
徒
指
導
・
学
習
指
導
に
よ
り
、
次
第
に
大
学
進
学

実
績
が
向
上
し
、
近
畿
地
方
有
数
の
進
学
校
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
は
同
校
が
大
切
に
し
て

大阪府・私立初芝高等学校富田
林学舎（分校）として開校。校
訓に「誠実剛毅」、教育目標に「一
人ひとりの未来へとつながる夢
を実現する」を掲げ、知・徳・
体のバランスのとれた人間力の
育成に力を入れている。

設立 １９８４（昭和５９）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約３３０人

２０１８年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東北大、東京大、
大阪大、神戸大、大阪府立大、大阪市立大、和歌山県立医科大など
に 63 人が合格。私立大は、上智大、中央大、明治大、早稲田大、同
志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ 648 人が合格。

住所 〒５８４ー００５８　大阪府富田林市彼方１８０１

電話 ０７２１ー３４ー１０１０

Web site  http://www.hatsushiba.ed.jp/tondabayashi/

No.248

P R O F I L E

進
学
実
績
の
低
下
へ
の
危
機
感
か
ら
、

抜
本
的
な
学
校
改
革
に
踏
み
切
る

「
チ
ー
ム
初は

つ

富と

ん

」の
精
神
と
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
の
力
で
、目
指
す
は

第
１
志
望
決
定
率
１
０
０
％

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富と

ん

田だ

林ば
や
し

中
学
校
・
高
校

学
校
改
革

変革のステップ

• 志願者が減少しており、大学進学実績が低下した

背景と課題

実践内容

•「チーム初
はつ

富
とん

」を意識し、各分掌でリーダーを中心
に改革に取り組む教師が増加

•生徒と教師のコミュニケーションが深まった

•校務の効率的運営に向け、校内組織を再編　エン
ロールメント・マネジメントを基盤にしたＰＤＣＡサ
イクル定着に向け、「分権型リーダーシップ」を実践

•校塾連携の強化　学習塾や予備校などの教育関連
企業との連携を密にし、生徒個々の進路実現に向
けて協働する体制づくりを進めた

•進路指導の改善　「第１志望決定率１００％」を目
標に掲げ、妥当性・信頼性・客観性の伴うシラバス
化を基盤とした教育実践と学校評価、変容しつつあ
る大学研究の一助としてのＯＪＴとＯｆｆ─ＪＴを強化

•大学入試改革と次期学習指導要領への対応　「カ
リキュラム・マネジメント委員会」を軸とした新教
育課程策定と授業改善への取り組みを推進

成果と展望
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き
た
「
規
律
あ
る
指
導
」
を
窮
屈
に
感
じ
る
生
徒
・
保

護
者
が
増
え
始
め
、
志
願
者
数
が
減
少
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
開
校
時
か
ら
同
校
に
勤
務
す
る
生
徒
指
導
部

長
の
坂
本
学
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「生
徒
に
も
保
護
者
に
も
本
校
の
方
針
に
共
感
し

て
も
ら
え
た
時
に
は
、
学
校
が
一
気
に
伸
び
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
辺
校
に
比
べ
て

『
規
律
の
厳
し
い
学
校
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
次
第

に
広
ま
り
、『
自
分
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
し
た
い
』『
も

っ
と
部
活
動
を
楽
し
み
た
い
』
と
い
っ
た
生
徒
が
本

校
を
敬
遠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
中
学
校
で
定
員
割
れ
に
至
る
年
度
も
出
始
め
、
大
学

進
学
実
績
が
低
迷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
様
々
な
改
革

を
行
っ
た
が
、
思
う
よ
う
な
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

と
、
進
路
指
導
部
長
の
中
島
伸
一
先
生
は
話
す
。

　「教
師
の
多
く
が
『
学
校
を
変
え
た
い
が
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
』
と
い
う
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
他
校
で
の

指
導
経
験
が
な
く
、
ど
う
し
て
も
我
流
に
陥
り
が
ち

で
し
た
。
全
面
的
に
取
り
組
み
を
見
直
し
、
原
点
に

立
ち
返
っ
て
学
校
を
再
構
築
し
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
し
た
」

　
平
井
校
長
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
立
命
館
グ
ル
ー
プ
の

学
校
と
し
て
、
か
つ
て
の
進
学
校
へ
の
返
り
咲
き
を
ス

テ
ッ
プ
に
、
新
た
な
教
育
を
創
造
す
る
超
進
学
校
づ
く

り
に
あ
る
と
い
う
。
平
井
校
長
の
所
信
表
明
は
、「
超

進
学
校
化
宣
言
」
だ
が
、
大
学
を
「
優
れ
た
教
授
陣
に

よ
る
最
先
端
の
講
義
、
充
実
し
た
研
究
環
境
、
全
国
か

ら
集
ま
る
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、
人
間
的
に
成
長

す
る
の
と
同
時
に
、
幅
広
い
教
養
や
高
度
な
専
門
性
を

身
に
つ
け
、
社
会
に
通
用
す
る
ス
キ
ル
を
磨
く
場
」
と

位
置
づ
け
、
進
学
指
導
の
方
向
性
と
し
て
「
現
状
の
学

力
で
合
格
で
き
る
大
学
を
受
験
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

よ
り
高
い
志
望
を
持
た
せ
、
生
徒
個
々
の
『
伸
び
の
実

感
』
を
体
感
さ
せ
、
本
当
に
入
学
し
た
い
大
学
に
挑
戦

さ
せ
、
合
格
さ
せ
る
こ
と
」
と
し
、「
第
１
志
望
決
定

率 （
進
路
満
足
度
）
１
０
０
％
」
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　「カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
幅
改
訂
で
は
、
一
昔
前
の

進
学
校
化
し
た
学
校
に
見
ら
れ
る
授
業
時
間
の
多
さ

や
、
過
重
な
放
課
後
補
習
と
い
っ
た
『
つ
め
こ
み
』

は
撤
廃
し
ま
し
た
。
成
績
上
位
層
の
生
徒
は
、
自
律

学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
、学
習
意
欲
も
高
い
の
で
、

必
要
以
上
の
課
題
は
受
験
勉
強
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
中
下
位
層
の
生
徒
こ
そ
学
び
方
を
知
ら
ず
、
学

習
意
欲
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
手
厚
い
指
導
が
不
可

欠
な
の
で
す
。
本
校
の
場
合
、
課
題
や
定
期
考
査
に

追
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
処
理
す
る
の
で
精
い
っ
ぱ
い
、

反
復
練
習
に
よ
る
基
礎
学
力
の
定
着
や
活
用
力
の
育

成
が
不
十
分
に
な
り
、
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。
定
着
度
で
は
な
く
、『
量
』
の
処
理
に
追
わ
れ

る
と
い
う
体
質
の
改
善
が
急
務
で
す
」（
平
井
校
長
）

　
そ
う
し
た
方
針
の
下
、
同
校
を
経
営
す
る
学
校
法
人
・

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
教
師
が
役
割
を

分
担
し
、校
務
の
効
率
化
を
推
進

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校
教
頭

菖
蒲
育
弘
　し
ょ
う
ぶ
・
い
く
ひ
ろ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
32
年
目
。「
一
人

ひ
と
り
の
生
徒
に
寄
り
添
い
、
授
業
を
通
じ
て
学
ぶ

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校
校
長

平
井
正
朗
　ひ
ら
い
・
ま
さ
あ
き

私
学
教
育
一
筋
、
斬
新
な
組
織
的
学
校
改
革
で
Ｖ
字

回
復
さ
せ
る
手
腕
は
有
名
。
私
立
中
高
の
学
校
経
営

や
英
語
教
育
に
精
通
し
、
多
く
の
要
職
を
歴
任
。

大
阪
初
芝
学
園
教
学
担
当
常
務
理
事

小
畑
力
人
　お
ば
た
・
り
き
と

立
命
館
大
学
の
入
試
部
長
と
し
て
入
試
改
革
を
行
い
、

４
万
人
か
ら
10
万
人
入
試
を
達
成
。
和
歌
山
大
学
副

学
長
、
追
手
門
学
院
大
学
教
授
等
を
経
て
、
現
職
。

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校
事
務
長

岡
　秀
吉
　お
か
・
ひ
で
よ
し

同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
入
試
対
策
本
部
長
。「
保

護
者
と
の
連
絡
・
伝
達
な
ど
、
先
生
方
と
協
力
し
て

教
育
活
動
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
」

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校

竹
内
鉄
二
　た
け
う
ち
・
て
つ
じ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。
研
究
開

発
部
長
。「
な
り
た
い
自
分
を
常
に
思
い
描
き
、
そ
れ

を
誠
実
に
求
め
る
こ
と
の
価
値
を
伝
え
続
け
た
い
」

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校

中
島
伸
一
　な
か
じ
ま
・
し
ん
い
ち

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。
進
路
指

導
部
長
。「
自
分
の
頭
で
思
考
し
、
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
間
を
育
て
た
い
」

大
阪
初
芝
学
園

薮
内
靖
郎
　や
ぶ
う
ち
・
や
す
お

教
学
部
副
部
長
。「『
生
徒
と
と
も
に
、生
徒
の
た
め
に
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
学
び
続
け
た
い
」

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校

坂
本
　学
　さ
か
も
と
・
ま
な
ぶ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
33
年
目
。
教
頭
補

佐
兼
生
徒
指
導
部
長
。「
礼
儀
を
重
ん
じ
、
感
謝
と

敬
意
を
持
っ
て
相
手
と
接
す
る
生
徒
に
育
て
た
い
」
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大
阪
初
芝
学
園
の
小
畑
力
人
教
学
担
当
常
務
理
事
と
二

人
三
脚
で
、
改
革
を
始
め
た
（
図
）。

　
１
つ
め
は
、
校
務
の
効
率
化
で
あ
り
、
校
内
で
分
担
・

協
力
し
て
学
校
改
革
を
推
進
す
る
「
分
権
型
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
校
内
組
織
の
再
編
に

取
り
組
ん
だ
。
例
え
ば
、
す
べ
て
の
分
掌
を
総
括
し
、

重
要
事
項
を
審
議
す
る
部
署
と
し
て
、
平
井
校
長
自
ら

委
員
長
と
な
る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委

員
会
」
を
設
置
し
、
率そ

っ

先せ
ん

垂す
い

範は
ん

、
陣じ

ん

頭と
う

指し

揮き

を
執
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
委
員
会
」「
理

数
教
育
推
進
委
員
会
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
」

な
ど
を
新
設
。
校
内
で
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
ミ

ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
も
努
め
て
い
る
。

　「校
務
固
定
に
よ
る
硬
直
化
を
防
止
す
べ
く
、
目

標
管
理
制
度
を
通
じ
て
校
務
の
有
機
的
結
合
を
図

り
、
社
会
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
単
年
度
積
み
上
げ
ス
パ
ン
の
運
営

か
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
目
標
設
定
に
切
り
替
え

る
と
と
も
に
、
事
前
管
理
を
徹
底
し
、
前
年
踏
襲
や

相
互
不
干
渉
と
い
っ
た
体
質
の
排
除
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
融

合
さ
せ
、
全
体
最
適
の
協
働
的
職
場
風
土
に
変
容
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
各
分
掌
の
仕
事
や
教
科
指

導
は
、
教
師
個
人
の
力
量
に
頼
り
が
ち
な
の
で
、
各

分
掌
や
学
校
全
体
の
結
び
つ
き
を
強
め
、『
チ
ー
ム

初は
つ

富と
ん

』
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
か
ら
若
手
教

師
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
も
進
み
、
一
丸
と
な
っ
て

動
き
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
」（
平
井
校
長
）

　
校
内
研
究
・
研
修
を
推
進
す
る
部
署
と
し
て
新
設
し

た
の
が
、「
研
究
開
発
部
」
だ
。
現
在
は
、
部
長
の
竹

内
鉄
二
先
生
を
始
め
と
す
る
４
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、
学

校
内
外
か
ら
優
れ
た
授
業
実
践
の
事
例
を
集
め
、「
研

究
開
発
部
通
信
」
で
紹
介
し
た
り
、
撮
影
し
た
授
業
の

動
画
を
短
く
編
集
し
、
そ
れ
を
校
内
で
共
有
し
た
り
し

て
、
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　「本
校
は
、
以
前
は
外
部
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入

れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

情
報
収
集
に
力
を
入
れ
、
多
く
の
先
生
の
目
に
触
れ

る
よ
う
、配
信
方
法
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

授
業
改
善
に
悩
む
先
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
予
定
で
す
」（
竹
内
先
生
）

　
学
校
全
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、

事
務
室
と
各
分
掌
の
連
携
も
強
化
し
た
。
岡
秀
吉
事
務

長
は
、
改
革
の
現
状
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「事
務
室
で
は
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
力
の
向
上
』
を
目

標
に
掲
げ
、
適
切
な
情
報
提
供
に
よ
る
保
護
者
満
足

度
の
向
上
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重
視
、
入
試
部

と
連
携
し
た
生
徒
募
集
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
学
校
改
革
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
事
務
職

員
と
先
生
方
が
対
等
な
立
場
で
合
意
形
成
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
各
分
掌
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　
２
つ
め
の
柱
は
、
中
学
校
に
お
け
る
定
員
割
れ
を
解

消
す
る
た
め
の
、
校
塾
連
携
の
推
進
だ
。
地
域
の
塾
を

訪
問
し
て
学
校
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
塾
関
係
者
を

学
校
に
招
き
、
学
校
改
革
の
構
想
や
中
学
校
入
試
に
つ

い
て
説
明
す
る
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い
る
。
特
に
、

「
校
長
ブ
ロ
グ
」（
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
は

圧
巻
だ
。
ま
た
、
平
井
校
長
は
、
用
事
が
な
い
限
り
、

毎
朝
、
バ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
生
徒
を
出
迎
え
る
。
校

長
室
の
ド
ア
も
基
本
的
に
開
放
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
と

頻
繁
に
話
せ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
塾
へ
の
配
布

資
料
に
は
、
ク
ラ
ス
別
、
学
部
別
・
系
統
別
に
分
け
て

大
学
進
学
実
績
を
記
載
す
る
な
ど
、
読
み
や
す
く
な
る

①進路指導の方向性：第１志望決定率（進路満足度）100％へのアプローチ
→「Will Frontier」コース：国公立大学［中堅〜難関］。主に大阪府立大学、大阪

市立大学レベル。成績上位層は、東京大学、京都大学、医学部医学科
→「未来創造」コース：国公立大学［中堅］＋有名私立大学。成績上位層は大阪

府立大学、大阪市立大学レベル。私立大学は関関同立〜中堅レベル。指定校
推薦も活用

②授業改善：「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）への質的転換
→公開（研究）授業（ＰＢＬ〈※１〉型授業など）、校内研修、ＩＣＴ化（電子黒板・

タブレットの活用）、「研究開発部通信」、Ｏｆｆ─ＪＴなど
③探究型学習カリキュラム：主体的に社会の変化や問題点を捉え、解決する力
→高校１年次：「探究総合」、中学３年次：「クエスト・カップ」、探究朝活、中学

２年次：「クエスト・カップ」の事前学習
④英語教育・国際教育：４技能のバランス、コミュニケーション力、異文化理解力
→中学２〜３年次のオンライン英会話、ネイティブ教師による「英語で英語の授業」、

オックスフォード大学短期留学、エンパワーメントプログラムなど

※１　「Problem Based Learning」もしくは「Project Based Learning」の略。問題解決
型学習。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊学校資料を基に編集部で作成

学校改革で実現を目指す、教育活動の特色化　図

指
導
力
の
向
上
を
推
進
す
べ
く
、

学
校
内
外
の
優
れ
た
授
業
実
践
を
共
有

進
路
指
導
の
改
善
の
一
環
と
し
て
、

大
学
の
実
態
を
学
ぶ
研
修
を
導
入
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よ
う
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
公
開
授
業
に

も
積
極
的
に
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
、
現
場
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
と
い
う
。

　
３
つ
め
の
柱
は
、「
第
１
志
望
決
定
率
（
進
路
満
足
度
）

１
０
０
％
」
を
目
指
す
進
路
指
導
の
確
立
だ
。
学
力
向

上
だ
け
で
は
な
く
、
学
力
と
希
望
進
路
を
踏
ま
え
、
本

当
に
行
き
た
い
大
学
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
。
志

望
校
決
定
後
は
、
全
生
徒
の
志
望
実
現
に
向
け
、
教
師

が
全
力
で
支
援
す
る
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

　「大
学
入
試
改
革
に
よ
っ
て
、
大
学
は
今
、
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
以
前

の
よ
う
に
合
格
者
数
ば
か
り
を
求
め
る
と
、
先
生
方

の
精
神
的
な
負
担
を
増
や
し
、
さ
ら
に
は
生
徒
に
も

過
剰
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
合
格
実
績
に
こ
だ
わ
る
の
で

は
な
く
、
生
徒
が
自
分
と
向
き
合
い
、『
自
分
は
何

が
し
た
い
の
か
』
を
明
確
に
意
識
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
平
井
校
長
）

　
国
公
立
大
学
や
難
関
私
立
大
学
へ
の
合
格
者
数
に
こ

だ
わ
ら
な
い
と
い
う
方
針
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、

大
学
入
試
に
対
す
る
教
師
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
。
そ

こ
で
、
月
１
回
の
職
員
会
議
を
校
内
研
修
と
併
用
し
、

内
部
か
ら
は
小
畑
常
務
と
平
井
校
長
が
、
外
部
か
ら
は

有
識
者
、
大
学
教
員
や
予
備
校
・
学
習
塾
等
か
ら
人
材

を
登
用
し
、
情
報
提
供
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
職

員
の
資
質
向
上
に
も
資
す
る
取
り
組
み
と
し
て
い
る
。

　「国
公
立
大
学
の
中
に
も
、
資
金
不
足
で
満
足
に

教
育
・
研
究
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
教
員
数
の
削
減

き
う
る
限
り
多
く
の
授
業
を
見
学
し
た
。
そ
の
中
で
、

多
忙
な
教
師
が
多
い
と
い
う
事
実
に
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
７
時
限
授
業
か
ら
６
時
限
授

業
に
で
き
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
も
計
画
中
だ
。

　「授
業
時
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、
先
生
方
は
授
業

研
究
な
ど
の
自
己
研け
ん

鑽さ
ん

の
時
間
を
確
保
し
や
す
く
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
指

導
力
が
高
ま
っ
て
い
け
ば
、
授
業
力
ア
ッ
プ
、
す
な

わ
ち
、
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
学
校
の
教
育
活
動

が
よ
り
充
実
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
が

進
め
て
い
る
『
働
き
方
改
革
』
を
率
先
し
て
行
お
う

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」（
平
井
校
長
）

　
改
革
の
成
果
は
、早
く
も
表
れ
て
い
る
。
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
の
教
師
は
、
率
先
し
て
改
革
を
牽
引
す
る
よ
う
に

な
り
、
若
手
の
教
師
の
中
に
は
、
研
究
開
発
部
の
活
動

を
通
じ
て
指
導
力
の
向
上
に
意
識
的
に
な
り
、
自
分
の

授
業
を
見
に
来
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
る
教
師
も
現
れ

た
。
そ
れ
ら
の
成
果
以
上
に
大
き
い
の
が
、
生
徒
の
変

化
だ
。
４
月
当
初
よ
り
も
表
情
が
明
る
く
な
り
、
生
徒

と
教
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
っ
て
い
る
。

　「成
否
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
授
業
力
向
上
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
先

生
方
の
地
道
な
努
力
は
い
ず
れ
実
を
結
ぶ
と
確
信
し

て
い
ま
す
」（
平
井
校
長
）

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
教
科
指
導
・
進
路
指
導

を
再
構
築
す
る
同
校
の
改
革
に
、
今
後
も
注
目
だ
。

に
よ
っ
て
黒
字
化
を
実
現
し
た
り
し
て
い
る
大
学
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
の
国
公
立
大
学
に
入
学
し

て
も
、
そ
の
地
元
の
地
域
で
は
就
職
先
が
少
な
い
た

め
、
結
局
は
都
市
部
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
就

職
活
動
で
苦
戦
す
る
学
生
も
い
ま
す
。先
生
方
に
は
、

そ
う
し
た
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
生
徒
の
学
力
と

志
望
に
応
じ
た
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
小
畑
常
務
）

　
４
つ
め
の
柱
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
た

教
育
体
系
の
改
編
だ
。「
論
理
国
語
」「
歴
史
総
合
」
と

い
っ
た
文
系
の
新
科
目
に
つ
い
て
は
、
研
究
開
発
部
を

中
心
に
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
図
っ
て
い
く
。
一

方
、
新
教
科
「
理
数
」
に
対
応
す
る
た
め
に
、「
理
数

教
育
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
同
委
員
会
と
「
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
委
員
会
」
の
委
員
長
を
務
め
る
菖

し
ょ
う

蒲ぶ

育い
く

弘ひ
ろ

教
頭
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「理
数
教
育
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
情
報
収
集
の

段
階
で
す
が
、
今
後
は
教
務
部
と
研
究
開
発
部
、
数

学
科
・
理
科
と
連
携
し
、
本
校
独
自
の
理
数
横
断
的

な
課
題
研
究
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
な
ど
と
の
提
携
に
加
え
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
な
ど
留
学
生
が
多
い
国
内
大
学
と
も
連
携

し
、
よ
り
多
く
の
生
徒
が
海
外
の
文
化
に
触
れ
る
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
平
井
校
長
は
、
赴
任
し
て
３
か
月
ほ
ど
の
間
に
、
で

大阪府・私立初芝富田林中学校・高校

教
師
の「
働
き
方
改
革
」を
進
め
、

指
導
改
善
を
図
る
時
間
を
確
保

学
校
改
革
・
指
導
改
善
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
教
師
が
増
加
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北
海
道
旭
川
東
高
校
で
は
、
２
年
生
に
対

し
て
、
夏
季
休
業
終
了
時
ま
で
の
進
路
研
究

の
成
果
を
ま
と
め
、
２
学
期
以
降
に
つ
な
げ

る
「
第
１
志
望
研
究
」
を
２
学
期
開
始
直
後

に
活
用
し
て
い
る
。
第
１
志
望
大
を
挙
げ
、

そ
の
理
由
を
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
成
果

と
と
も
に
考
え
さ
せ
、
さ
ら
に
、
そ
の
大
学

が
自
分
に
何
を
求
め
て
い
る
か
を
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま
え
て
整
理
さ
せ

て
い
る
。
生
徒
が
書
い
た
内
容
は
、
志
望
大

へ
の
思
い
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
の
、
志
望
大

へ
の
思
い
が
、
学
習
・
生
活
習
慣
の
改
善
に

結
び
つ
か
な
い
生
徒
も
い
る
。
部
活
動
や
学

校
行
事
が
優
先
さ
れ
が
ち
な
学
年
だ
が
、
受

験
を
意
識
し
た
行
動
変
容
を
果
た
す
生
徒
を

増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

検討メンバー

北海道旭川東高校　花尻健明先生提供
「２年生２学期　第１志望研究」 Before

改良！指
導ツール

北海道旭川東高校　

花尻健明
はなじり・たけあき

群馬県立
太田高校

新井高広
あらい・たかひろ

宮崎県立
延
のべおか

岡星
せいうん

雲高校

栁井健二
やない・けんじ

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、夏季休業中に行ったオープンキャンパスなどの成果を
踏まえ、志望大を絞り込み、行動変容につなげる「第１志望研究」について検討する。

志
望
大
へ
の
思
い
を
強
く
持
た
せ
、

具
体
的
な
行
動
変
容
に
つ
な
げ
た
い

ツール 提供者

1

2
課
題

第１志望大に対するあこがれやこだわりを強く持たせ、
2学期以降本格化する大学研究への第一歩にさせたい
第１志望大について調べたり、考えたりしたことを、生
活面や学習面での具体的な行動変容につなげさせたい
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　志
望
大
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
重
要
な

要
素
と
な
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

を
、
大
学
が
発
信
す
る
情
報
と
し
て
理
解
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
行
動
を
変
容
さ
せ

る
指
針
と
し
て
読
み
解
く
よ
う
に
し
た
。
そ

の
た
め
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を

書
き
写
す
の
で
は
な
く
、「
共
感
し
た
点
」
を

書
き
出
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
自
己
理
解
を
促
す

よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
で
求
め
ら
れ
る
要
件
を
十
分
満
た

し
て
い
な
い
点
を
ど
う
克
服
す
る
か
を
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
で
考
え
さ
せ
る
よ
う
に

し
た
。
そ
う
し
て
大
学
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

丁
寧
に
求
め
る
一
方
で
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
気
づ
き
は
、
写
真
や
資
料
を
使
っ

て
生
徒
が
よ
り
自
由
に
表
現
で
き
る
よ
う
な

も
の
へ
と
改
訂
し
た
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロード
できます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

第１志望研究２年生２学期

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
か
ら

２
学
期
以
降
の
変
容
を
自
覚
さ
せ
る

After 1 2
改
良
ポ
イ
ン
ト

アドミッション・ポリシーを
今の自分に引きつけさせる

アドミッション・ポリシーで共感する点を書
き出し、今の自分がそれを実現できている
かどうかを考えさせることで、大学とのマッ
チングという観点での行動変容を促す。

他者、そして１年後の自分と
向き合う場をつくる

志望大への思いや、アドミッション・ポ
リシーから自覚した行動変容を定着させ
るため、クラスの仲間の意見を聞き、１
年後の自分を見通す。

「志望校とこれからの私」検討シート

■１　志望校を１つ定めて書きましょう。（決まっていない人は仮決めして
考えましょう）

　　　　　　　大学　　　　　　　学部　　　　　　　　　学科

（募集名称　　　　　　　　　　　　　　　 ）

■２　■1 　で挙げた大学について調べたこと、感じていることを自由に書き
ましょう。オープンキャンパスに参加した人は、その時に分かった
こと、感じたことなども書きましょう。写真や資料などを貼りつけて
も構いません。

■３　■１　で挙げた大学のアドミッション・ポリシーを読み、「こういう学生
を求めているのであれば、ぜひ自分はこの大学に行きたい！」と共
感する点を挙げ、今の自分がそれを実現できているかどうかを○・
×でチェックしましょう。できていることについてはその具体的な内
容を、できていないことについてはその理由を書きましょう。

■４　■３　の内容をグループでシェアして、×を○にするためにはどうすれ
ばよいか、クラスの仲間からアドバイスをもらいましょう。

■５　志望大への思いを強めていくために、明日からどんなことができる
と思いますか。

■６　部活動や学校行事が一段落し、いよいよ受験モードに切り替わった
１年後の自分にメッセージを送りましょう。

２年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

共感する点
（抜き出しでも可）

できて
いるか？

できていることは具体的な内容を／
できていないことはその理由を
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ま
ず
、
今
回
の
議
論
の
前
提
と
な
っ
た
の

が
、「
受
験
生
へ
の
切
り
替
え
の
早
期
化
の
必

要
性
」
だ
。
学
習
習
慣
の
改
善
な
ど
の
行
動

変
容
は
、
時
間
を
か
け
て
少
し
ず
つ
進
む
場

合
が
多
い
た
め
、
２
年
生
の
秋
か
ら
促
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
昨
今
の

入
試
改
革
を
踏
ま
え
る
と
、
志
望
大
の
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
で
き
る
だ
け
早

期
に
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
２
年
生
秋
の
志
望
大

研
究
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
、
検
討
会
の
中
で
確
認
さ
れ
た
。

　
生
徒
の
志
望
大
へ
の
思
い
や
、
そ
れ
を
土

台
と
し
た
行
動
変
容
の
進
み
具
合
の
把
握
は
、

面
談
が
中
心
と
な
る
た
め
、
生
徒
に
記
入
さ

せ
る
シ
ー
ト
に
は
「
面
談
資
料
と
し
て
の
使

い
や
す
さ
」が
求
め
ら
れ
る
。
改
訂
後
の
シ
ー

ト
で
は
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の

中
で
な
ぜ
そ
の
点
に
共
感
し
た
か
」「
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
な
ぜ
そ
の
こ
と
が
心
に

残
っ
た
の
か
」
な
ど
、
生
徒
に
質
問
し
や
す

い
と
い
う
点
で
教
師
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
ま
た
、
生
徒
に
と
っ
て
も
、
併
願
大

を
選
ぶ
際
の
自
身
の
こ
だ
わ
り
を
理
解
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
生
徒
の
具
体
的
な
行
動
変
容
を
促

す
た
め
に
は
、
ポ
リ
シ
ー
と
自
分
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
語
り
合
う
よ
う

な
、
生
徒
同
士
、
生
徒
と
教
師
の
対
話
の
場

を
多
く
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
確

認
さ
れ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1 夏季休業後、シートを生徒に配布

2 夏季休業中に調べたことを生徒が記入

3
シートの内容を基に
グループワークを行い、
シートを完成させる

4 シートを基に面談を行い、
生徒の行動変容をサポートする

改良！指
導ツール

活用の流れ

２学年２学期　第１志望研究

早
期
化
す
る
受
験
生
へ
の
切
り
替
え

行
動
変
容
を
促
す
機
能
を
強
化

　
本
校
の
生
徒
を
見
て
い
て
感
じ
る
の

は
潜
在
能
力
の
高
さ
で
す
。
特
に
、
浪

人
し
た
生
徒
が
夏
前
の
模
試
で
好
成
績

を
収
め
る
の
を
見
る
と
、
あ
と
数
か
月
、

受
験
生
の
切
り
替
え
が
早
け
れ
ば
と
思
う
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
３
年
生
０
学
期
よ
り
も
前
、

２
年
生
秋
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
漫
然
と
読
む

の
で
は
な
く
、
ど
こ
に
共
感
し
た
の
か
、
今
の
自

分
と
ど
の
程
度
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
か
を
考
え

る
こ
と
は
、
学
習
習
慣
な
ど
の
行
動
変
容
を
促
す

土
台
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
は
確
か
に
「
大
学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
す
が
、
今
の
自
分
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
と
そ
れ

を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
高
校

生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生

み
出
さ
れ
る
と
思
う
の
で
す
。
志
望
大
合
格
の
た

め
に
は
、
入
試
教
科
・
科
目
の
学
力
は
確
か
に
必

要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
地
域
社
会
に

対
す
る
貢
献
心
」「
異
質
な
価
値
観
へ
の
寛
容
」
な

ど
、
点
数
で
は
表
せ
な
い
資
質
・
能
力
も
求
め
ら

れ
る
の
だ
と
気
づ
き
、
２
年
生
秋
か
ら
の
高
校
生

活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

花
尻
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指
導

部
。
数
学
科
。「
常
に
前
向
き
に
、
あ
た
り
前
の
こ
と
を
あ
た
り
前
に
す
る
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人

／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
旭
川
医
科
大
、

北
海
道
大
、東
京
大
、東
京
工
業
大
、一
橋
大
な
ど
に
１
５
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
８
４
人
が
合
格
。

「合格のための資質・能力」を２年生の秋に知る
北海道旭川東高校　花尻健明　はなじり・たけあき
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　
本
校
で
も
２
年
生
に
は
複
数
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
さ
せ
、
大
学

に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
ク
ラ

ス
で
発
表
さ
せ
た
り
、
ク
ラ
ス
担
任
に

面
談
で
プ
レ
ゼ
ン
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

大
学
を
複
数
校
見
に
行
っ
て
も
、
話
題
に
す
る
の

は
第
１
志
望
校
の
み
。
第
１
志
望
校
へ
の
思
い
を

強
く
持
た
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
か
ら
で
す
。
本
校

は
「
現
役
合
格
よ
り
も
、
行
き
た
い
大
学
へ
」
と

い
う
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
３
年
生

に
な
る
と
弱
気
に
な
っ
て
、「
合
格
で
き
る
大
学
」

を
探
し
出
す
生
徒
が
出
て
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
、
第
１
志
望
校
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持

た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
回
の
検
討
会
で
は
、
２
年
生
２
学
期
の
段
階

で
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
今
の
自
分

を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、「
既
に
や
っ
て
い
る
こ
と
」

「
こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
こ
と
」
を
整
理
さ
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
大
学
か
ら
の
発
信
を
受
け
止
め
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
こ
と

に
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
双
方
向

性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
大
学
へ
の
思
い
が
よ

り
高
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
校
に
は
、
進
学
に
対
す
る
意
識
が

ア
バ
ウ
ト
で
、「
国
立
大
な
ら
ど
こ
で
も
」

と
い
う
生
徒
が
数
多
く
い
ま
す
。
大
学

に
つ
い
て
広
く
知
る
た
め
に
も
、
１
、２

年
次
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
を
生
徒
に

強
く
勧
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
訂
後
の
シ
ー
ト

に
は
、
生
徒
に
第
１
志
望
だ
け
を
書
か
せ
て
い
ま

す
。
本
校
で
あ
れ
ば
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
と

い
う
意
味
で
３
、４
大
学
を
書
か
せ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、
今
回
の
検
討
会
を
通
し
て
、
ま
ず

１
つ
を
深
く
調
べ
、
考
え
る
と
い
う
利
点
も
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
が
こ
れ
か
ら
の
生
徒
に

合
っ
て
い
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
今
後
の
自
分

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
ヒ
ン
ト
を

与
え
た
い
で
す
。
例
え
ば
、
自
分
が
共
感
し
た
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
、
そ
こ
で
描
か
れ

て
い
る
人
材
像
に
１
番
近
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
考

え
さ
せ
た
り
、
自
分
の
苦
手
科
目
を
ど
う
頑
張
る

と
、
そ
の
人
材
像
に
近
づ
け
る
か
を
聞
い
て
み
た

り
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
身
近
な
観
点
で
聞
く

こ
と
に
よ
り
、
日
々
の
授
業
の
受
け
方
を
見
直
す

契
機
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
井
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。
数
学
科
。「
正
し
い
道
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
選
ん
だ
道
を
正
し
い
も
の
に

で
き
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校
／
１
学
年
約
２
８
０
人
／

２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
大
、

東
京
工
業
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
３
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應

義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
５
９
人
が
合
格
。

栁
井
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
主
幹
教
諭
。

教
務
部
。
英
語
科
。 

「
活
躍
で
き
る
場
を
与
え
、
対
話
を
通
し
て
導
き
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
成
長
や
自
立
を
実
感
さ
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学
／
１
学
年
約

２
０
０
人
／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
山
口

大
、
宮
崎
大
、
大
阪
府
立
大
な
ど
に
25
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
駒
澤
大
、
近
畿
大
、

福
岡
大
な
ど
に
延
べ
１
３
３
人
が
合
格
。

ＡＰを自分と照らし合わせ、第1志望校にこだわらせる
群馬県立太田高校　新井高広　あらい・たかひろ

アドミッション・ポリシーを身近な観点で自分化させる
宮崎県立延岡星雲高校　栁井健二　やない・けんじ
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日
本
に
お
け
る
貿
易
量
の
99
％
以
上
は

海
運
で
あ
り
、
港
湾
に
は
貿
易
事
務
や
通

関
業
務
、
倉
庫
管
理
業
務
な
ど
、
多
様
な

仕
事
が
あ
る
。
港
湾
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
は
、
港
湾
業
務
の
実
践
技
術
者
の

育
成
を
目
的
と
す
る
、
厚
生
労
働
省
所
管

の
２
年
課
程
の
短
期
大
学
校
だ
。
神
戸
校

と
横
浜
校
が
あ
り
、
神
戸
校
で
は
、
港
湾

流
通
・
港
湾
技
術
・
港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
の
３
科
を
設
置
し
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
教
育
を
展
開
す
る
。

　
港
湾
流
通
科
の
定
員
は
20
名
で
、
学
生

た
ち
は
国
際
物
流
の
ル
ー
ル
や
輸
出
入
手

続
き
な
ど
を
学
び
、
貿
易
業
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
。
２
年
生
の
大
塚

貿易業務に必要な資格取得のための
授業もあります
パソコンを使った授業も多いです。２年次の「港湾情報処理実習」
という授業では、企業でもよく用いられるソフトウエアを使っ
て実践形式で学び、資格取得もできます。（長谷川さん）

理論と技術の体系的なカリキュラムで
実践的な港湾・貿易業務を学ぶ

港湾職業能力開発短期大学校神戸校 港湾流通科

港
湾
業
務
に
特
化
し
た

実
践
技
術
者
を
育
成

１年間の研究活動の成果を校外に向けて広く発信します
２年次の「総合制作実習」は、仲間と協力して研究を進めます。１人で取り組む
よりも、アイデアや知識が広がりやすいことを実感しています。（大塚さん）

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

港湾短大神戸校
港湾流通科２年
大塚真随
おおつか・なおゆき
徳島県立小松島高校卒業。
貿易・物流企業に事務職
としての就職を志望。

港湾短大神戸校
港湾流通科２年
長谷川裕菜
はせがわ・ゆうな
兵庫県立加古川南高校卒
業。神戸港の企業に貿易事
務職としての就職を志望。

貿易に必要な書類の実物を
作成しながら実践的に学んでいます
憧れていた貿易業務は、思ったよりも記入書類の種類が多
く、驚きました。就職後に役立つ知識を少しでも多く身に
つけたいです。（大塚さん）
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真な
お

随ゆ
き

さ
ん
は
、「
高
校
１
年
生
の
時
に
先

生
か
ら
貿
易
事
務
の
仕
事
に
つ
い
て
の
話

を
聞
い
て
興
味
を
持
ち
、
関
連
す
る
勉
強

が
で
き
る
大
学
を
探
し
ま
し
た
。
こ
の
学

校
は
、
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
り
、

港
の
近
く
で
貿
易
の
業
務
が
学
べ
る
点
に

ひ
か
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
業
務
に
必
要
な
知

識
・
技
能
の
習
得
、
貿
易
関
連
の
資
格
取

得
に
向
け
体
系
的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

現
場
の
実
情
が
教
育
内
容
に
反
映
さ
れ
て

い
る
た
め
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る

力
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。

　
例
え
ば
、
港
湾
物
流
業
界
で
は
現
在
、

生
産
性
向
上
や
効
率
化
に
向
け
て
自
動

化・機
械
化・Ｉ
Ｔ
化
が
急
速
に
進
み
、デ
ー

タ
処
理
能
力
の
高
い
人
材
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。そ
こ
で
、１
年
次
に
は
表
計
算
ソ
フ

ト
の
実
践
演
習
を
、
２
年
次
に
は
貿
易
業

務
に
必
要
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　「
ほ
ぼ
初
心
者
の
状
態
か
ら
始
め
て
、

１
年
生
で
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト 

オ
フ
ィ
ス 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
エ
ク
セ
ル
）
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
知
識
を
ベ
ー
ス

に
、
２
年
生
で
は
業
務
を
想
定
し
た
デ
ー

タ
処
理
を
学
ん
で
い
ま
す
」（
大
塚
さ
ん
）

　
同
様
に
、
物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
機

械
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、１
年
次
の
「
物

流
機
械
実
習
」
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
演
習
を
行
う
。

　
書
類
作
成
な
ど
も
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
授
業
で
は
最
初
は
あ
え
て
手

書
き
で
の
作
成
方
法
を
学
び
、
本
質
的
な

理
解
を
促
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
２
年
次
の
「
港
湾
情
報
処
理
実

習
」
は
、
輸
出
入
に
お
け
る
書
類
や
貨
物

の
流
れ
を
理
解
し
、
必
要
な
手
続
き
に
つ

い
て
の
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
科
目

だ
。
２
年
生
の
長
谷
川
裕
菜
さ
ん
は
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

　「
手
続
き
や
書
類
の
種
類
は
多
岐
に
わ

た
り
、
英
語
で
記
入
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く

あ
り
ま
す
。
ま
ず
手
書
き
で
し
っ
か
り
と

作
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
知
識
を
確
認
、
理
解

し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
業
務
能
力
の
習
得
と
並
行

し
、
港
湾
物
流
の
企
業
や
現
場
を
訪
れ
、

将
来
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
。

　「
企
業
訪
問
で
は
、
授
業
内
容
と
企
業

で
の
業
務
の
様
子
が
結
び
つ
き
、
貿
易
業

務
を
よ
り
具
体
的
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、『
も
っ
と
書
類
作
成
の
勉
強
を

頑
張
ろ
う
』
な
ど
と
、
目
標
を
再
確
認
で

き
ま
し
た
」（
長
谷
川
さ
ん
）

　
こ
れ
か
ら
の
港
湾
物
流
の
現
場
を
支
え

る
人
材
に
求
め
ら
れ
る
問
題
発
見
・
解
決

能
力
の
育
成
も
行
う
。
２
年
次
の
１
年
間

を
通
し
て
取
り
組
む
「
総
合
制
作
実
習
」

で
は
、
港
湾
物
流
に
特
化
し
た
研
究
テ
ー

マ
が
設
定
さ
れ
、
ゼ
ミ
形
式
で
探
究
的
な

活
動
を
行
う
。
４
月
に
研
究
テ
ー
マ
を
決

定
し
、
以
後
は
学
生
主
体
で
調
査
・
研
究

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
２
月
の
最
終

発
表
会
で
披
露
す
る
。
長
谷
川
さ
ん
は
、

物
資
の
運
搬
な
ど
、
物
流
へ
の
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、

大
塚
さ
ん
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
＊
１
）

に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　「
昨
年
、
国
内
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に

関
す
る
先
輩
の
発
表
を
聞
い
て
、
世
界
の

貧
困
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
意
義
深
い

取
り
組
み
だ
と
思
い
、
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
今
後
、
海
外
企
業
の
取
り
組
み
の
調

査
を
検
討
し
て
い
ま
す
」（
大
塚
さ
ん
）

　
２
人
と
も
卒
業
後
は
港
湾
関
連
企
業
へ

の
就
職
を
目
指
し
、
現
在
は
実
践
的
な
港

湾
や
貿
易
の
業
務
の
習
得
や
研
究
を
進
め

る
と
と
も
に
、
就
職
活
動
に
も
取
り
組
む

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

　
本
校
は
、
１
９
９
８
年
に
短
期
大
学
校
と

な
り
、
今
年
で
20
年
目
を
迎
え
ま
す
。
港
湾

物
流
業
界
の
期
待
に
応
え
、
新
し
い
時
代
を

担
う
高
度
な
知
識
と
技
能
を
兼
ね
備
え
た
実

践
技
術
者
を
数
多
く
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
が
育
て
た
い
学
生
の
資
質
・
能
力
は
、

「
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
」「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ

ル
」「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ス
キ
ル
」
の
３

つ
で
す
。
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
は
、
港
湾
業

務
の
遂
行
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
能
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
実
践
重
視
を
徹
底
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
習
得
し
ま
す
。
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ス
キ
ル
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
良
好
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
力
で

あ
り
、
円
滑
に
業
務
を
進
め
る
た
め
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
本
校
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ

ル
を
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
演
習
な
ど
を
通
し

て
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
物
事

の
本
質
を
把
握
し
、
問
題
発
見
・
解
決
に
つ

な
げ
る
た
め
に
必
要
な
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ス
キ
ル
は
、
主
に
「
総
合
制
作
実
習
」
を
通

し
て
育
成
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
３
つ
の
ス
キ
ル
が
高
い
レ
ベ
ル

で
融
合
し
て
初
め
て
、
港
湾
業
務
の
実
践
技

術
者
と
し
て
十
分
な
力
が
発
揮
さ
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

＊1　fair trade、公平貿易。発展途上国の生産物を、その生産者の生活を向上させるため、適正な価格で生産者から直接購入し、労働条件や環境保護などにも配慮して行
われる貿易のしくみ。

３
つ
の
ス
キ
ル
を
融
合
さ
せ
て

高
度
な
業
務
能
力
を
育
む

大

の

い

学

思
港
湾
短
大
神
戸
校

校
長松原

元
一

ま
つ
ば
ら
・
げ
ん
い
ち

１
年
間
を
通
し
た
研
究
で

問
題
発
見
・
解
決
能
力
も
育
む

Ｉ
Ｔ
化
の
進
む
現
場
の
実
情
を

反
映
し
た
授
業
で
学
ぶ
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北
九
州
市
立
大
学
地
域
創
生
学
群
は
、

地
域
創
生
学
類
の
み
か
ら
な
り
、
地
域
社

会
で
指
導
的
役
割
を
担
い
、
地
域
の
再
生

と
創
造
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
を
教
育
理

念
に
掲
げ
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
１
年

次
か
ら
地
域
で
行
う
実
習
を
複
数
設
置

し
、
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
育
ん
で
い
る
。

　
数
多
く
あ
る
実
習
科
目
の
柱
と
な
る
の

が
、
１
〜
３
年
生
が
約
30
人
ず
つ
の
チ
ー

ム
に
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む
「
地
域
創
生
実
習
」
だ
。
農
村
部
の
地

域
活
性
化
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
な
ど
、

地
域
の
団
体
と
連
携
し
て
活
動
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
コ
ー
ス
ご
と
（
＊
２
）
に

設
定
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
入
学
時
に
希

＊１　障がい者・健常者が老若男女を問わず、車いすに乗りながらソフトボールを一緒にプレーするスポーツ。
＊２　地域創生学類には、地域マネジメントコース、地域福祉コース、地域ボランティア養成コースの３つのコースが設置されている。

地域創生学類地域ボラン
ティア養成コース３年
早川優吾
はやかわ・ゆうご
岡山県・国立津山工業高等
専門学校高校課程卒業。大
学では硬式野球部に所属。

地域創生学類地域マネジ
メントコース４年
金子美咲
かねこ・みさき
福岡県立小倉西高校卒業。
学外でも教育系の地域活
動に取り組んでいる。

高校の先生に課題をヒアリングし、
高校生にキャリア教育を行いました
演習(ゼミ）では、高校生のキャリア教育について研究
中です。高校の先生から生徒同士の対話が深まらない
と聞き、解決するための授業を行いました。（金子さん）

１年次から複数の実習を同時に行い、
地域社会のマネジメント力を身につける

北九州市立大学 地域創生学群

１
年
次
か
ら
地
域
の
課
題
解
決
を

目
指
す
実
習
に
取
り
組
む

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

車いすソフトボール＊１大会に出場。
体験するからこそ分かることが多いです
大会運営のほか、自分も車いすに乗り、ソフトボールをプレー。
車いすで運動する苦労を知り、競技の普及に向けて、何が必要な
のか身をもって学ぶことができました。（早川さん）

１年次の実習で仲間と協働する
難しさに気づきました
１年次の実習で1時間のラジオ番組制作に取り組みました。私の
チームは、意見の衝突等から準備不足で本番の放送内容は成功と
は言えず、その悔しさが次の実習に生きています。（金子さん）
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望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
び
、
原
則
３

年
間
は
同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
動
を
行

う
。
地
域
創
生
学
類
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
４
年
の
金
子
美
咲
さ
ん
は
、
１
年

次
か
ら
大
学
生
が
町
の
課
題
に
取
り
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
り
、
若
者
の
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
（
町
に
対
す
る
愛
着
）
の
醸

成
・
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
１
年
生
の
時
に
高
校
生
向
け
の
進
路

イ
ベ
ン
ト
で
、
北
九
州
市
で
活
躍
す
る
社

会
人
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
高
校
生
が
話
を
聞
き
な
が
ら
涙
す
る

姿
を
見
て
、
人
の
心
を
動
か
す
場
面
も
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
と
分
か
り
、
実
習
に

積
極
的
に
な
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
」

　
１
年
次
か
ら
実
習
に
積
極
的
に
参
加
で

き
る
よ
う
「
地
域
創
生
実
習
」
と
並
行
し

て
全
学
群
生
が
履
修
す
る
の
が
、
１
年
次

前
期
の
必
修
科
目
「
指
導
的
実
習
Ⅰ
」
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
ラ
ジ
オ
番
組
制
作

を
、
コ
ー
ス
や
出
身
地
が
異
な
る
約
５
人

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
行
う
。
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
コ
ー
ス
３
年
の
早
川
優
吾

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
私
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要
な

『
傾
聴
』
に
関
す
る
企
画
を
考
え
、
ま
ず

先
生
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た

が
、『
消
費
者
側
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

側
に
視
点
を
切
り
替
え
る
よ
う
に
』
と
徹

底
的
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
他
チ
ー
ム
で

は
、
泣
き
出
す
学
生
も
い
る
ほ
ど
で
し
た
」

　
金
子
さ
ん
も
こ
の
実
習
で
の
経
験
が
、

以
降
の
実
習
で
役
立
っ
た
と
話
す
。

　「
自
分
と
は
全
く
価
値
観
が
違
う
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
、
１
つ
の
も
の
を
つ
く
り

出
す
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

メ
ン
バ
ー
が
本
音
を
言
い
合
え
る
場
を
つ

く
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
」

　
１
年
生
だ
け
の
実
習
で
、
人
数
も
少
な

い
た
め
一
人
ひ
と
り
の
責
任
は
大
き
い
。

こ
の
実
習
で
、
協
働
の
難
し
さ
や
事
前
準

備
の
重
要
性
を
学
ん
で
い
く
。

　
学
生
が
参
加
す
る
実
習
ご
と
に
、
目
的

は
も
ち
ろ
ん
メ
ン
バ
ー
や
連
携
す
る
地
域

の
団
体
も
異
な
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
に

求
め
ら
れ
る
役
割
が
異
な
り
、
学
生
は
多

様
な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
て
い
く
。
ま

た
、
複
数
の
実
習
を
並
行
し
て
履
修
し
て

い
る
た
め
、
事
前
準
備
、
実
際
の
活
動
、

振
り
返
り
な
ど
の
活
動
時
間
を
合
計
す
る

と
、
週
30
時
間
以
上
に
及
ぶ
と
い
う
。

　「
実
習
や
打
ち
合
わ
せ
の
予
定
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
と
手
帳
で
管
理

し
、
メ
ン
バ
ー
に
も
共
有
し
ま
す
。
学
年

が
上
が
る
に
つ
れ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
上
手
に
な
り
ま
し

た
」（
金
子
さ
ん
）

　
学
生
は
実
習
の
ほ
か
に
も
、
必
修
で
専

門
性
を
深
化
さ
せ
る
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）

を
２
年
次
か
ら
履
修
し
、
同
科
目
で
も
地

域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
ゼ
ミ
で
は
、
車
い
す
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に

自
分
も
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
で
は
一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
用
具
の
工
夫
や
改
良
の
必
要
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
課
題
を
ゼ

ミ
の
授
業
で
先
生
や
仲
間
と
共
有
し
、
対

応
策
を
模
索
し
て
、
専
門
性
を
深
め
て
い

ま
す
。
大
学
と
地
域
、
双
方
で
学
ぶ
意
義

を
実
感
し
て
い
ま
す
」（
早
川
さ
ん
）

　
そ
う
し
た
経
験
を
積
み
重
ね
、
力
を
つ

け
る
学
生
が
多
く
、
同
学
群
の
就
職
率
は

６
期
連
続
１
０
０
％
を
誇
る
。

　「
地
域
で
の
実
習
や
演
習
を
通
し
て
教

育
に
か
か
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、

教
育
系
の
企
業
に
就
職
予
定
で
す
。
後
輩

に
も
、
多
く
の
実
習
体
験
か
ら
自
分
の
道

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
金

子
さ
ん
）

　
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
実
際
の
地
域
課

題
に
根
づ
い
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
一
定
期

間
だ
け
地
域
に
入
り
、
実
習
を
行
う
の
で
は

な
く
、
３
年
間
同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け

る
こ
と
で
、
日
常
的
に
地
域
と
か
か
わ
り
、

目
的
を
達
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
理
論
を
十
分
に
学
ん
で
い
な
い
１
年
生
か

ら
あ
え
て
複
数
の
実
習
に
取
り
組
ま
せ
る
の

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
社
会
人
と

し
て
の
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

リ
ス
ク
管
理
な
ど
の
課
題
解
決
に
必
要
な
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
必
要
性
を
体
感
し
て
ほ

し
い
か
ら
で
す
。
失
敗
経
験
を
積
む
中
で
、

学
生
は
必
要
な
知
識
や
技
能
を
主
体
的
に
学

ん
で
い
き
ま
す
。

　
次
年
度
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂
し
、
演

習
科
目
で
さ
ら
に
専
門
性
も
追
究
で
き
る
よ

う
に
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は

地
域
課
題
を
解
決
で
き
る
人
材
の
育
成
を
主

眼
に
置
い
て
い
た
た
め
、
北
九
州
市
中
心
に

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
海
外
に
視

野
を
広
げ
れ
ば
、
よ
り
自
分
の
地
域
を
相
対

化
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
学
群

独
自
の
海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
開
発
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１年次から複数の実習を同時に行い、
地域社会のマネジメント力を身につける

北九州市立大学 地域創生学群

日
常
的
に
地
域
と
か
か
わ
り

失
敗
か
ら
成
長
し
て
ほ
し
い

大

の

い

学

思
地
域
創
生
学
群
長

眞
鍋
和
博

ま
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

ラ
ジ
オ
番
組
制
作
を
通
し
て

実
習
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ

複
数
の
実
習
を
同
時
に
進
め

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
磨
く
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こ
れ
か
ら
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
校
内
で

話
し
合
っ
た
り
、
有
識
者
の
意
見
を
聞
い
た

り
す
る
場
が
多
く
の
高
校
現
場
で
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
で
は
、
そ
う
し
た
学
び
の
場
が

個
々
の
教
師
の
変
化
や
成
長
に
ど
れ
ほ
ど
役

立
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
授
業
改
善
を

目
的
と
し
た
校
内
研
修
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ

て
い
る
現
状
に
対
し
て
、「
研
修
に
時
間
を

と
ら
れ
す
ぎ
だ
」「
同
様
の
研
修
を
繰
り
返

し
て
い
る
が
現
状
は
変
わ
ら
な
い
」
と
不
満

を
持
つ
先
生
も
い
る
よ
う
で
す
。
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
ベ
ー
ス
へ
の
授
業
改
善
な
ど
、
今
、

現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
変
化
は
一
朝
一
夕

で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
会
議
・
研
修
で
得
ら
れ
た

感
動
、
気
づ
き
を
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
具
体

的
な
行
動
に
落
と
し
込
み
、
さ
ら
に
そ
の
行

動
を
実
行
・
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
な
し
か

け
と
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
変
化
を
校
内
で
共

有
す
る
仕
組
み
が
、
こ
れ
か
ら
の
会
議
・
研

修
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
行

動
変
容
が
促
さ
れ
る
よ
う
、
参
加
者
の
心
境

を
見
通
し
、
そ
れ
に
寄
り
添
っ
た
振
り
返
り

を
会
議
・
研
修
後
に
行
う
こ
と
が
、
企
画
・

運
営
役
の
先
生
の
重
要
な
役
割
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

行動変容を促す振り返り

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　日賀優一 「答えが１つではない問い」を考える高校生向け対話型ワークショップを開催する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年 6 月
号で紹介した長崎県立諫早高校での取り組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの場づくりにも携わる。

会
議
・
研
修
の
感
動
、気
づ
き
を

「
明
日
か
ら
の
自
分
」に
つ
な
げ
る

テーマ

　２０１７年１０月号の本コーナー P.46 ～ 47 では、「前向
きになれる振り返り」として、成果が担保されていたり、
結果がすぐに表れたりするとは限らない取り組みについ
て、どのように振り返りを進めれば「引き続き頑張ろう」「次
はこれを改善してみよう」といった意欲が高まるのかを考

えました。
　今号では、振り返りを通じて得られた感動や気づきを、
参加者の内面に長くとどめることで、個々の具体的な行動
変容を起こし、それを学校全体に広げていくために、司会・
進行役ができる振り返りのしかけについて考えます。

時間とともに消えていく会議・研修の感動、気づき

研修前 研修数か月後研修終了直後 研修数日後 研修数週間後

「面倒だな」
「何をさせられ
るのだろう」

「これならできそうだ！」
「自分も変われるかも！」

「何から取り組めば
よいのだろう」

「みんなどう考えているの？」 「自分たちには
自分たちの事情がある」

「目先のことで手いっぱい」

「研修をやっても
何も変わらない」

「研修は時間の無駄」
感動や気づきを個々の具
体的な行動につなげるし
かけが必要

個々の具体的な行動を継続的に支え、
組織全体に広げるしかけが必要

ポイント

ポイント

会議・研修の感動や気づきを、「個」に定着させ、「組織」に広げる
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参加者個々が「必ずできること」を具体的に挙げ、仲間と認め合う

感動・気づきを深めさせ、個々の変容を組織として共有する

変容を促す！　会議・研修の振り返りの仕組み

会議・研修終盤

数週間後

「数年前、アクティブ・ラーニングの校内研修が繰り返し実施されたが、変
化の機運は一過性で、多くの授業は今も本質的には変わっていない」。先日、
ある先生から聞いた言葉です。その学校では、研修後の個々の変容を組織
全体につなげる仕組みがなく、全校的な授業改善に至らなかったばかりか、
校内研修に対して無力感を抱く「負の記憶」が一部の教師に残ってしまった
のです。どんなに素晴らしい講師がどんなに心に残る研修を行っても、すぐ
に組織的な行動変容を起こすことは困難です。だからこそ、明確に変われ
ない中でも個々の「変わろうとするもがき」を拾い上げ、「研修に参加したＡ
先生の小さな挑戦」などと校内に紹介していくことで、「みんなでいつか変
われるかも」という希望の明かりをともし続けることが大切です。

「変わらなかった」ではなく、
「変わるのかも」と希望の明かりをともす

会議・研修を無事に終わらせるだけではなく、
そこでの感動や気づきを、参加者個々のその後の
行動変容につなげるまでが、これからの会議・研修の
企画・運営役に求められる役割と言えるでしょう。
そのためにも、終了後のフォローが大切になります。

❶会議・研修の内容を企画・運営役が再発信
会議・研修のねらいや実際に話し合われたこと、会議・研
修の最後に参加者が書いた振り返りシートの内容を抜粋し
たものなどを、企画・運営役がレポートとしてまとめ、それ
を参加者に配布することで、参加者個々が改めて感動や気
づきを深められる機会をつくります。

❷参加者個々の変容の様子を校内で共有
教科団や学年団の枠を超えて、参加者の変化の様子を知
ることができるように、参加者に簡単な事後アンケートを
実施し、「会議・研修が自分にもたらした小さな変容」を聞
きます。そのいくつかを学校全体に紹介することで、行動
変容は校内で着実に進んでいることを伝えます。

「必ずできること」を具体的に書く
会議・研修の最後に、参加者に振り返りシートを配布し、「こ
れからの自分」について考えてもらいます。その際、「こうな
りたい」といった願望ではなく、「これならば必ずできる」と
いうスモールステップの変容を具体的に書くように伝えます。

「必ずできること」を妨げる要因に注目
目指す変容が小さなものであっても、実際に一歩を踏み出す
際には様々な壁に直面します。「『これならばできる』と考え
たことができないとしたら、それはなぜか」を考えさせること
で、参加者に状況のメタ認知と問題の解決を促します。

「必ずできること」を仲間と承認し合う
個々の参加者が振り返りシートで掲げた「これならば必ずで
きる」ことを、４、５人のグループで共有します。他者の承
認を受けることで実際に取り組む意欲が高まり、他者の考
えを知ることで会議・研修での学びがより多角的になります。

会議・研修　振り返りシート 名前　　　　　　　　　　　　　　　

会議・研修の感動や気づきを踏まえて、「こ
れなら必ずできる」ということ、スモール
ステップの目標を１つ以上挙げてください。

会議・研修のグループ内で、それぞれが掲げた「これなら必ずできる」ということを共有し
ましょう。

「これなら必ずできる」と思ったことがもし
もできないとしたら、それはどのような理
由だと思いますか。

会議・研修後の振り返りシートでは、上記のほかに、参加して気づいた
ことや感じたこと、今後の会議・研修に対する要望など、学校や参加者
の状況に合わせて項目を設定するとよいでしょう。

1

1 2

3

2

3

貴校の会議・研修づくりを
お手伝いします！
　VIEW21編集部が本コーナーの監修者とと
もに、貴校の会議・研修づくりをお手伝いい
たします（会議・研修の様子は、本誌誌面で
紹介させていただく場合があります）。現状
の会議・研修のあり方に課題意識をお持ち
の先生方のご応募をお待ちしております。 ※ご応募いただいた学校すべてを必ずお手伝いできるとは限りません。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、必要事項❶～
❹をご入力の上、下記の e-mail アドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認をお願いいたします

❶学校名・お名前　❷分掌・ご教職歴　❸改善したい会議・研修
の内容（目的・時期）　❹会議・研修に対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

〈個人情報の取り扱いについて〉　この「これからの
会議・研修のあり方、つくり方」の会議・研修づく
りの募集でご提供いただく個人情報は、今後の企
画を検討する目的で利用いたします。お客様の意思
によりご提供いただけない部分がある場合、手続
き・サービス等に支障が生じることがあります。また、
商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委託しま
すが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報
に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ
窓口（0120-924721、通話料無料、年末年始を除
く、9時～21時）にて承ります。（株）ベネッセコー
ポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

 August  201849

Q8-577-000 2018 年度　VIEW21高校版 8月号 48頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
07/25
桑田 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-Q8-577-000 2018 年度　VIEW21高校版 8月号 49頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校
07/25
桑田

念
校
08/03
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P048-049_view21koukou-8g.indd   49 2018/08/03   14:15



　
２
０
１
８
年
６
月
、
早
稲
田
大
学
は
、

２
０
２
１
年
度
入
学
者
に
対
し
て
行
わ
れ

る
一
般
入
試
に
お
け
る
全
学
共
通
の
変
更

点
と
、
政
治
経
済
・
国
際
教
養
・
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
の
一
般
入
試
の
変
更
点
を
発
表

し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
政
治
経
済
学
部
で
は
、
学

部
独
自
の
学
科
試
験
を
廃
止
し
、「
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
」
及
び
英
語
外
部
検
定
試

験
の
活
用
と
新
た
な
学
部
独
自
試
験
の
実

施
を
公
表
し
た
（
図
１
）。
今
回
の
入
試
改

革
の
背
景
を
、
政
治
経
済
学
部
の
須
賀
晃

一
学
部
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
こ
れ
ま
で
本
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
政
治
・
経
済
・
国
際
政
治
経
済
学
科

の
３
学
科
で
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
国
際
的
視
野
を
持
ち
、
社
会
の
様
々

な
領
域
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
学
部
全

体
と
し
て
の
専
門
性
を
さ
ら
に
深
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
教
育
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
大
幅
に
見
直
し
、
学
科
問
わ
ず
政

治
と
経
済
の
い
ず
れ
も
学
ぶ
と
い
う
当
学

部
の
特
徴
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
た
め
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
３
学
科
共
通
の
必
修

科
目
を
設
置
し
、
政
治
経
済
の
基
礎
か
ら

段
階
的
に
学
べ
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す

（
図
２
）。
ま
た
、
現
在
の
英
語
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
発
展
さ
せ
、
英
語
で
行
う
授
業

を
さ
ら
に
増
や
し
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

一
般
入
試
も
入
学
後
の
学
び
に
必
要
な
資

質
・
能
力
を
求
め
る
内
容
に
す
べ
き
だ
と

考
え
、
大
幅
な
入
試
改
革
に
踏
み
切
り
ま

し
た
」

　
今
回
の
入
試
改
革
で
注
目
す
べ
き
点
の

１
つ
は
、
学
部
独
自
の
学
科
試
験
を
廃
止

し
て「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」を
利
用
し
、

そ
の
中
で
「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
を
必
須
と
す

る
こ
と
だ
。
そ
の
ね
ら
い
を
須
賀
学
部
長

は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
こ
れ
ま
で
の
本
学
部
の
一
般
入
試
は
、

専
用
の
対
策
が
必
要
な
ほ
ど
難
解
な
問
題

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
将
来

の
予
測
が
困
難
な
時
代
に
お
い
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
に
は
、『
学
力
の
３
要
素
』

（
＊
１
）
が
必
要
だ
と
我
々
は
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』

を
活
用
し
、
高
校
時
代
に
幅
広
い
学
問
に

触
れ
、
多
様
な
経
験
を
積
み
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
ん
で
き
た
生
徒
が
評
価
さ
れ
る

入
試
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。ま
た
、『
数

学
Ⅰ
・
Ａ
』
を
必
須
と
し
た
の
は
、
数
学

は
政
治
経
済
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
で
も

統
計
学
や
ミ
ク
ロ
経
済
学
入
門
な
ど
を
３

学
科
共
通
必
修
科
目
と
し
た
た
め（
図
２
）、

入
試
で
数
学
の
基
礎
学
力
を
測
る
こ
と
に

＊１　「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」

図１ 政治経済学部の2020年度実施の一般入試の内容
（１）

大学入学共通テスト
（各科目25点、合計100点）

①外国語②国語③数学Ⅰ･Ａ④選択科
目（地理歴史、公民、数学Ⅱ･Ｂ、理
科の中から1教科を選択）

（２）
英語外部検定試験及び

学部独自試験　　　　　　  
 （100 点）

•使用できる英語外部検定試験は、
大学入学共通テストで活用される試験
を前提として検討中。

•英語外部検定試験の配点割合は
〈（２）の３割程度、全体の15％程度〉
とする予定。

•学部独自試験は、日英両言語による
長文を読み解いた上で解答する形式と
し、記述解答を含む。

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
が
２
０
２
０
年
度
、一
般
入
試
改
革
を
実
施

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
、

思
考
力
や
主
体
性
等
を
測
る
入
試
へ

早
稲
田
大
学
で
は
、
創
立
１
５
０
周
年
に
あ
た
る
２
０
３
２
年
を
見
据
え
た
中
長
期
計
画
を
策
定
し
、

様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
ト
ッ
プ
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
が
入
試
改
革
だ
。
今
回
は
、
入
試
改
革
を

進
め
る
学
部
の
１
つ
で
あ
る
政
治
経
済
学
部
の
須
賀
晃
一
学
部
長
に
、
そ
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

＊大学資料を基に編集部で作成。

独
自
の
学
科
試
験
を
廃
止
し

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」を
利
用

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
に

必
要
な
能
力
を
入
学
時
に
測
る
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能
の
育
成
も
強
化
し
て
お
り
、チ
ュ
ー
タ
ー

教
員
に
よ
る
４
対
１
の
少
人
数
制
の
英
会

話
の
授
業
や
、
英
語
に
よ
る
学
術
的
文
章

の
作
成
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
授
業
な

ど
を
既
に
必
修
化
し
て
い
る
。併
せ
て
、
留

学
生
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
卒

業
ま
で
に
海
外
留
学
も
推
奨
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
入
試
で
も
英
語
外
部
検
定
試

験
の
結
果
を
活
用
し
、
英
語
４
技
能
を
評

価
す
る
と
い
う
。

　
全
学
共
通
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
全

学
部
の
受
験
生
を
対
象
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
出
願

時
に
受
験
生
本
人
が
「
主
体
性
等
」
に
関

す
る
経
験
を
記
入
す
る
こ
と
を
出
願
要
件

し
ま
し
た
」

　
学
部
独
自
試
験
の
内
容
も
、
入
学
後
に

求
め
ら
れ
る
力
を
強
く
意
識
し
た
も
の
だ

と
、
須
賀
学
部
長
は
強
調
す
る
。

　「
学
部
独
自
試
験
の
記
述
式
問
題
で
は
、

論
理
的
思
考
力
は
も
ち
ろ
ん
、『
主
体
性
を

持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態

度
』（
以
下
、『
主
体
性
等
』）
も
測
り
た
い

と
模
索
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
験
生
に

入
学
後
ど
の
よ
う
な
学
習
を
す
る
の
か
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
る
内
容
に
す
る
予

定
で
す
。
具
体
的
に
は
、
社
会
科
学
に
関

す
る
長
文
や
図
表
を
読
み
解
き
、
自
分
の

考
え
な
ど
を
記
述
す
る
形
式
を
考
え
て
い

ま
す
。
英
語
と
日
本
語
の
長
文
問
題
の
い

ず
れ
も
出
題
す
る
予
定
で
す
」

　
ま
た
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
て
英
語
４
技

に
す
る
と
発
表
し
た
。
政
治
経
済
学
部
で

は
、
入
学
後
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
の
ヒ
ン
ト

と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
入
試
結
果
と
記

入
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
入
試
制
度

の
改
善
の
参
考
に
も
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　
今
回
の
改
革
で
は
、
記
入
内
容
は
得
点

化
し
な
い
と
発
表
さ
れ
た
が
、
今
後
、
政

治
経
済
学
部
で
は
、
記
入
内
容
を
よ
り
重

視
し
て
い
き
た
い
と
須
賀
学

部
長
は
語
る
。

　「
採
点
方
法
な
ど
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
高
校
で
の
学

習
や
活
動
の
経
験
を
記
入
し

た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用

し
て
選
抜
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
理
想
で
す
。
現
在
、

高
校
の
先
生
方
は
、
探
究
学

習
や
ア
ク
テ
ィ
ブ･

ラ
ー
ニ

ン
グ
等
の
指
導
に
力
を
入
れ

ら
れ
、『
主
体
性
等
』
を
始

め
と
す
る
『
学
力
の
３
要
素
』

を
育
成
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
高
校
の
教

育
を
、
入
試
に
よ
っ
て
曲
げ

て
は
い
け
な
い
と
強
く
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
入
試
や
推
薦
入
試
だ
け

で
な
く
一
般
入
試
に
お
い
て

も
、
高
校
時
代
の
様
々
な
学

び
や
経
験
を
十
分
に
評
価
す
る
よ
う
な
入

試
を
行
い
、
高
校
で
の
学
び
や
経
験
と
大

学
入
試
が
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
す
る
よ
う
に

改
革
を
進
め
、
全
国
か
ら
多
様
な
学
生
を

迎
え
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
大
学
教
育
改

革
に
も
一
層
力
を
入
れ
、
知
識
・
技
能
に

加
え
、
教
養
も
兼
ね
備
え
た
真
の
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
」

早稲田大学政治経済学術院長、
政治経済学部長

須賀晃一
すが・こういち◎亜細亜大学経済学部助教授、
福岡大学経済学部教授等を経て、２０００年か
ら早稲田大学政治経済学部教授。２０１４年か
ら現職。

図２ 2019年度　政治経済学部　カリキュラム概要
分析手法 ･方法論 政治学 経済学 演習

上級･専門
科目

中級 ･基礎
科目

入門科目

学科共通
必修科目

統計学
公共哲学（政治）
政治分析入門

ミクロ経済学入門
マクロ経済学入門

基礎
演習

演
習

国
際
経
済

経
済
政
策

経
済
思
想･

経
済
史

経
済
理
論

政
治
思
想･

政
治
史

公
共
政
策

国
際
関
係

比
較
政
治

現
代
政
治

数
学

ゲ
ー
ム
理
論

実
証
分
析

将
来
的
に
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

得
点
化
の
可
能
性
も

＊学科の差は、独自の必修選択科目と領域ごとの取得単位数による。
＊大学資料を基に編集部で作成。
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「リーダー」を育む６か年デザイン
F I L E  1

＊１　文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール。
＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。

私立中高一貫校に聞くシリーズ

◎探究学習での試行錯誤が、生徒を成長させる
　東京都・私立豊

としまがおか

島岡女子学園中学校・高校では、世界
で起きている諸問題の解決に貢献できる女性の育成を目
指している。教務部長の十

つ

九
づ

浦
うら

理
まさ

孝
たか

先生は、こう語る。
　「グローバルに活躍するためには、何よりも高い志を抱
く力『志

し

力
りょく

』が必要です。また、社会への広い視野、協
働性や粘り強さといった汎用的な資質・能力も、より重
要になります。本校ではそれらを『基礎力』と位置づけ、
『志力』とともに、全教育活動で育成を図っています」
　その一環として、探究学習に力を入れている。例えば、
「社会科シンポジウム」は教科融合型の取り組みであり、
「捕鯨の是非」などの社会的なテーマについて、地理歴史・
公民科や理科といった複数の教科の教師による講義を受
けた後、生徒同士が話し合う。
　また、中学３年生～高校２年生の希望者を対象とする
「モノづくりプロジェクト」では、自分たちのアイデアを
形にする。２０１８年度は、夏季休業中にチームで生物を
模した飛翔体を製作し、９月に大学の研究者を審査員と
して招くコンテストを行う。同プロジェクト担当の田尾
裕介先生は、次のように話す。
　「成果物の完成度も大事ですが、同じ目標に向かってメ
ンバーと力を合わせるという経験を重視しています。製
作過程ではうまくいかないこともあると思いますが、試
行錯誤する中で大変な思いをすればするほど、学びが深
まり、意志や根気も育まれていくと考えています」

◎生徒一人ひとりの成長を多面的・総合的に見取る
　同校の探究学習は、以前は課外活動として希望者が行
うものが多かった。そこで、全校体制で取り組めるよう、
１８年度にＳＳＨ（＊１）の指定を受け、高校の授業で探
究学習を進めることにした（写真）。ＳＳＨ推進委員会主
任の根岸靖先生は、こう述べる。
　「３年間の探究学習の目的は、調べて得た知識を活用し、
アウトプットする力を生徒に定着させることです。そこで、
『科学的リテラシー』を様々な観点で学び、自ら深く学ぶ
『探究』と自然とつながるようにしたいと考えています」
　１８年度には、あらゆる探究学習のｅポートフォリオ化
を進めるべく、「Classi」（＊２）を導入。生徒一人ひと
りの成長の可視化に力を入れていく考えだ。
　「生徒には、探究学習を通して、夢中になれるものを見
つけてほしいと思っています。そうなれば、生徒はさら
なる高みを目指して挑戦を続けるため、本校が重視する
『志力』『基礎力』両方が高まるでしょう。目標に向かっ
て努力する生徒を多面的・総合的に見取ることは、中学校・
高校の次期学習指導要領の目指すところにもつながると
考えています」（十九浦先生）

東京都・私立豊
と し ま が お か

島岡女子学園中学校・高校

「志
し

力
り ょ く

」と「基礎力」を備えた
世界で輝く女性リーダーを育てる

◎設立　　1892（明治 25）年
◎形態　　全日制／普通科／女子校
◎生徒数　１学年約 270 人（中学校）、
 約 350 人（高校）
◎建学の精神　「道義実践　勤勉努力　一能専念」
◎2018 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、
東京大、京都大などに 163 人が合格。私立大は、
慶應義塾大、早稲田大などに延べ 928 人が合格。
◎URL　https://www.toshimagaoka.ed.jp

東京都・私立豊島岡女子学園中学校・高校
田尾裕介　たお・ゆうすけ

教職歴 8 年。同校に赴任して7 年目。

東京都・私立豊島岡女子学園中学校・高校
根岸　靖　ねぎし・やすし

教職歴 29 年。同校に赴任して30 年目。
ＳＳＨ推進委員会主任。

東京都・私立豊島岡女子学園中学校・高校
十九浦理孝　つづうら・まさたか

教職歴 21 年。同校に赴任して22 年目。教務部長。
教務部進路進学指導委員会主任。

写真　高校１年 次の
探究学習では、物事
を「深く考える」基礎
を定着させることを目
指す。そこで、工作用
紙 1 枚を用いて、耐
久性のある橋を作成
するというモノづくり
を行った。
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少子化という社会課題、そして次世代リーダーの育成という時代からの要請に対応すべく、
これまで以上に特色化が図られているのが、私立中高一貫校だ。

今号から３回にわたって、変革を進める学校を取り上げ、
次期学習指導要領の捉え方を含めた、私立中高一貫校が向かおうとしているその先を考える。

F I L E  2

◎生徒が「ホンモノ」に触れて学ぶ場を設定
　大阪府・私立高槻中学校・高校は、スクールミッ
ションに「Developing Future Leaders With A Global 
Mindset」を掲げ、ＧＬ（グローバルリーダー）・ＧＳ（グロー
バルサイエンス）・ＧＡ（グローバルアドバンスド）の３コー
ス制の下、「次世代リーダー」の育成を目指している（図）。
重視する取り組みの１つが探究学習であり、コースに分
かれる中学３年次から、各コースの特色に応じて本格化
させる。工藤剛

つよし

校長は、こう語る。
　「国際社会で活躍するためには、知識・技能を十分に身
につけた上で、それらを活用し、新しいものを創造でき
るようになる必要があります。そこで、ＳＳＨやＳＧＨ（＊

３）の指定を受け、課題研究を中心に、生徒が国際的な
第一人者や一流の研究者・専門家と直接交流し、『ホンモ
ノ』に触れることができる場を積極的に設けています」
　さらに、同一法人である大阪医科大学とは、所属する
コースにかかわらず、希望者を募って、夏季休業中の１
週間、医師や看護師に同行して在宅医療の現場を見学す
る「地域医療体験」を行う。
　「医療の現場で足手まといになることもあると思います

が、真の成長には、失敗や苦労が欠かせません。本校では、
生徒に困難な状況を経験させることも学校の大切な役割
と位置づけ、全コースで取り組みを工夫しています。生
徒には、その中から自分が興味のあるものに挑戦してほ
しいと考えています。また、多様な経験を通して学びを
深められるよう振り返りを重視し、『Classi』を活用した
ｅポートフォリオに蓄積させています」（工藤校長）
◎全校体制で取り組むという文化を構築
　教師の多様なアイデアを募れるよう、校内の組織編成
も工夫している。その１つとして設けられた部署が、新
規教育プログラムの立案などを行う「教育推進企画室」だ。
教職歴や分掌にかかわらず、希望すれば誰でもメンバー
になれるため、教科や分掌の垣根を超えた企画を生み出
すことができる。ほかにも、生徒がＳＧＨの課題研究でよ
り幅広いテーマを設定できるよう、「ＳＧＨ推進部」のメ
ンバーには、地理歴史・公民科の教師も加えている。
　「全教師が協働しやすい体制を整えることで、探究学習
を始めとする教科横断的な取り組みも、一層充実してい
くでしょう。そうなれば、『次世代』リーダーに不可欠な
広い視野の涵養につながり、本校のスクールミッション
の実現に近づきます。また、高校の次期学習指導要領で
学ぶ最初の学年である１９年度中学１年生を迎える準備と
して、教員が次期学習指導要領のポイントを把握するた
めの研修を計画しています。学習指導要領はその時々の
社会のニーズを反映しているため、その理解を深めた上
で、私学として、本校のスクールミッションを実現させ
る具体的なルートを策定していくことが大切であると考
えています」（工藤校長）

大阪府・私立高槻中学校・高校

世界を舞台に活躍できる
「次世代リーダー」の育成

◎設立　　1940（昭和 15）年
◎形態　　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 270 人（中学校）、
 約 250 人（高校）
◎建学の精神　「国家・社会を担う人材の育成」
◎2018 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、
東京大、京都大などに 148 人が合格。私立大は、
慶應義塾大、早稲田大などに延べ 519 人が合格。
◎URL　https://www.takatsuki.ed.jp

大阪府・私立高槻中学校・高校校長
工藤　剛　くどう・つよし

教職歴 29 年。同校に赴任して30 年目。進路指導部長、
教頭、副校長を経て、2018 年度より現職。

 ＊３　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。

次世代のリーダーに必要な10の資質図

個人の能力や思考
１．全体を見渡して判断し、主体的に行動する力
２．論理的に思考し、日本語および英語で表現する力
３．自己管理能力
４．創造性（知識や情報を発展的に活用する力）

他者との関係
５．多様な他者を理解し思いやる力
６．コミュニケーション力
７．コラボレーション力（チームワーク）

社会や文化との関係
８．国際社会の持続的発展や平和に貢献しようとする意志
９．日本の伝統・文化を尊重する心
１０．倫理観
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「生徒と紡ぐ情熱教師 File」（表表紙裏）や「教
師を育てた言葉たち」（裏表紙裏）は１ページ

ですが、人気のあるコーナーです。今号の「教師を育てた言
葉たち」の取材では、北海道岩見沢農業高校の熊谷孝宏先
生が書き続けた学級通信の厚さに、26 年間、生徒と向き合
い続けてきた重みを感じました。最後のページには体育祭の
表彰状などともに、先生のメッセージがありました。生徒が自
ら気づくまで「待つ」ことを大事にされているのは、「生徒と紡
ぐ情熱教師 File」の三
重県立松阪高校の尾

お べ

邊
英也先生も同じで、生
徒たちが「指導してくれ
た、指示してくれた」で
はなく、「背中を押してく
れた」と表現していたの
が印象的でした。（荻原）

編集後記

Reader ’s  VIEW　

対話的な研修を進めていきたい
　次期学習指導要領が示され、教育課程や授業のあり

方、評価、「大学入学共通テスト」を踏まえた対策など、

見えない部分は多々あるが、６月号の特集を読み、「対

話的な研修」を進めていきたいと思った。主体性や協働

性など、見えない資質・能力を可視化しなければならな

いが、大学がそれらをどう評価するのか、どのレベルを

評価するのか、疑問点は多い。教師や生徒が徒労に終

わらないことを願う。各大学には明確な指針を示してほ

しい。 　　　　　　　　　  兵庫県立相生高校　西 茂樹

生徒の気づきを待つ重要性を再認識
　専門高校に勤務しているため、「『学校教育デザイン』を

描く道標」で紹介された京都市立京都工学院高校の先駆

的な取り組みは参考になり、工業担当の同僚にも記事を勧

めた。工業高校ならではの「資質・能力」が設定されてい

たが、高校卒業後すぐに社会人としてそれらの資質・能力

が求められるからこそ、「～する力・態度」が具体的に示さ

れているのだと思った。こうした資質・能力を生徒に確実に

身につけさせていくことは難しいことであると共感するとと

もに、築
つきやま

山富
と し

司彦
ひこ

先生の「生徒の気づきを粘り強く待ちまし

た」という言葉に、我々教師が生徒の３年間を見通して、「手

を差し伸べる」時と「じっと見守り待つ」時を判断する重要

性を再認識した。 静岡県立御殿場高校　美那川 雄一

生徒自身が振り返る課題一覧を工夫したい
　夏期課題一覧を配布する際に、これまでもいくつか

の工夫をしてきたが、「改良！　指導ツール　ビフォーアフ

ター」で示された、①生徒自身が課題を選ぶ、②課題

を通して身につけたい力を記入させる、③何ができるよ

うになったかを記入させるといった視点にハッとさせら

れた。それらを参考に、生徒自身が振り返り、次の学習

に結びつくような課題一覧を作成し、配布したいと思っ

た。 鹿児島県　匿名希望

•「明日はいつからか」。時間の流れを
話した後だったが、その純粋な疑問に、
答えが全く出せなかった。　　 千葉県

•「ツチノコなど、未確認の生物の研
究」。まとまりあるレポートにはなって
いなかったが、目のつけどころはよかっ
た。生徒には既存の価値観にとどまっ

てほしくないので、その事例を後輩に
伝えている。 　　　　　　 　新潟県

•「コミュニケーション力と学力の関係
性はあるのか」。生徒自身が学力につ
いて出してきたテーマだったので、定
義やどのように言語化するのかに興味
が湧いた。　　　　　　　 　 静岡県

2018年6月号へのご意見

テーマ
探究学習で

生徒が設定してきた
思いもよらない
テーマ

次号は10月15日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2018 　 月号10

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版や教育に関連する最新情報をタイムリーに

お届けします。お友だちの登録方法は、下の2次元バーコード

を読み取っていただくか、LINEアプリの「友だち追加」＞「ID

検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいた

します。

『VIEW21』高校版　公式アカウント

友 だ ち募 集 中！

ぜひ、お友だち登録をお願いいたします！
アカウント名：@view21
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情熱教師 F i l e 9生 徒 と 紡 ぐ

尾邊英也先生　教職 歴 37 年。
同校に赴任して 14 年目。３学年
主任。ＳＳＨ企画委員。

三重県立松阪高校　全日制／普通科・理数科／共学／１学年 約 320 人／ 2018 年度入試
合格実績（現浪計）国公立大は、東京大、名古屋大、三重大、京都大、大阪大などに145 人
が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大、南山大、同志社大などに延べ 551人が合格。

広い、広い牧場で学ぶ
　　　３年生になって、８月まで部活動を続けて大丈
夫か、勉強に時間を割くのがよいのではないかととて
も悩み、先生に相談しましたよね。先生から「どうす
れば後悔しないのかは、自分で分かっているんでしょ？
自分が納得するようにやりなさい」と言われて、「よし、
どっちもやろう」と決心しました。先生が応援してく
れることが本当にうれしくて、迷いがなくなったんです。
　　　私も、３年生までＳＳＨの活動を続けるかどう
か悩んだ時に先生に相談しました。先生から、「探究
活動も受験勉強も、どちらも諦める必要はないよ」と
励まされたから、３年生でも頑張ろうと決意したんです。
　　　２人とも、「両方やりたい」と思っていること
は明らかだったからね。自分の気持ちを大切にして挑
戦すれば後悔しないでしょ？　勉強は先生たちがフォ
ローするから安心してやり抜けばいいんだよ。
　　　僕は数学が好きで、１年生の頃から授業の内容
だけでなく自分のペースで先の学年の単元まで勉強し
ていました。先生に「数学以外の教科の成績が心配で
す」と話したら、「納得するまで数学をやり切ってみれ
ばいいじゃないか」と言ってくれましたよね。

　　　１つのことを極める経験をした人は、ほかのこ
ともできるようになるものだからね。
　　　先生と話していると、自分はどうしたいのか、
自分の気持ちがはっきりしてくるんです。
　　　先生はただ、君たちの可能性を信じて応援して
いるだけなんだよ。
　　　その応援の力が大きいから、気持ちが落ち込ん
だ時などに「ハッパをかけてもらおう！」って、先生
と話したくなるんです。「最近どうなんや？」って、先
生が私の話を聞いてくれるから、私も先生に自分の思
いを話して……、最後には「今日から私はこうする」と、
やるべきことが引き出されているんです。
　　　僕らはすごく広い牧場にいるんです。とても自
由に動けるけど、はるか遠くには柵があって守られて
いる。どうすればよいか分からなくなった時に先生の
姿を探すと必ずそばにいて、僕らの話を聞いてくれる
んです。広い牧場で、いろいろな可能性を自分で模索
し、選択する力を身につけている気がします。
　　　それこそが自律する力、生きる力なんだと思う
よ。君たちは確かに成長しているね。うれしいよ！

生徒

生徒

先生

先生

生徒

先生

先生

生徒

生徒

生徒

今月の表紙　三重県立松
まつさか

阪高校　尾
お べ

英
ひ で

也
や

先生

職４年目、初めて担任を受け持ったクラスは、

その年度で閉科となる商業科の３年生でした。

学力的に厳しく、生活態度にも課題が見られる生徒た

ちとどう向き合えばよいのかと、不安でいっぱいの

私に、「あなたの売りは若さだ。それに加えて、もう

１つ強みをつくらないか」と、教頭から提案されま

した。自己肯定感が持てず、何事も諦めがちな生徒に、

小さなことでも積み重ねれば大きなことを達成でき

ると、「先生自らが継続する姿を示してほし
い」と言われたのです。
　教頭の言葉を自分なりに考え、毎日、学級通信を出

そうと決めました。１枚１枚は薄くても、１年間書き

続ければ相当な量になります。連絡事項や行事予定、

学習のアドバイスなどを書き、毎朝、生徒が登校す

る前に机の上に１枚ずつ置いて、重要なことはＳＨ

Ｒでも話すようにしました。停滞していたクラスの

雰囲気を何とか変えたいと奮闘しましたが、生徒と

の関係は良好と言えるものではありませんでした。

ただ、私にできることはこれしかないと、学級通信

を書き続けたのです。気づけば、１年間で約200枚、

とじると厚さ２㎝程の冊子になりました。そして、

卒業式の日、積み重ねることの大切さを感じてほし

いと願いながら、一人ひとりに冊子を手渡しました。

徒のためにと思って続けていた学級通信でし

たが、それで学んだのは私の方でした。生徒

一人ひとりをよく見ること、どんな行事でもその目

的を理解して取り組むこと、１年間の流れを見通し

て指導を考えることなど、どれも書くという作業を

通じて気づかされたことです。また、仕事の段取り

も改善しました。予定外の仕事が入っても、学級通

信を書く時間を確保するよう意識して進める習慣が、

毎日続けることで身についたからだと思います。

　その後も、担任を持つ度に学級通信を書き続けま

した。生徒の状況を見て、伝えるべき内容や時期を

判断できるようになったからなのか、「小論文のヒン

トを得ました」「自分が学びたいことに気づきました」

などと、生徒から言われるようになりました。また、

「あれは自分に向けた言葉ですよね」と、私のメッセー

ジに気づく生徒もいました。そうすると、生徒をもっ

と触発させたいと思い、外部の研究会に参加して学級

通信のネタを探すなど、一層力が入りました。学級

通信は、生徒とのコミュニケーション方法の１つで

あり、自分の指導力を高める軸にもなっていました。

度初めには、学級通信を床に落としても、そ

のままにする生徒がいます。私はすかさず、「人

が時間をかけて作ったものを大切にできない人間は、

大成しないぞ」と大げさに叱ります。その時はピン

ときていない生徒も、毎日机の上に置かれ続けると

次第に学級通信を読むようになり、継続することの

大切さを説くと深くうなずきます。言葉だけでなく、

行動してこそ伝わることがあるのだと実感します。

　今はＳＳＨ担当者として、週１回のＳＳＨ通信を出し

ています。実験や実習、大学訪問など、盛りだくさ

んの活動を見通して取り組めるように書くのがポイ

ントです。毎日ではなくても、続ければ必ず伝わる

と信じ、自分の姿を示し続けたいと思います。

No. 009
北海道岩見沢農業高校

熊谷孝宏先生
くまがい・たかひろ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴 26年。同校に赴任して５年目。
キャリアガイダンス部長。英語科。

北海道岩見沢農業高校　全日制／農業科・畜
産科・食品科・生活科・森林科・農業土木工学科、
環境造園科／共学／１学年約 280人／2018
年度進路実績（現役のみ）：４年制大は、帯広
畜産大などに45人が合格。短大、大学校、専
門学校進学83人。就職121人（うち公務員25人）。
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先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ

2 0 1 8
V o l u m e 3
高 校 版
〈ビュー21〉

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

福岡県・私立筑紫女学園中学・高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

英語　福井県立敦賀高校　牧野剛士

世界史　京都府・京都市立堀川高校　吉谷智美
　
指導変革の軌跡

宮城県涌谷高校
大阪府・私立初芝富田林中学校・高校

つる が
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継続的に英語力の伸びが測定できる
「GTEC」は、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を測るスコア型英語４技能検定です。

多くの大学・短期大学の入試で「GT EC」のオフィシャルスコアが活用されています。

また、日常生活で使える英語の育成を目指すテスト設計になっており、大学入試で必要な

英語力だけでなく、大学入学後も使える英語力を育みます。

スコア型英語４技能検定
中学生・高校生対象

2018年検定日

大学
入試

第1回検定日

6
16

第2回検定日

9
1

第3回検定日

12
1

GTEC 検 索www.benesse.co.jp/gtec/

第1回検定日

6
16
終了
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